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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　佐々木あかね
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　あとがき







　プロローグ







　蝶ちよう番つがいは音もなく動き、なめらかに木の扉とびらを押し開ける。


　漂ただよってきた、うっすらとした花の香かおりにアルは顔をしかめた。


　豪ごう奢しやな部屋である。


　しっとりと落ち着いた焦こげ茶ちや色いろの壁かべ紙がみには傷ひとつ無く、床ゆかには埃ほこりひとつ無い。机も椅い子すも寝しん台だいも、用意された家具はどれも精せい緻ちな細工が施ほどこされており、手て間ま暇ひまがかかっていることが見て取れた。無論、広さは十分以上。普ふ通つうに生活するだけならば、三、四人は暮らせるほどの大きさがあるだろう。


「ここが俺に割り当てられる部屋ってことか。……立派な部屋だな」


　皮肉げにアルはそう言った。


　柄の悪い青年であった。


　赤しやく銅どう色いろの髪かみは特に手入れもされず、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみはいらだちで歪ゆがんでいる。頰ほおに走る大きな刀傷がよりいっそう剣けん呑のんさを強調し、鍛たん錬れんされた肉体は、隙すきのない空気を纏まとうほど。


　奇き妙みようなのは剣けんを四本も携たずさえていることだ。腰こしに二本、背中に二本くくったその姿は、だがなぜか違い和わ感かんを覚えさせない。さもそれが当然であるかのごとく。


「取り急ぎ用意させた部屋デス。住み心地ごこちが悪いのは勘かん弁べんしていただきたいのデスが」


　アルの放つ殺意混じりの視線を微び笑しようのまま受け止め、不思議なイントネーションで答えたのは長身の女性だ。


　優ゆう雅がに一礼すると長く伸のばした紫むらさきの髪がさらりとこぼれる。前髪の一ひと房ふさだけが深しん紅くに染まっていた。ゆったりとした服ながらも隠かくしきれぬボディライン、世の男すべてを蕩とろけさせるような蠱こ惑わく的な笑みは妖よう女じよというにふさわしい。


　だがそれもどこか呆ほうけて見える。


　眠ねむ気けに襲おそわれているかのように半分落ちたまぶた、どこか間延びしたような物言いが、妖よう艶えんさを欠けさせていた。


　彼女の名はファラフナーズ。


　このアルディオン大陸で戦いくさを引き起こさんと暗あん躍やくする組織、バルムンクのひとりであり、二度にわたってアルを窮きゆう地ちに追おい詰つめた張本人だ。


「アナタはつい先日まで白はく亜あの城と名高いバーランドにお住まいデシタので、それに匹ひつ敵てきするものをと思ったのデス。……お気に召めしマセンか？」


　ファラフナーズはまるで警けい戒かいすることなく、言葉を紡つむぐ。


　アルの殺気を一身に受けながら。


「……お前に気を遣つかわれるなんざ、虫むし酸ずが走る」


　吐はき捨すてるようにアルはそう口にした。


　今すぐにでも剣を抜ぬきそうなほどに怒ど気きを込めながら、だがその手は動かさない。


　──いや、動かせない。


　つう、と妖女の唇くちびるがつり上がる。


「そう邪じや険けんにしないでクダサイ。新しい仲間であるアナタの、歓迎なのデスから」


「……！」


　憎にく々にくしげに睨にらむアルを満足げに眺ながめると、妖女はもったいつけるように言った。





「ようこそ、アル・イーズデイル。……我らがバルムンクへ」
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　──三年前、グラスウェルズ某ぼう所しよ。





「うわああああああああああああああああああっ！」


　森の中に悲鳴が轟とどろき──、次いでバシャンと水音が上がった。


　驚おどろいた小鳥が数羽、慌あわてて空へと飛び出す。


　人の気配などどこにもない緑の世界。深い森の奥おくに、ひっそりとたたずむ小さな滝たき。


　打って変わって静せい寂じやくを取とり戻もどした滝たき壺つぼから、ぬうと顔を出すのはひとりの少年だ。


　赤銅色の髪はぬれて貼はり付き、琥珀色の瞳にはいらだちの色が濃こい。


　少年──アルはのろのろと滝壺から上がり、水を吸った服を絞しぼろうとして。


「ほら、失敗したんならもう一度」


　頭上からかけられた無愛想な声に阻はばまれた。


　アルがいらだった視線を隻せき眼がんの男に向ける。


　男は木の上に、まるで猛もう獣じゆうのように寝ねそべっていた。


　三十を少し過ぎたという風体にしては、纏っている空気が荒あら々あらしい。癖くせのある髪は深い茶色。よく日焼けした浅黒い肌はだに、左眼を覆おおう無骨な眼帯、革かわ鎧よろいに二本の長ちよう剣けんという出で立ちは山さん賊ぞくを想起させる。


　だが、その隻眼に宿る光は粗そ暴ぼうな容姿とは裏腹に理知的だ。


　──荒々しい獣けものと、長く生きた樹木。


　矛む盾じゆんするイメージを併あわせ持もつ。それがアルの師、テオドール・ツァイスという男だった。


「でもさ、テオ」


「でもじゃねえ」


「いや、無理だって！　滝を駆かけ上がれなんて！」


　濡ぬれそぼった手でアルは滝を指す。


　大きなものではないが、水の流れはそれなりに速い。高さはアルのざっと倍以上。


　駆け上がるどころか、よじ登ることすら難しいように思える。


「ちっ……」


　だが、テオドールは苦々しく舌打ちをする。


「情けねえ弱音吐きやがって。水の流れと岩場の位置、それから自分の体勢を見切ってりゃできるって言っただろうが」


「そりゃ、言われたけどさ……」


　なおも口をとがらせるアル。


「無理だよ、水の流れを見るなんて。いくら集中しても見えねえよ」


　テオドールは再び舌打ちすると、地面に降り立ち、アルの頭に拳げん骨こつを落とした。


「いてっ！」


「馬ば鹿か野や郎ろう。集中して見るんじゃなくて、世界全体を見るように見切るんだよ」


「そ、そんなこと言っても……」


「ったく、一回だけ手本を見せてやるから、心の底に刻んどけ」


「う、うん」


　頭を押さえながらうなずくアルを確認してから、テオドールは滝の前に立った。


　ざあざあと、心地ここちよい音を立てながら水が糸のように流れ落ちる滝へ。


　テオドールはさも無造作に跳とんだ。


「え……!?」


　瞬まばたきを何回もして、アルは今の光景をもう一度確かめる。


　まるで階段を駆け上がるかのように、テオドールはすいすいと滝を上がっていった。


　水の抵てい抗こうなど無いといわんばかりに、軽く、簡単に。その長身を滝の上まで。


「どうだ？　覚えたか？」


　滝の上からテオドールの声が響ひびく。


　あまりの突とつ然ぜんさに、アルは思わず──。


「…………う、うん」


　うなずいてしまった。


「なら日が暮れるまでやってみろ。……できなかったら、夜の飯はお前が調達だ」


「ええっ！　今日こそテオが見つけてくるって話だっただろ！」


「うるせえ、手本見せてやったことでチャラだチャラ」


　勝手に言って、テオドールは再びのそのそと木の上に上がり、その体を横たえた。


「ったく、また無茶なことを……」


　ブチブチとつぶやいて滝に向かうアル。


　少年は気がつかなかった。


　寝たふりをしたテオドールが、神しん妙みような目でずっと自分を見ていることに。


　何かを決意した、そのまなざしに。





　帝紀八○九年十の月、六日。


　アルがテオドールによって斬きられる、その日の出来事である。





　　　　＊　　＊　　＊




「う……」


　閉じたまぶたの向こうから突つき刺ささる光に、アルは身をよじった。


　ガタガタと一定のリズムで体が揺ゆれている。背中と後頭部を覆っているのはどこかチクチクとした繊せん維いの感覚。柔やわらかいといえば柔らかいが、決して寝心地がいいとは言えない。


「今のは──」


　ゆっくりと目を開き、身を起こす。


　視界に映るのは淡あわい太陽と青い空、そして周囲を取り囲む一面の畑。


　その真ん中に敷しかれた道を、アルはゆっくりと進んでいた。


　藁わらを満まん載さいした荷馬車の荷台に乗って。


「夢か……」


　思わず口元を覆った指が、ざらりと刀傷を撫なでる。


　あの夜、アルの顔に刻まれた消えない傷だ。


「久しぶりに見たな、あんな夢」


　皮肉げに口を歪ゆがめてアルは笑う。と──。


「おう、起きたか騎き士し様よぅ！」


　背後から野太い声が響いた。


　肩かた越ごしに振ふり向むけば、御ぎよ者しや台だいに座すわっている男性が笑いかけている。


　日焼けした肌にしわを刻み込んだ老人だ。ただし、馬を操あやつる姿に老いは感じられない。


「タイミングいいのう、騎士様よ。そろそろバーランドに着くころだ、起こそうかと思ったら自分ひとりで起きたわい」


　からからと笑う老人。


　彼が指さす先に見えるのは白い街がい壁へきと、純白の城だ。湖上にたたずむ白鳥のような美しい街なみがここからでも見て取れる。


　街の名はバーランド。


　過去、とある国の王族が避ひ暑しよ地として使った観光都市であり、このアルディオン大陸でもっとも若い国、フェリタニアの王都である。


「アンタの家が見えてきたぞ、騎士様よぅ。あんなに綺き麗れいなところに寝ね泊とまりできて、幸せもんよのぅ」


「よせよ、爺じいさん。俺はつい二か月前まで根無し草だったんだぜ？　あんなところで暮らすのは落ち着かねえよ」


「それでもワシら庶しよ民みんからしてみれば、城暮らしなんて夢のまた夢じゃからなぁ」


「なら爺さん、代わってやろうか？」


　冗じよう談だんめかして言うアルに、だが老人は首を振る。


「結構じゃ。あんな綺麗なところにいたら、尻しりがむずがゆくてたまらんじゃろう」


「……爺さん、わかっててからかってやがるな」


　アルの指し摘てきに、老人はいっそうしわを深くして笑った。


「ばれたか」


「……ったく、俺だって外に居てえよ」


「かっかっか、しかしアンタはあの国第一の騎士様じゃろう。城に住まない騎士様なんぞ、聞いたことがないぞぅ？」


　ふ、とアルは息をついて藁の上に寝っ転がる。


「同じ事をナヴァールの旦那だんなにも言われたよ」


　仲間の名を口にして、アルは軽く苦笑いを浮うかべた。


「俺が騎士、か。……ほんと、悪い冗談みたいだぜ」


　ほんの二か月ほど前、アルはひとりの少女を助けた。


　少女の名はピアニィ・ルティナベール・レイウォール。


　アルディオンにおける二大大国の片割れ、レイウォール王国の第二王女。彼女が実の兄から謀む反ほんの濡れ衣ぎぬを着せられ、たったひとりで逃にげているところにアルが鉢はち合あわせたのだ。


　首しゆ尾びよくレイウォールの王都から逃げ出したアルたちは、途と中ちゆう協力者を得てこの地バーランドにやってきた。バーランドはピアニィの母親にゆかりのある土地。ここでしばらく身を隠かくすつもりだったのだ。


　だが、バーランドでアルたちが見たものはレイウォールの横暴さ、そしてピアニィたちに身を隠す場所など無いという現実であった。


　ピアニィは身を守るために、またレイウォールの力からバーランドを守るために、この地に国を立ち上げた。


　それがフェリタニア。アルディオンでもっとも若い国。


　ピアニィに協力していたアルは、そのまま成り行きでこの国第一の騎士として力の象しよう徴ちようになってしまったのだ。


　たった数か月で、放ほう浪ろうの傭よう兵へいが一国の騎士である。


「そんでもって……」


　できあがったばかりの国を維い持じするという名目で、ここしばらくアルは休む暇ひまもなく各地を巡っていた。


　少しでも自国の勢力を維持するため、アルを外交材料にして周囲の都市の安心を買うのだ、とはフェリタニアの政務、軍務を司つかさどる仲間ナヴァールの言葉である。


　言葉の通り、アルは各都市でその剣けんの腕うでを見せつけて「フェリタニアにアル・イーズデイルあり」を見せつけていた。……いや、させられていた。


「いつまでこんなことしてるんだか」


　今も別の都市に〝外交〟に行った帰りだ。


　バーランドへと馬を歩かせていたら、たまたま目的地が同じ老人と意気投合し、馬車を使わせてもらっている。ちなみにアルの馬は大人しく馬車の横を歩いていた。


「返す返すも、変なことになっちまったなぁ」


「騎士様にとっちゃ、変なことかもしれんが。ワシらにとってはありがたい限りじゃよ」


　アルのつぶやきに反応して、老人が言う。


「アンタらが来てくれなければ、ワシらバーランドの民たみは今でもレイウォールの連中に虐しいたげられていたからのぅ」


「でも、その代わりいつ戦いくさになるか……」


「そんなもん、どうでもいいわい」


　アルの反論を、老人は笑い飛ばした。


「ワシはアンタたちに助けられたことがうれしいんじゃ。ピアニィ陛下はともかく、アンタたちはバーランドと縁えんもゆかりもなかろう。それなのに身を張ってこの街を救ってくれた。身を張って今も戦を止めようとしてくれている。ついでに言えば、そこまでやって偉えらぶったりもせん」


「買いかぶりすぎだよ、爺さん」


「いいんじゃよ、ワシが個人的にアンタらを気に入っただけじゃ。なにせ普ふ通つうの騎士様は馬車の後ろで昼ひる寝ねなどしてくれんからのぅ」


「……はっ、そりゃそうだ」


　からからと笑う老人とアル。


　ゆったりと馬車は街門へと近づいて行く。


　アルの姿を認めて、見張りの兵士が敬礼を送った。


「さあて、我らがバーランドに到とう着ちやくじゃわい」





　　　　＊　　＊　　＊




　老人に礼を言い、アルはバーランドの街を歩く。


　観光地として設計されている割に、バーランドの街は汚よごれている。敷しき詰つめられた石は泥どろが飛とび跳はね、植えられた街路樹は手入れもされず無残な姿をさらしている。並んでいる家にもちらほらとヒビが目立つ。


　唯ゆい一いつ、レイウォール執しつ政せい官かんが使っていた城だけが完かん璧ぺきな美を保っていた。


　つい先さき頃ごろまでレイウォールに統治されていた、その傷きず跡あとである。圧政が解かれ、あちこち修しゆう繕ぜんも始まっているが、まだそれをぬぐい去るほどではない。


　──だが。


「おー、騎士様じゃないかね！　今お戻もどりかい？」


　屋台に野菜を積んだ恰かつ幅ぷくのいい中年女性が声を上げる。


「よう、メリッサ。相変わらずの強行軍さ。へとへとだよ」


　アルは手をあげて答えた。


「おお、アルどの。先日用意しました品はどうでしたかな？」


　身なりのいい、長身の男性が街路の向こうから声をかける。


「ローガンさんか。アンタの工芸品、先方に受けがよかったよ。よくあれだけ細かい部分に凝こってくれたな。姫ひめさんもびっくりしてたぜ」


　バーランドでも有力な商人のひとりに、アルはうなずいた。


　通りがかる男性が、店を開いているものたちが、見回りの兵士が。


　街を救った英えい雄ゆうであるアルの元へと集まってくる。


　皆みんな──笑顔を浮かべていた。


　アルが最初にこの街を訪おとずれた時からは想像も付かない。レイウォールの圧政に苦しんでいる頃、街の人間はまさに死んだようだったというのに。


「アルだー！」


「ホントだ！　アルがいるー！」


「わーい、アルー！」


　アルが広場までさしかかると、ひときわ甲かん高だかい声が響ひびいた。


　目を向ければ、広場の端はしから三人の子供が駆かけ寄よってくる。


「おう、ジャス、ヨシュア、キム。今帰ってきたぞ」


　笑顔を返して、アルはひとりずつ名前を呼ぶ。


　飛びついてくる子供を受け止めつつ、アルは言った。


「なんだ、リムがいないな」


　四人目の所在を問うと、三人はつまらなそうに口をとがらせた。


「リムは家の手伝いー」


「昨日サボったから怒おこられてやんの」


「今日は出してもらえないんだってー」


「ははっ、リムの母ちゃんは怖こわいからな。そりゃしょうがねえ」


　リムは大衆食堂の一人ひとり娘むすめ。女将おかみさんは兵隊もしかり飛ばすほど肝きもが太いことで有名だ。


「お前らはこんなところで遊んでていいのか？　いつもよりずいぶん早いじゃねえか」


　空を仰あおぐアル。太陽はちょうど中天にさしかかるころだ。子供が出てくるにはちと早い。


　だが、金きん髪ぱつの少年──ジャスが鼻を鳴らす。


「へへん、今日は大だい丈じよう夫ぶなんだぜ」


「ほう、自信満々だな。悪ガキのくせに」


　黒くろ髪かみの少年と少女、ヨシュアとキムがアルを両りよう端はしから引っ張る。


「今日は早起きして水くみやったから、母ちゃんご機き嫌げんなんだ」


「アルに教えてもらった通りだよ！」


「ほー、うまくやったなお前ら」


　頭を撫でると、得意げな笑みを浮かべる三人。


「『たまに自分から手伝うと、親の機嫌がよくなる』ってな。昔から使われてる手だ。あんまりやりすぎるなよ」


　へへへ、と三人が笑みを漏もらす。


「でも、まあお前らがちゃんと家を手伝ってるのなら──」


　立ち上がるアルに、子供たちは期待の視線を投げる。


　わかっている、とうなずいてアルは指を立てた。


「何かおごってやるよ」


「やっっっっっったあああああああああああああああああっ!!」


「ただし、ちゃんとリムの分持ってってやれよ」


「うん！」


　笑顔でうなずく三人の声が綺き麗れいに重なる。


「ねえねえ、アル！　またなんか話聞かせてよ！」


「ん？　ああ、長くないヤツならいいぞ」


「やった！　僕ね、魔ま物ものと戦う話がいい！」


「えー、俺あっちがいい。金髪でモテない神官の話ー」


「あたし、アルが女になっちゃうヤツー」


「おいおい、どれかひとつにしろよ」


　きゃいきゃいと騒さわぐ子供を引き連れながら、広場に出ている屋台に視線を巡めぐらせるアル。


　──と。


「なーんでダメなんでやんすか！」


　屋台のさらに向こう、広場に面した唯一の酒場兼けん宿屋から素すっ頓とん狂きような声が響いた。


　一度聞けば忘れない特とく徴ちよう的な語ご尾び。三下という言葉を彷ほう彿ふつとさせるイントネーション。


「……アイツ……」


　仲間のひとりの顔を想像し、アルは酒場へと近づく。


「ここは酒場でやんす！　酒場は酒を出すものでやんす！　なんであっしにだけ酒を出さないでやんすか！」


「あんただけじゃないですよ。この国じゃあ二十にならないヤツには酒を出さない法律なんでさあ」


「国のせいでやんすか！　お国のせいでやんすか！　これだから腐くさりきった国は！」


「成立してまだ二か月なんですがねえ……」


　漏れ出る、どこか意味の通らない会話を聞きながら、アルは酒場の扉とびらをくぐる。カウンター越ごしに、店主を怒ど鳴なりつけているのは予想通りの人物だった。


　褐かつ色しよくの肌はだを必要最低限だけ覆おおった、活発そうな少女。草木と同じ緑の髪かみはゆるく波打ち、その間から狼おおかみの耳がふたつのぞいている。獣人ヴアーナの一種族、狼族アウリルの証あかしだ。


「酒をよこすでやんす！　酒を！」


「……注文してどうすんですかい。確かあんた、飲めなかったはずでしょう」


「関係無いでやんす。二杯はい頼たのんで、死んだ友のためと杯さかずきをかわすでやんす。──これはアイツの分さ、ってやるでやんす」


「……なんですかい、その遊び」


「渋しぶい男はねぐらに戻るたびにこれをやるって聞いたでやんす。いわゆるひとつのハードボイルドってやつでやんす」


　辟へき易えきとした店主に、獣人の少女は得意げに知識を披ひ露ろうする。


「お前は渋くも、男でもないだろうが。──ベネット」


　ため息混じりにアルは少女の名前を口にする。


　共にバーランドを取り返した仲間のひとりでもある獣人の弓手、ベネットは驚おどろいた様子で振ふり返かえり──。


「アル、もう戻ったで──！」


「〝やんす〟だ────────っ！」


「……げっ！」


　最初のセリフを言い終える前に、アルの後ろから飛び出した子供たちに取り囲まれた。


「〝やんす〟！　〝やんす〟！」


「ちょっ、こら、まとわりつくなでやんす！　あっしの名前はベネットでやんす！　〝やんす〟と呼ぶなでやんす！」


　周りを走る子供を追い散らそうと、両手をぶんぶんと振るベネット。


　だが子供たちは歓かん声せいを上げながらかわし、「やんす」を連呼する。


「うわー、〝やんす〟が怒ったー！」


「〝やんす〟にされるぞー！」


「だーかーらー、その呼び方をやめるでやんす！　くぅぅぅぅぅぅ、この〝クラン＝ベルの四英雄〟とまで呼ばれたあっしがこの扱あつかい……！」


「泣くなよ、〝やんす〟」


「そうそう、俺たちがついてるぞ〝やんす〟」


「ううっ、情が身にしみるでやんす……。って、お前らのせいで悩なやんどるんじゃあああああああああああっ！」


「子供に目くじら立てるなよ」


　再び始まる鬼おにごっこを、ベネットの頭を摑つかんで止めるアル。


「で、何やってんだお前、こんなところで」


「〝やんす〟扱いから脱だつ却きやくするために、渋い男を目指してみたでやんす」


「だからお前は……、ってそれはどうでもいいや」


　ツッコミを放ほう棄きして、アルは肩かたをすくめた。


「お前、国の外に出てたんじゃないのかよ」


　アルと同じく、ベネットもまた行きずりの縁えんでピアニィの仲間になったひとりだ。


　彼女はなにやら探し求めるものがあり、しょっちゅうフェリタニアの外に出ては探たん索さくを続けている。


「昨日帰ってきたでやんす。それで酒場でかねてからの計画を試ためそうとしたでやんす」


　そう言うと、ベネットはあからさまなため息をついた。


「アルが戻ってきたなら、もう終わりでやんす」


「どういう意味だ？」


「アルが戻ってきたら話があると、ピアニィ陛下に言われているでやんす」


「姫さんが？」


「急ぎの用らしいでやんすよ。四人だけで話がしたいのだとか」


「急ぎ、ねえ……」


　眉まゆを寄せてつぶやいたアルは、みずからを見る三つの視線に気がつく。


「あー、すまんなお前ら」


　ごほん、とアルは咳せき払ばらいをした。


「ちと城に呼ばれちまった。俺は戻もどらなきゃならねえ」


　不満の声を覚かく悟ごして重々しくアルは言う。


　だが、子供たちは──。


「まー、しょうがないよねー」


「ピアニィ陛下に呼ばれたんじゃねー」


　意外とあっさり、納得した声を出した。


「すまんな、急ぎの用って言われてなきゃ少しはつきあうんだが」


　苦笑いと共にアルはフォローの言葉を舌に乗せる。


「いいよ。アルはいつもピアニィ陛下に言われたら飛んでいくじゃん」


「そうそう、いっつも気にしてるじゃん」


「…………そう、か？」


　眉をしかめるアルに、子供たちは指をさしてケラケラと笑い転げた。


「自分で気がついてなかったのかよー」


「鈍にぶいな、アルー」


「まったくでやんすな！　このむっつり！」


「……混じるなよ、お前は」


「ふぐぉっ！」


　照てれ隠かくしにベネットへと拳げん骨こつを落としつつ、アルは改めて三人に向き直った。


「とにかく、埋うめ合あわせはそのうちな。リムもいるときに、ゆっくり話でもしてやるよ」


「ホントだな！」


「続き話してくれよー」


「約束してよー」


「……ああ、わかった。約束する」


　順に三人の頭に手を置いて、アルはひとつうなずく。


　次いでポケットから貨か幣へいを何枚か取り出すと、酒場の店主へと渡わたした。


「親父おやじ、こいつらに串くし焼やき四本頼たのむ」


「はいよ、わかりやした」


「頼む。……じゃ、行くぞベネット」


「ほいほい、でやんす」





　　　　＊　　＊　　＊




　白い部屋の中で待っていたのはふたりの仲間だった。


「アルさん！　戻ってきたんですね！」


　剣けん士しの名を呼び、薄うす紅べに色いろの髪を揺ゆらして駆かけよってきたのはひとりの少女だ。


　その瞳ひとみは春の草花を思わせるエメラルドグリーン。白い肌は純白を謳うたうこのバーランドの城にあってもなお輝かがやかしく、その所作には隠しきれぬ気品がある。


　ただ、今は疲つかれているのかその顔には生気が薄うすい。


「よお、姫ひめさん。今帰ったぜ」


　彼女こそ、レイウォール第二王女にして現フェリタニア国王。


　ピアニィ・ルティナベール・レイウォールであった。そして──。


「うむ、よく帰った」


　羽根付きのペンを置き、ひとつうなずいたのは長身の男。


　白く長い髪の中、たった一ひと房ふさだけが黒く染まっている。両目は硬かたく閉ざされ、筆を走らせている最中でも開くことはない。そのまぶたの下では、縦に割れた竜りゆうの眼が光っていることをアルは知っている。


　冷静沈ちん着ちやくをむねとし、静まりかえった湖を思わせる男。


　このバーランドをひとつの国として独立させる知ち恵えを授けた張本人。


　フェリタニアの軍師、ナヴァールであった。


「で、何か用か？　コイツに言われてやってきたけど」


　アルは親指で後ろに並ぶベネットを指す。


「ナヴァールの旦那だんながここに呼ぶってことは……、厄やつ介かいごとか？」


「うむ……」


　アルの言葉にナヴァールがうなずく。


　ベネットに呼ばれてアルが出向いた先はナヴァールの執しつ務む室しつだった。


　部屋にあるのは大きめの机と本ほん棚だな。そして壁かべにはフェリタニアの国旗──左に竜、右に鷲わしの翼つばさを持つ狼をあしらった旗が据すえ付つけられている。


　国として独立して以来、ナヴァールは一日のほとんどをここで過ごしている。


　内政を仕切る彼の元へは、放っておくとひっきりなしに人が押しかけるため、彼の部屋は立ち入り禁止が告げられていた。ナヴァール自身は決まった時間、決まった場所で必要な面会を行なうという寸法だ。


　逆に、ここに仲間四人が集められるときは──公おおやけにできぬトラブルが起きたときだけ。


「長旅の後で申し訳ないが、まずはこれを見てほしい」


　ナヴァールに応じて、ピアニィが自分の胸むな元もとからなにやら小さなものを取り出す。


「この子、なんですけど……」


　おずおずと手を差し出すピアニィ。


　その手の上に横たわっていたのは──小さな小さな蛇へび。夜空のごとく透すき通とおった闇やみ色の鱗うろこを持つ蛇が、白い手の上でぐったりとしている。


　それは──。


「……やはり、見覚えがあるか」


　目を見開くアルに、ナヴァールはひとつうなずいた。


「姫さん、旦那、こいつは……！」


「二日くらい前に、アルさんの部屋に転がっていたのを掃そう除じの人が見つけたんです」


　心配そうにピアニィは蛇を撫なでる。


「その時からひどく傷ついていて。……でもアルさんに伝えることがあると言って聞かないんです」


「──言って聞かない、でやんすと？」


　ピアニィの奇き妙みような一言にベネットが眉をひそめる。


「……姫さんは動物と話せるんだとよ」


　周囲の動物に話を通して食材を集めさせる。


　その光景を目もく撃げきしたアルがピアニィの代わりに答えた。


「それで、この蛇は？」


「アニマルメッセンジャー、主人の言葉を誰だれかに伝えるために訓練された動物ってやつだ。俺の、知り合いが使ってる蛇だろう」


　アルの脳のう裏りにひとりの少女の姿がかすめる。


　蛇と同じ闇色の髪かみと、紫むらさきがかった藍あい色いろの瞳を持つ、刀とう剣けんのような少女。


「知り合いでやんすか？」


「──仲間のひとりだ。お前らと出会う前のな」


　蛇の持ち主はレイウォールと対ついを成す大国、グラスウェルズの密みつ偵ていにして暗殺者。


　名をナーシア。幾いく度どもアルと肩を並べて戦った仲間である。


「しかし、なんで突とつ然ぜんあいつから……？」


　つぶやくアルに答えるように蛇はよろよろと首をもたげ、一枚の紙片を吐はき出した。


　眉を寄せたままアルは、メッセージを開き──。


「──っ！」


　今度こそ、目の色を変えた。手の中に紙片を握にぎり込むと、ピアニィたちに背を向ける。


「ど、どうしたんですかアルさん！」


「待て、アル」


　ピアニィとナヴァールの声が響ひびく。


　背を向けたまま、アルはぴたりと脚あしを止めた。


「──旦那、姫さん、ベネット。悪いがしばらく出かけてくる」


「えぇっ!?」


　蛇の吐き出した紙片は、血文字でこうあった。





「テオドールの真実をここに。──竜バ殺ルしムのン剣ク」





　端はしにはフェリタニアとグラスウェルズの国境付近にある丘おかの名前。


　それらがすべて──、アルの覚えているナーシアの筆ひつ跡せきで書かれている。


「多分、俺がらみの事件に巻き込まれた」


　背負った双そう剣けんを握りしめる。


　師・テオドールの唯ゆい一いつの形見を。


「助けに行ってくる」


　それだけを言い残し、アルは部屋を後にしようとして──。


「ま、待ってください！」


　マントの裾すそをピアニィに摑つかまれた。


「そうでやんす。いくらなんでも勝手すぎるでやんすよ」


「うむ、すべてとは言わぬが、もう少し説明をしていけ」


　仲間は口々にアルを止める。


　だが──アルは振ふり返かえらない。


「この蛇の主人には、恩義でもあるんでやんすか？」


「……だいぶ、世話になった」


　アルが紡つむぐ言葉は重い。


「数限りなく迷めい惑わくをかけられてもいるがな。見捨てることはできねえ」


「加えて敵にも因いん縁ねんがある、というところか？」


「…………」


「図星のようだな」


　振り返ったアルの視線の先で、ナヴァールがため息をついた。


「今のフェリタニアの状じよう況きようで第一の騎き士し不在などという状況は作りたくない。……それがわかってて動くのだな？」


「……ああ、これだけは引けねえ」


　テオドールの真実は、アルが放ほう浪ろうする目的そのもの。


　それをちらつかされて、確かめぬわけにはいかない。


　──と。


「あの……、あたしも一いつ緒しよに行くわけにはいきませんか！」


「え──？」


　ピアニィの発した唐とう突とつな一言に、他三人の声が重なる。


「その、アルさんの仲間だってことなら、あたしにとっても仲間なわけですよね。それなら助けに行くのは当然だと思いますし。潜せん入にゆうとか、工作とかはあんまり得意じゃないですが、これでも魔ま術じゆつは使えますし。きっとアルさんのフォローもできると思うんです。あ、これは別に戦いたいってわけじゃなくて、あたしなら役に立つんじゃないかなって──」


「──陛下」


　ナヴァールの一言が、ピアニィの言葉を切る。


「今陛下がこの国を離はなれれば、フェリタニアは崩ほう壊かいいたします。どうかご配はい慮りよください」


「う……」


　仕草こそ丁てい寧ねいだが、ナヴァールの言葉には有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあった。


「気持ちはありがたいがな、姫さん」


　アルもまた、首を横に振る。


「たとえ国が万全でも、今の姫さんは連れて行けねえよ」


「な、なんでですか？」


「姫さん、あんまり寝ねてねえだろ」


「……！」


　ピアニィの眼が開く。


「化け粧しようしても、その血の気の無さは隠かくせねえよ。……激務なんだろ？　毎日」


　アルの問いに、ピアニィではなくナヴァールがうなずく。


　騎士であるアルですら忙いそがしい毎日なのだ。女王自身が楽をしているはずがない。


　ましてや、アルとピアニィでは基き礎その体力に差がありすぎる。


　戦いになど連れて行けば、どこでどんな間ま違ちがいがあるかわからない。


「そうでやんす。せっかく国にしたのに、女王がいなくなったら台無しでやんす」


　代わりにずい、とベネットが出て胸をたたく。


「ま、一緒に行くのならこの〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟、ベネットの方がふさわしいでやんすな。頼たのめば同行してもいいでやんすよ？　頼めば」


　ふん、と鼻息も荒あらく、恩着せがましくベネットがアルを睨ねめつける。


　だが。


「──おぬしもダメだ」


　ナヴァールはあえなく首を横に振る。


「な、なんと!?」


「第一の騎士に加え、おぬしも不在ということになれば本当にフェリタニアは終わる。立ち上がったこの時期にそこまでの賭かけはできぬのだ」


「ぐぬぬぬぬ……」


「ひとりで行くさ。もともとそのつもりだった」


　ベネットの肩かたを叩たたいて、アルは言った。


　と、その時。


「でも……、アルさん……」


　きゅっと、ピアニィは再びアルのマントの裾を握り込む。


　わずかな迷いの後、翡翠ひすいの双そう眸ぼうが剣けん士しをひたと見つめた。


「心配、なんです」


「姫ひめさん……？」


「なぜかわかりませんが、イヤな予感がするんです。何か取り返しの付かないことになりそうな、そんな感じがするんです」


　胸元に拳こぶしを当てて、ピアニィは絞しぼり出だすように言った。


「アルさん……、またここに、帰ってきますよね？」


　それはなんの根こん拠きよもない戯たわ言ごとのたぐいだ。杞き憂ゆうだと、笑い飛ばせばそれで終わる言葉だ。


　だが──。


「…………」


　アルは少女に何も言い返せなかった。


　大だい丈じよう夫ぶだ、という一言すらも。


　アルは手の中の紙片に視線を飛ばす。


　バルムンク。


　世界の裏で暗あん躍やくする組織の名。呪のろいを操あやつり、人を化け物に変え、存在しえぬはずの魔ま族ぞくを呼び出す。アルディオンの常識を超こえる彼らの力の一いつ端たんを、アルは何度か目まの当たりにしていた。彼らが関かかわっている以上、自分の身が無事である保証はまるでない。


　だが──。


「……約束する」


「え？」


　アルのつぶやきに、再びうつむいていたピアニィが顔を上げた。


　剣士は紙片を握りしめ、静かに言葉を紡ぐ。


「もう一度、必ずここに帰ってくる。……そう、約束する」


「アルさん……」


　呆ぼう然ぜんと名を呼ぶ少女に、アルはわずかにほほえみかけた。


　苦笑いに近い顔ではあったが、部屋の空気が少しゆるむ。


「それで──行かせちゃくれねえか？」


　その言葉に、ピアニィがうなずきかけたその時──。


「だとしたら」


「あっしらにも約束して欲ほしいでやんすね」


　ナヴァールとベネットが割って入った。


「アル、お前はフェリタニア第一の騎士なのだ。その務めを果たす前にいなくなってもらっては、こちらが困る」
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「そうでやんす。あっしをこの道に引き込んだ責任を取らずに逃にげるなど、男子の風上にも置けぬでやんす」


「旦那だんな、ベネット……」


「……というかアルがいなくなったら、あっしが死ぬほど働かされるでやんす！　それだけはイヤでやんすよ！　働きたくないでやんす！」


「って、お前はそんな理由かよ！」


　そう叫さけんで、アルは自分が自然と笑顔になっていることに気がついた。


「──ったく」


　敵かなわないな、とつぶやいてアルは三人の仲間を見つめた。


　そして──胸に手を当てて、誓ちかいの言葉を口にする。


「約束する。……ここに、帰ってくる」


　視線を上げれば、竜りゆうと狼おおかみの旗。


　四人で立ち上げたフェリタニアの国旗。


「この旗の下もとに、必ず」


　そうしてクスリとアルは笑った。


「……これでいいか？」


「ああ、それでいい」


「許してやるでやんす」


「──はい」


　ピアニィは花のような笑顔を浮うかべる。


「アルさんは、必ず約束を守る人ですよね！」


「ああ」


　力強く、アルはうなずいた。


「それだけが、取とり柄えだ」





　　　　＊　　＊　　＊




　オルドフェルド丘きゆう陵りよう。


　グラスウェルズ南西部、国境付近に位置するこの丘おかは古戦場としても知られていた。


　街道をはずれた緩ゆるやかな丘は、緑の中にぽつりぽつりと荒あれ地ちがのぞく。目をこらせば草や岩に混じって、風化しかけた武具や人骨が無造作に転がっているのがわかるだろう。


　その、誰だれも近寄らぬ丘の頂上にアルはひとり立つ。


　曇どん天てんの下、一点に目を据すえ、周囲の気配を探さぐり続けていた。


　雷らい鳴めいは近づき、風は勢いを増してゆく。やがて、耐たえきれぬように灰色の雲から水すい滴てきがアルの鼻先へと落ちてきた、その時。


「──手紙は、届きマシタか？」


　背後から、声が聞こえた。独特のイントネーションで紡つむがれる、忘れ得ぬ声が。


　アルは無言で振ふり返かえる。


　射るような視線の先にはファラフナーズの姿。


　吹ふきすさぶ風の中、紫むらさきの髪かみを一本たりとも揺ゆらさずに妖よう女じよはそこにたたずんでいた。口元に妖あやしげな微び笑しようを貼はり付つけて。


「……ナーシアを、どうした」


　冷たい声でアルは言う。


「素す直なおにワタシが話すとでも思いマスか？」


　ファラフナーズは気にした風もなく、わずかに笑みを深めるのみ。


　妖女がその細い手を一振りすると、虚こ空くうからにじみ出るかのごとく、黒い大たい剣けんが現れる。


　まがまがしくもねじくれたその大剣がファラフナーズの手に収まるのを見て、アルもまた腰こしにつり下げた二本の剣を抜ぬきはなった。


「問答無用か」


「わかりやすくてよいと思いマスが？」


「ああ、それには同感だ」


　ひとつ呼吸を整え、アルは双剣を構える。


　対するファラフナーズは大剣を片手でぶら下げたまま構えようとはしない。


　雨は糸のように古戦場へと注ぎ、雲は稲いな妻ずまを走らせる。草木は頭を垂れ、うち捨てられた武具たちは滴しずくに打たれてそれぞれに悲鳴を上げていた。


　ほの暗い世界の中で、剣士と妖女は微び動どうだにせず対たい峙じする。


　そして、幾いく度ど目かの雷らい光こうが視界を白く染め──。


「────！」


　まさに瞬まばたきする間に、状じよう況きようは一変していた。


　アルはファラフナーズの背後へと移動し、右手の剣を真横に振り切っている。


　ファラフナーズは立ち尽くしたまま、正面と背後の同じ箇所に傷を負っていた。


　まるで巨きよ大だいなはさみで斬きりつけたかのように。


　しかし。


「っ!?」


　愕がく然ぜんとした顔で振り向いたのはアルの方だ。


　手て応ごたえがなかった。斬った時の手応えが、なにも。


　同時にファラフナーズの体は陽炎かげろうのように消え失うせ──。


「さすがデスね」


　妖女の声はアルの横手、あらぬ方向から投げかけられた。


　視線を飛ばせば傷などひとつもない、ファラフナーズの姿。


「懐ふところに飛び込み、一いち撃げきを打ち込みつつ横を通過。そのまま体を回転させて逆の手でもう一撃。何も知らなければ、体が三つにされてマスね」


　アルに斬られたはずの箇所に手を滑すべらせる。


　挑ちよう発はつ的に、なまめかしく。


「重ね刃やいば、デシタか？　今の技わざは」


「……っ！」


　妖女の紡いだ単語にアルは凍こおり付いた。


「なぜ、お前が……」


「『テオドールの技の名を知っているか』、デスか？」


　クスクスと妖女は笑う。


「その答えは、ワタシもまたテオドールと交流があったから、というところデスね」


「……ああ、そう言えばお前はテオの竜りゆう輝き石を持っていたな。戦って技を知っててもおかしくはない、か」


「ふむ、そういう解かい釈しやくならばそれでもいいデス。ちなみにあの竜輝石はもう組織に持っていかれたので手元にはないデスよ」


　どこかおどけた調子で両手を挙げるファラフナーズ。


　そんな妖女を睨にらみ付けながら、アルは内心で歯がみする。


（……こいつ、どうやって俺の剣を避よけた？）


　あの一いつ瞬しゆん、アルは確かに敵を斬ったはずだった。避けられるタイミングでも、防げる速度でもなかった。さらに言えばファラフナーズには動く気配すらなかった。


　──だが。


　双剣に残ったのは、虚空を切きり裂さいた手応えのみ。


（斬ざん撃げきを無効化した？　いや、しかし……）


　以前に出会った、肉体を液状化する魔族を斬った時も手応えだけはあった。


　重い泥どろの中に剣を通しているような感覚が。


　だが、今はそれすらも残っていない。


「ちっ……」


　アルはひとつ舌打ちをして、ファラフナーズから距きよ離りを取った。


　軽く両の剣を握にぎり直す。


「迷ってる場合じゃねえだろ！」


　自分自身に言葉を叩たたきつけながら、アルは大地を蹴けった。


　上下にフェイントをかけてから、右の剣がファラフナーズの首めがけて跳はね上がる。


　紫し髪はつの妖女はほんの半歩だけ下がり──再びその姿がかき消える。


「──またか！」


　全身のバネで急制動をかけつつ、アルは剣を戻もどした。


　呼吸を止めて気配を探ったのは一瞬。剣けん士しははじかれるように左後方へと飛び出す。


　振り返れば、そこには意外そうな顔をしたファラフナーズの姿。


（とらえた！）


　確信して左の剣を突つき出だす。


　まさに紫電のごとく、剣の切っ先がファラフナーズへと繰くり出され──。


　三度、妖女の姿は幻げん影えいのように消え去った。


　アルに残るのは、むなしい手応えのみ。


「な！」


「フフ……」


　背後から聞こえた含ふくみ笑わらいに、アルは慌あわてて振り返る。


　ファラフナーズは相も変わらず大剣をぶら下げていた。


　この雨の中まるで濡ぬれた様子もなく、空いた手で髪を流している。


「…………」


　じわりと、額にイヤな汗あせがにじむのをアルは感じていた。


　──目の前の妖女は捕とらえられない。


　アルの、剣士としての勘かんは確かにそう告げている。


　だが──。


「ちっ、そんなはずねえだろ！」


　自身を奮ふるい立たせるためにアルは吠ほえる。


　再び剣けん戟げきが始まった。


　──いや、それは剣戟と呼べるものでは無かった。


　攻こう撃げきを繰り出すのは赤毛の剣士のみ。携たずさえた両の剣を縦じゆう横おう無む尽じんに繰り出す。流れるような連撃が、疾しつ風ぷうのような一いつ閃せんが、虚きよを突くような一刀が、敵を狙ねらい撃うつ。


　だが。


　ことごとくすべての攻撃は虚空を切った。


　ファラフナーズはただ半歩さがるだけで、ただ体を入いれ替かえるだけで、アルの目の前から消え、別の場所に現れる。捕つかまえたと思った一撃ですら、幻影と化し、逃にげられる。


　一方ファラフナーズはまるで攻撃をしようとしない。


　隙すきを突く瞬しゆん間かんなど、限りなくあったはずだ。だが、紫髪の妖女はその黒い大剣を一度として振るおうとしなかった。


「こい、つ……！」


　アルとファラフナーズは距離を取り、正面から相対している。


　この状態になるのも何度目になるかわからない。


　雨の中動き続けたアルの呼吸には乱れが生じ、手足にも震ふるえが出つつあった。


（当たらねえ……っ！）


　内心の焦あせりを隠かくしきれず、アルは額にしたたる滴をぬぐう。


　嚙かみしめた歯がわずかにきしんだ。


（俺の剣がかすりもしない！　かする気配すらない！）


　アルの剣を受け止めたものはいる。


　斬っても効かなかったものもいる。


　だが、当てられなかった相手はいない。


　いや、それどころか──。


（そもそも、コイツが何をしているのかまったくわからねえ！）


　視線の先に悠ゆう然ぜんと立つ紫髪の妖女を睨みつつ、アルは内心で悲鳴のように叫さけんだ。


　目の前から霞かすみのように消える、あの回かい避ひ方法。あれが歩法なのか、魔ま術じゆつなのかすらもわからない。その事実がアルを動どう揺ようさせていた。


　しかし、当のファラフナーズは──。


「逆さか巻まき、刹せつ那な、流りゆう撫ぶ、剛ごうの太た刀ち……、主要なところはだいたい見せてもらいマシタね」


　なんの変化もない。


　指折りながら数えているのは、アルがいままでに繰り出した技の名前だ。


「どれも型だけでなく、自分のものになっていマス。よく修しゆ行ぎようした結果デスね」


「はっ……、そりゃどうも」


「それだけの敏びん捷しよう性と、テオドールの技があれば勝てない敵の方が少ないデショウ。一対一であれば特に」


「そりゃあ遠回しな自じ慢まんか？　まだ俺はお前に一刀も当ててないんだが」


「それがアナタとテオドールの差デショウ」


「なに？」


　気色ばむアルにクスクスと笑いかけながら、ファラフナーズはゆっくりと歩き始める。


　アルと一定距離を保ちながら、円を描えがくように。


「テオドールがなぜ強かったか、知っていマスか？」


「は？」


　唐とう突とつな質問に、アルはいぶかしんだ声を上げる。


　だがファラフナーズはかまわずに続けた。


「屈くつ強きような騎き士し団を負かした魔ま獣じゆうを討うち、武芸者との戦いでは負け知らず。大陸を放ほう浪ろうし、万の軍勢を剣けんを交えずに撃げき退たい。伝説に謳うたわれる竜りゆうに、『あらゆるドラゴンより力ある剣士』と言わしめ、国を滅ほろぼさんとした魔族を討ち取った〝剣聖〟……」


　謳うように功績を並べ立てた後、ファラフナーズはくるりとアルと相対する。


「テオドール・ツァイスの強さがどこに起因していたか。アナタは知っていマスか？」


「…………ああ、知っているさ」


　厳しい顔のまま、アルは答えを口にした。


「──眼、だろ」


「ご名答デス」


　ファラフナーズは馬ば鹿か丁てい寧ねいに腰こしを折る。


「相手の攻撃はもちろん、動きそのもの、周囲の状じよう況きよう、意識の配分などあらゆるものを見切る眼。……どんな攻撃も彼には通用せず、どんな小さな隙も見み逃のがさナイ。それがテオドールの強さの核かくデシタ」


「お前に言われずとも、そのくらいのことは知ってる。……何が言いたい」


　うなるように言うアルに、ファラフナーズは柔やわらかいとも言える口調でこう返した。


「アナタは見切りが足りない、そう言っているのデス」


「……っ！」


「ワタシの能力がわからないのデショウ？　テオドールならば、この程度とうに見切っていマスよ」


「て、めぇ……っ！」


　怒いかりに染まるアルの前で、ファラフナーズは初めて手にした大剣を持ち上げた。


　折れそうなほどに細い手が、身みの丈たけよりも大きな剣を軽々と構える。


「もしワタシの言葉を否定したいなら、証明してみせてクダサイ」


「証明だと？」


「見切りの眼を、持っていることを」


　言葉と同時に、妖よう女じよは動いた。


　音もなく、雨も乱さず、空気すら動かさずにアルへと詰つめ寄よる。


　灰色の空の下、漆しつ黒こくの大剣が死神の鎌かまのように横よこ薙なぎに繰り出され──。


「ちっ！」


　アルはみずからも後ろに飛びながら、左の剣を跳ね上げた。


　相手の刀身の下から打ち込むことで軌き道どうを変化させて避けようという腹だ。


　だが、その刹那──。





　剣が、幻まぼろしのようにかき消えた。





「な……っ！」


　驚おどろく暇ひまは与あたえられなかった。


　殺気がふくれあがったからだ。アルの──背後から。


「～～～～～っ！」


　体をひねり、倒たおれ込みながら横に逃げるアル。


　たった今までアルの首があったその場所を、黒い大剣が通り過ぎてゆく。


　アルの背後から、前へと。


「なんだ、今のは！」


　ごろごろと転がり、アルは素す早ばやく体を起こし──再び頭上から殺気を感じた。


「く──っ！」


　がむしゃらに剣を繰り出す。確認している隙はない。ほぼ勘だけだ。


　ギィン、と甲かん高だかい金属音と共に右手にしびれるような手て応ごたえ。


（──弾はじいた！）


　足あし腰こしを総動員して体を起こし、顔を上げれば意外そうな顔をしたファラフナーズ。


　その右手は漆黒の大剣と共に跳ね上がり、隙だらけの胴どう体たいをさらしている。


　大きく右足を踏ふみ込こみ、がら空きの脇わき腹ばらに左の剣で一閃をたたき込む。


　──はずだった。


「まずひとつ、デス」


　言葉と共に首筋に刃やいばが押し当てられる感かん触しよく。


　アルが斬きったはずのファラフナーズは陽炎かげろうのように消え失せ、真横に現れた彼女が漆黒の大剣を突きつけたのだ。


「……っ！」


　大剣に目を落としながら、アルは息を呑のむ。


　突つきつけられた刃は雨に濡れてもなお、不気味な光を放っていた。


　押し当てられているのは喉のど。わずかに手を引くだけでアルは死ぬ。


　だが、ファラフナーズは。


「……では、もう一度行きマス」


　笑みを浮うかべたまま、静かに剣を引き──再び距きよ離りを取る。


「どういう、つもりだ？」


　構え直すファラフナーズに、アルは問いを絞しぼりだした。


　押しつけられた刃の冷たい感覚をかき消すように、首をぬぐう。


「なんで今、俺を斬らなかった？」


　繰くり返かえされる問いに、ファラフナーズは微び笑しようで流すのみ。


　返答の代わりに剣を一ひと振ふりすると、言った。


「行きマスよ？」


　先刻とまったく同じ動きで、ファラフナーズは滑すべるようにアルへと近づく。


　アルは苦い顔で舌打ちをひとつすると、両の剣を構えて低い姿勢を取った。


　目を細めて、向かい来る敵の一挙手一投足を意識に焼き付ける。
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（──見切ってやる！）


　集中によって引き延ばされた時間の中、ファラフナーズがゆっくりと動く。


　雨でぬかるんだ土に、脚あしが沈しずみ込んだ。引き絞られた剣が大きな弧こを描く。


　漆黒の大剣が狙ねらうのはアルの肩かた口ぐち。袈け裟さ懸がけにアルを両断するつもりだろう。


　姿勢は前ぜん傾けい。大剣に遠心力を付けるために、重心を前に傾かたむけている。


　一刀にすべてをかける型。フェイントでは、ない。


（ここだ！）


　体をずらし、アルはファラフナーズの剣に合わせるようにみずからの剣を繰り出した。


　相手と自分の武器の軌道を同一化し、わずかにずらすことで敵の攻こう撃げきをこちらの軌道に乗せ、一いち撃げきを捌さばく。


　流水とテオドールが名付けた技術だ。


　アルの剣がファラフナーズの大剣と絡からみ合う。長ちよう剣けんが緩ゆるやかに大剣の軌道をずらしてゆく。同時に勢いを利用して左の剣を下段から妖女へと繰り出したところで──。


　唐突にファラフナーズの姿が消えた。


「な──！」


　アルは目を見開く。


　前兆はなかった。


　唐突に、前まえ触ぶれ無く、煙けむりのように紫し髪はつの妖女は姿を消した。


　幻ではない。一いつ瞬しゆん前まで、アルの剣は漆黒の大剣を絡め取っていたのだから。


　だが、今はその剣も手応えを失って雨を切きり裂さくのみ。


　そして──。


「これでふたつ目デスね」


　肩かた越ごしに剣が突き出された。黒い刃は的確にアルの頸けい動どう脈みやくに押し当てられている。


「く……！」


　アルはほぞをかむ。


　またもや、またもや何も見えなかった。


　あらん限りの集中力をもって動きを確かめていたのに。


　寸前まで、髪かみの一ひと房ふさまで挙動を把は握あくしていたのに。


　突とつ如じよとしてファラフナーズの姿を見失った。


「いい線はいっていたと思いマスよ？」


　いつもの微笑で小こ馬ば鹿かにしつつ、ファラフナーズは再びあっさりと剣を引く。


　隠かくしもせずにアルから離はなれていく気配。


「この！」


　悔くやし紛まぎれにうめいて、アルは弾かれたように振ふり向むいた。


「手加減でもしてるつもりか、てめぇ！」


「──そうデスね。そんなところデス」


　ファラフナーズはあっさりとそう答えた。


「ここまでは、アナタの力を試ためさせてもらっていマシタから」


「なに……!?」


「別に、ワタシはここでアナタを殺すつもりは無いのデス」


「どういう、ことだ？」


「今までのは──、試験というところデスか」


　妖女は息をついて、右手の剣を一振りする。


　インクを水の中に落とすかのように、漆黒の剣は虚こ空くうへにじみ、消えていった。


「アナタがどれだけテオドールの剣を受うけ継ついでいるのか、そのテストデス」


「テストだと？　そんなことを確かめてどうするってんだ!?」


　いらだたしげに、アルは剣を振り下ろす。


　鋼はがねの刃が、一瞬だけ風雨を切り裂いた。


「俺の剣なんて、どうでもいい！　どれぐらいテオに近づけたかなんて、俺が確かめればいいことだ！　お前らには関係ねえだろう！」


「──いいえ、関係はありマスよ」


　憤ふん怒ぬの炎ほのおをともすアルとは対照的に、ファラフナーズの笑みは氷の冷気を纏まとっていた。


　冷たい、魂たましいまでが底冷えするような笑みで妖女は恐おそるべき一言を舌に乗せる。


「これは、アナタがバルムンクに入るための試験なのデスから」


　アルが言葉の意味を解するまで、数瞬の時を要した。


　理解と共に、怒りの炎がふくれあがる。


「何を……言ってやがる……っ！」


　声を震ふるわせて、アルは腹の底から絞り出すように言った。


「俺がいつお前らの仲間になると言った！　わけのわかんねえことを言いやがって！」


「いいえ、筋の通らない話ではないのデスよ？」


「どこがだ！」


「なぜならばアナタは──」





「アナタはバルムンクがひとり、〝滅竜の聖剣グラム〟テオドールの弟で子しなのデスから」





「…………な」


　発した声はかすれていた。隠せぬほどに手が震え、冷たい汗あせが噴ふき出る。


「何を、でたらめを……」


「でたらめではありマセン」


「テオが、お前らの仲間だっただと？　そんなことが──」


「無い、と言い切れマスか？」


　ファラフナーズはあくまで柔やわらかく──アルの退路を断ってゆく。


「アナタはテオドールの出自を知っていマスか？　本人から、いいえ他の誰だれかからでも聞いたことがありマスか？」


　アルは答えられない。


　弟子になってから、テオドールの過去を聞いたことはなかった。


「なぜ、一いつ介かいの剣けん士しに過ぎない彼を魔ま族ぞくグラシャラボラスが知っていたと思いマスか？」


　アルは答えられない。


　紅くれないの魔族は自分こそ、テオドールと契けい約やくした魔族なのだと言った。


「なぜ、神器という人の手に余る武器をテオドールが持っていたと思いマスか？」


　アルは答えられない。


　アルが背負う双そう剣けん。テオドールの形見である古ぼけた一いつ対ついの剣。


　それが〝憤怒の神剣〟と呼ばれる神々の武器だと知ったのは、ついこの間のことだ。


「そして何より、なぜ流れ者の彼が竜りゆう輝き石をふたつも持っていたのだと思いマスか？」


　アルは答えられない。


　確かにテオドールの手元にはふたつの竜輝石があった。


　ひとつは戦士の石。たぐいまれなる武勇を誇ほこるものにもたらされる竜輝石。


　もうひとつは王の石。国王であることを表す竜輝石。


　こちらは錬れん金きん術じゆつの国ゴルフォードの王から預けられた品だった。


　当時のアルも不思議に思ったものだ。


　いくら腕うでが立ち、いくら信しん頼らいをおいていても、国王の証あかしを旅暮らしの剣士に預けるものだろうか、と。


「それらはすべて、彼がバルムンクの一員だったからデス」


「…………」


「我々の補ほ佐さがあったからこそ、テオドールは魔族と契約し、神剣を手にし、竜輝石を集めていマシタ。それが事実、それが真実デス」


「そんな、馬ば鹿かな話が……」


「信じられないのも無理はありマセン。これは伏ふせられた話デス」


「お前らの、戯たわ言ごとじゃないのか？　何もわからないテオドールの過去を、いいように使っているだけじゃないのか？」


「確かに証しよう拠こはないデス。……でも、それ以外に筋の通った話ができマスか？　この封ふうじられた大陸であるアルディオンにおいて、魔族と契約したなどという話を？」


「ぐ……」


　ファラフナーズの言うとおり、このアルディオンという大陸は神の作った結界で覆おおわれている。結界を守護する神の御み使つかい、神しん竜りゆう王おうセフィロスが在ある限り、邪じや悪あくなものがアルディオンに現れることはない。


　子供でも知っている、アルディオンの伝説である。


　ファラフナーズは再び紅あかい唇くちびるを歪ゆがめると、右手をアルに差し出す。


「アル・イーズデイル。我々と共に来マセンか？」


「え……？」


「テオドールの歩んだ道を、アナタにも歩ませてあげマショウ。……アナタの剣は未熟ではありマスが、よく学んでいることは確かデス。我々のもとならば、十分にテオドールの代わりになれるデショウ」


「俺が、テオの、代わりに……？」


「そうデス。テオドールのようになりたいと、そう思っていたのデショウ？」


　言葉の毒に、アルが揺ゆれる。


「手を取ってクダサイ。私たちが、アナタをテオドールにしてあげマショウ」


　白い手が差さし伸のべられる。


　アルは……喉のどを鳴らした。


　雨の音がやけに耳に障さわる。妖よう女じよの手を中心に視界が歪むようだった。


　双剣を握にぎるアルの手が、わずかにゆるむ。


　ファラフナーズの唇が切れ込みのようにつり上がり──。


「……いや、ダメだ」


　アルの拒きよ絶ぜつの声に、ファラフナーズの笑みが消えた。


「どうしてデス？」


　不満げに目を細めて、妖女は言う。


　アルはまとわりつく誘ゆう惑わくを払はらうように頭を振って答えた。


「お前らのやったことが許せねえからだ」


　石化の呪じゆ詛そで、ひとりの少女の運命をもてあそび。


　仕えていた主人を知性無き竜へと堕おとし。


　魔族と手を組み、罪なき人々を殺さつ戮りくする。


　幾いく度どか見た惨さん状じようが、アルの心中にこだまする。


「どんな大層な使命かは知らないが、お前らの片棒を担かつぐ気はねえ」


　ゆるんだ拳こぶしを固く握り直し、アルは言い切る。


　震えもすでに収まっていた。


「正義感、デスか？」


「そんなもんじゃねえ。ただ俺がお前らを気に入らないだけだ」


「それはつまり、テオドールをも否定するということデスか？」


「く……！」


　アルは片手の剣を一いつ閃せんする。


　迷いを斬きるがごとく。


「俺はまだ、お前の言葉を信じたわけじゃねえ！　俺の知っているテオは、お前らに手を貸す人間じゃなかった！　俺はまだそれを信じている！」


　アルの声には、今少し動どう揺ようが含ふくまれていた。


　その叫さけびはすがりたい希望そのものなのだろう。


　だが、それでも。あえて希望を言葉にすることで、アルは内心の動揺を鎮しずめたのだ。


　ファラフナーズはやれやれと首を振り、ため息をつく。


「残念デス。素す直なおに従ってくれた方が、後味がよかったのデスが」


「なに？」


「ここからは提案ではなく、交こう渉しようになりマス」


　妖女の右手が霞かすんだ。


　漆しつ黒こくの大剣が現れたように、その指の間に挟はさまれているのは小さな帽ぼう子し。


　蝶ちようの飾かざりがついたそれを目にして、アルの顔色が変わる。


　ファラフナーズが満足げにうなずき、言った。


「つい先日、ワタシが捕つかまえた密みつ偵ていの持ち物デス。……アナタの知り合いデスね？」


「ぐ……！」


「もともとどうしてこの場所に来たか、覚えていマスか？」


「……忘れるはず、ねえだろうが」


　ナーシアの蛇へびによってアルはここにはせ参じたのだ。


　彼女に異変が起きたことくらいは十分に承知している。


「月並みな言葉になりマスが」


　帽子をもてあそびながら、ファラフナーズは言った。


「アナタのご友人は預かっていマス。命が惜おしければワタシに従ってクダサイ」


「仲間になれって、ことか？」


「そうデス。そうしなければ、アナタは二度とあの密偵には会えないデショウ。……いや、もしかしたら会えるかもしれマセンね。中身は違うかもしれマセンが」


「こ、の……！」


　脅きよう迫はくの言葉に、アルは答えを返せない。怒いかりに身を震わせて、妖女を睨にらみ付けるのみ。


　だが、剣士は首を横に振ふることもできない。


　なぜなら──。


「力ちから尽ずくであの密偵を助けようとでも考えていマスか？」


　くすくすとファラフナーズはアルをあざ笑う。


「それが無理であることは、アナタが一番よくわかっているはずデス。アナタでは、ワタシには勝てないのデスから」


　ファラフナーズの言葉を、アルは否定できなかった。


　事実、この妖女は呼吸をひとつする間にアルを殺せるだろう。


　今までの戦いが、厳然とした事実としてそれを物語っていた。


「さて、返答はいかがデス？」


「…………く」


　うめき声が漏もれる。


　決して勝てない相手。握られた仲間の命。突つきつけられた選せん択たく。


　そして──口にされた師の名前。


　答えは、ひとつしかなかった。


　アルは双剣を降ろす。膨ふくらんでいた殺気が雨の中に流れてゆく。


「では、返答を」


　目を細めて笑うファラフナーズを憎にく々にくしげに睨み付けるアル。


　だが。長い沈ちん黙もくの後、赤毛の剣士はうなだれるように口を開いた。





「──わかった。お前たちの、仲間になろう」





　　　　＊　　＊　　＊




「ようこそ、アル・イーズデイル。……我らがバルムンクへ」


　芝しば居いがかった様子で身を折るファラフナーズを苦々しく一いち瞥べつし、アルは舌打ちをした。


　投降した後、連れてこられたのは古戦場近くにある古城。丘きゆう陵りようから山にさしかかる所に建てられた、人の寄りつかぬ城だ。


　城の入り口から部屋に着くまで誰だれにも出会わなかったところを見るに、バルムンクのアジトというわけではないらしい。


「では、少し休みマスか？　着いて早々デスし」


　挨あい拶さつを終えたファラフナーズはそう言った。変わらぬ微び笑しようが、その口元に浮ういている。


「何か欲ほしければ用意させマスよ？　食事でも、お酒でも」


「そんなものはいらねえ。……ナーシアの無事を確認させろ」


「ふう、せっかちな人デスね。もう少しゆっくりしてもよいのデスよ？　アナタはもうバルムンクの一員なのデスから」


「うるせえ。いいからナーシアを出せ」


　にべも無く要求し続けるアルに、ファラフナーズは仕方がないとばかりに首を振った。


　妖女は両手を前にさしのべると──。


「これで、よろしいデスか？」


　虚こ空くうからにじみ出るようにひとりの少女が現れ、妖女の手に収まった。


　濡ぬれたような黒くろ髪かみは汗あせで貼はり付き、紫むらさきがかった瞳ひとみはぼうと虚空を見つめている。刀とう剣けんを思わせる鋭するどい雰ふん囲い気きはどこへやら、ただ苦しげな息を繰くり返かえすのみ。


　妖女が支えを離はなすと、少女は数歩たたらを踏ふみ、力なく床ゆかの上にくずおれる。


「ナーシアっ！」


　少女の名を呼び、アルは彼女を抱だき起おこす。


　ナーシアの焦しよう点てんの合わぬ瞳が、わずかに揺れ動いた。


「おい、しっかりしろ！」


　頰ほおを叩たたいてもナーシアの反応はない。


　アルの奥おく歯ばが、きしんだ音を立てた。


「てめえ、コイツに何をしやがった！」


「魔ま術じゆつで意識をいじっているだけデスよ。何せこの人は密偵デスから、縛しばっておくよりこの方が確実なのデス」


　悪びれもせず、ファラフナーズは言ってのけた。効率のよい掃そう除じを紹しよう介かいするかのように。


「しかし、このままでは話もできマセンね。ちょっとゆるめマス」


　パチン、と妖女の指が鳴ると同時に、霞んでいたナーシアの瞳にわずかに光が戻もどる。


「ア……、ル……？」


　かすれた声でナーシアは剣けん士しの名を呼んだ。力なく持ち上げられた手が伸ばされる。


「ああ、俺だ。……おいしっかりしろ、お前はそんな弱々しいヤツじゃねえだろうが」


　細い手を強く握り返し、剣士は言葉を絞しぼり出だす。


　ナーシアはかすかにうなずき──、だがあえなく意識を喪うしなった。


　背後で、再び妖女の含み笑いが響ひびく。


「どうデス？　彼女は無事だったデショウ？」


「無事、だと……？」


「無事デスよ。五体満足の上、傷もつけていマセン。魔術で意識を保てないようにはなっっていマスが、人道的デショウ？」


「……お前らの〝人道的〟は、ずいぶんと陰いん惨さんな響きだな……！」


　アルの皮肉を、だがファラフナーズはクスクスと微笑で流した。


　人を惑まどわせるような視線を絡からみつかせ、紅あかい唇くちびるが動く。


「では、密偵さんと会わせた代わりにひとつ頼たのみ事を聞いていただきマショウか」


「頼み事？……イヤな予感しかしねえな」


「そうデスか？　あなたにとっても価値のある話だと思いマスが」


「……なんだと？」


　アルの眉まゆがわずかに動く。


　ファラフナーズはひとつ間を置き、笑みと共に言った。


「──テオドールを、復活させマス」


「な……っ!!」


「まあ、完全な形の復活ではないわけデスが」


　ファラフナーズはくるりと右手を回した。


　手品のように、妖よう女じよの手のひらにこぶし大の水すい晶しよう球が現れる。窓からの光が届いていないのにもかかわらず、水晶球の中心には奇き妙みようなきらめきが宿っていた。


「この宝ほう珠じゆの中には、テオドールの魂たましい──その一部が封ふうじ込まれていマス」


「魂……？」


「そうデス。これを人間に埋うめ込めば、宝珠の中の魂が元の人間の魂を喰くいはじめマス。元の魂が無くなれば、テオドールは復活するデショウ」


「…………」


「肉体ごと、とはいきマセンが。一応の復活はする……はずデス」


「『はず』？」


「情けない話デスが、こんな方法をとるのは初めてなので。いろいろ自信はないのデス」


　ため息と共に首を振るファラフナーズ。


　おどけた様子に構わず、アルは歯を嚙かみしめる。


「そこまでして蘇そ生せいを願うってことは……、本当にテオはお前たちの仲間だったのか」


「そうデス、噓うそは言ってマセンよ。……もっとも、復活を願うのは『仲間だから』という理由ではないのデスがね」


「どういう、意味だ？」


　クスクスと笑って、ファラフナーズは部屋の窓を背にした。


　燦さん々さんと降り注ぐ陽光が妖女の顔を隠かくし、紅い唇だけを浮き上がらせる。


「テオドールは、我々バルムンクの最終目的に関かかわる立ち位置にいたのデス。だからこそ、復活させる価値がある」


　したたる血を思わせるファラフナーズの唇が、言葉を紡つむぐ。


　闇やみに潜ひそむ組織、バルムンクの──真実を。


「ワタシたちの目的はひとつ。……神しん竜りゆう王おうの抹まつ殺さつデス」


「……っ！」


「テオドールはまさに、〝神竜王を殺す〟役割を与あたえられていたのデス」


　神竜王セフィロス。


　八百年の昔、人間をこのアルディオン大陸に導いた存在。以来、このアルディオンに生きるものすべてを守護している神の御み使つかい。かの竜を殺すということは、アルディオンを魔まの侵しん蝕しよくにさらすということでもある。


「その役割を、テオが……？」


　かすれた声でアルはつぶやいた。


　ファラフナーズがゆっくりとうなずく。


「アナタが背負う、テオドールの神剣。その能力は知っていマスね？」


「あ、ああ……」


　背中の剣に手をかけて、アルはうめくように答えた。


〝憤ふん怒ぬの神剣〟。


　以前に出会った魔族はこの剣をそう呼んだ。神々の王がみずからの怒りを……滅ほろびの力を込めて作り上げたものなのだと言う。宿敵である邪じや神しんを消しよう滅めつさせるために。


「その力は滅びそのものデス。魔だけではなく、神魔双そう方ほうに死をもたらす剣。……つまり、神の眷けん属ぞくたる神竜王を殺す力を秘めている、というわけデス」


「…………」


「もちろん神剣は本来神が扱あつかうべき代しろ物もの。人間が使っても、神そのものを滅ぼすほどの力は発揮できないデショウ。ですが──それがテオドールだったら？」


「…………っ！」


　殺気だけで万の軍を退け、伝説に謳うたわれる竜を片手であしらい、アルディオンに渡わたってきた魔族をひとりで撃げき退たいした英えい雄ゆう。〝剣聖〟テオドール・ツァイス。


　荒こう唐とう無む稽けいなうわさ話のすべてが真実であると、アルは身をもって知っている。


　その彼の手に、神剣があれば──？


「悟さとったようデスね？　テオドールはそのために神剣を手に入れ、力を引き出すために時間を費やしていたのデス」


「そんな、ことが……」


「もっとも、神竜王を殺す計画はひとつではありマセン。ワタシの知らない計画も存在しマス。……それでも、ワタシ個人はテオドールに斬きってもらいたいのデス」


　わずかに、ファラフナーズの声が変わる。


　いつもおどけた様子で言葉を紡ぐ妖女にしては珍めずらしく。


「奇妙な、言い方だな」


　看過できず、アルは指し摘てきを返した。だが、ファラフナーズの微笑は崩くずれない。


「事情があるのデスよ。ワタシも、テオドールも」


「…………」


「本題に戻りマスが。あなたに頼みたいことはひとつデス」


　すう、と妖女がアルの胸を指す。


「──テオドールの器うつわになってクダサイ」


　沈ちん黙もくが降りた。


　微笑を浮かべるファラフナーズと、睨にらみ付けるアル。ふたりの視線がぶつかり合う。


「俺を選んだのは……、神しん剣けんを発動させたから、か？」


「その通りデス」


　ファラフナーズの唇がつり上がる。


　愉たのしそうに、愉しそうに。


「テオドールの技術を身につけ、テオドールの神剣を起動したアナタこそ、テオドールの新たな器にふさわしいのデス」


「……俺はテオのスペアってことか」


「弟で子しとは、そういうものではないデスか？」


　クスクスと笑うファラフナーズに歯がみしながら、アルは問いを重ねた。


「もし、俺がイヤだと言ったら？」


「その密みつ偵ていを器にしマス」


「な……！」


　あっさりと返ってきた答えに、アルは絶句した。


　ナーシアは未いまだ意識は戻らず、茫ぼう洋ようとした視線を宙にさまよわせているのみ。


　妖女から守るように、アルは少女を抱きしめる。


「なぜだ！　なぜコイツを──」


「その少女もまた、テオドールに薫くん陶とうを受けているからデス」


　再び、アルは言葉を失う。


　確かにナーシアはテオドールに剣を教わっていたことがある。ほんの数年の間だったが、アルと共に腕うでを磨みがいた。形は違ちがうが、ナーシアもまたテオドールの弟子と言える。


「神剣を起動したアナタには及およぶべくもありマセンが。断られるのならば仕方がないデス。ワタシも妥だ協きようしてそちらを使いマス」


「く……！」


　低くうめくが──アルにできるのはそこまでだった。


　苦い表情のアルを満足げに眺ながめ、妖女は言いい含ふくめるように先ほどの言葉を繰くり返かえす。


「ではもう一度聞きマス。……テオドールの器になってもらえマセンか？」


「…………」


「ダメならばダメで、構わないのデスよ？　ワタシはそこの密偵を──」


「やめろ。…………俺が、器になる」


「フフッ、ご理解いただけたようでなによりデス」


　言葉と共にファラフナーズが優ゆう雅がに一礼する。


「では、いきマスよ」


　たったそれだけの言葉と共に、妖女は右手に抱かかえた水晶球を──ためらうことなくアルの胸へと突つき入れた。


「う……！」


　血はこぼれていない。痛みもない。ただ白い手がアルの中心を貫つらぬいている。


「動かないでクダサイ？　危ないデスよ」


　言いながら、妖女はアルの体内で何かを握にぎりつぶす。


　パリン、と耳の奥おくで何かが割れた音が聞こえた。


「ふむ。一応成功、デスかね？」


　満足げにうなずきつつ、ファラフナーズはその手をアルの胸から引き抜いた。


　手には一滴の血もなく、また握られていたはずの宝珠も無かった。


「なにを──！」


　アルが声を上げようとしたその時。


　視界の端はしで、火花が散った。


「これ、は……!?」


　見る間に火花は視界全体を覆おおい尽つくし、アルを光の世界に閉じ込める。


　ドクン、と体の中心が鼓こ動どうし、奇妙な浮ふ遊ゆう感かんが剣けん士しを包んだ。


　天地を見失い、アルは白い奈な落らくへと落ち──。





　　　　＊　　＊　　＊




　白に染められた視界から解放されると、そこは見み渡わたす限かぎりの草原だった。


　ゆるやかにそよぐ風が草木を撫なで、遠くでは野生の羊がのんびりと草を食はんでいる。太陽は燦々と降り注ぎ、小鳥たちの歌う声が響ひびく。


　──平へい穏おんそのものの光景。


（な……！）


　アルは目を見開く。つい先ほどまで、そこは古城の部屋であったはずだ。


（転移魔ま術じゆつ!?　いや、幻げん覚かくか!?　ともあれここは……っ!?）


　その時、アルはもうひとつの異変に気がついた。


　体が──動かないのだ。


　腕も足も頭も指も、視線すらも。体のどの部分も、アルの言うことを聞かない。


　そう言えば先ほど目を見開いたのも──アルの意識が驚いただけではなかったか。


（なんだ、これは！）


　アルの体は、アルの意志と関係なく、ひとつひとつ草原の風景を目に映してゆく。


　この平穏を楽しんでいるかのように。


　──と。


「おーい！　何やってんの！　手伝えよー！」


　背後から声をかけられる。まだ若い男の声だ。


　自分の意志とは関係なく、アルは振ふり向むき、そして声を返す。


「ん？　なんだよ、またお前か」


（この声……！）


　腹の底に伝わるような低音。いつも不ふ機き嫌げんなように聞こえるかすれ具合。


　忘れもしない、その声の主は──。


（テオ……！）


　まさしくそれはテオドールであった。


　アルは意識だけを自分の師に乗せて、彼の見ている風景を共有していたのだ。


　唐とう突とつにアルは理解する。


　これは魂たましいから流れてくる思い出。テオドールの記き憶おくなのだと。
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　──？年前、オルドフェルド丘きゆう陵りよう付近。





　一面に広がる緑の風景を前に、テオドールは大きく伸のびをした。


　獣けもののようなしなやかな肉体が青い空に向けて屹きつ立りつし、やがてゆるめられる。


「……平和だな、ここは」


　眼帯に隠かくされていない右眼で、テオドールはゆったりと周囲を見回す。


　なだらかな平原はそよ風に揺ゆれ、森の側そばでは獣が草を食んでいた。どこからか鳥の歌う声が聞こえ、太陽は柔やわらかな光を送っている。


「こんな景色を見るのはいつ以来だか」


　皮肉まじりにそうつぶやくテオドールの口ぶりには、だがある種の感かん慨がいが含まれている。


　遠くにある何かを懐なつかしむような、吐はき捨すてるような。


　愛あい憎ぞう入り混じった、奇き妙みような言葉。


「……はっ、考えてもしょうがねえ」


　ひとつ笑んで、自分の空気を流しつつテオドールは再び風景へと視線を移し──。


「おーい、何やってんの！　手伝えよー！」


　自分を呼ぶ声に止められる。


「げ……」


　テオドールの顔に渋しぶいものが浮うかんだ。


　悪戯いたずらを見み抜ぬかれた子供のようなその表情を瞬しゆん時じに隠しつつ、隻せき眼がんの男は振り返る。


「……なんだよ、またお前か」


　視線の先にいるのはひとりの少年だ。


　年の頃ころは十代後半と言ったところだろうか。頑がん固こそうな眉まゆが、綺き麗れいに眉み間けんへと寄っている。炎ほのおのような赤毛を後ろに流した、活発な印象を受ける少年だ。





　それはどこか──アルに似た少年だった。





「『またお前か』、じゃないだろ！　いつも気がつくとどこかにいなくなっててさ！」


　アルに似た少年は腰こしに手を当てて怒ど鳴なる。


　テオドールはいやがっている風を隠しもせず、わざと片耳に手を当てて言い返した。


「別にいいだろ、レイルズ。……ここは魔ま族ぞくに襲おそわれるような土地じゃねえんだ」


「そういう意味じゃない！　手伝えって言ってるんだよ！」


「……ったく、口うるさいヤツだなお前は」


　ボリボリと後頭部を搔かき、テオドールはため息をつく。


「たまにはいいだろ、休んだって」


「テオのサボりはたまに、じゃないだろ。ほとんど毎日サボってるじゃないか！　神しん竜りゆう王おうさまにも申し訳ないと思わないのかよ！」


　レイルズと呼ばれた少年の怒いかりは収まらない。


　アルディオンの守護竜の名前を出し、テオドールの怠たい惰だを指し摘てきする。


「そりゃ、神竜王には感謝してるさ。俺たちをこんな場所に連れてきてくれたんだから」


「それなら、きちんと──」


「だからさ、レイルズ。見てみたくなるだろ、この世界を」


　わずかに笑って、テオドールは眼前に広がる緑の世界に眼を映す。


「どこまで行っても戦いくさがない。瘴しよう気きに侵おかされた自然がない。死し骸がいと化した兵士もいない。不安に怯おびえる人々もいない。破は壊かいされた街もない。──魔族の脅きよう威いが無いんだ」





（魔族の、脅威……？）


　意識だけを師に乗せて、声にならぬ声でアルはつぶやいた。


　何かが違う。彼らが当然としているものが、アルとは何か違う。


　だが、そのつぶやきも、疑念もふたりに伝わることはない。





「そんな世界だ。見て回りたくなるのも仕方がないだろ？」


「いい話にまとめようとしても、騙だまされないからね」


「ぐ……」


「まず街を作るのが先！　神竜王さまも言ってただろ！　『まずは住すみ処かを作り、この世界を知ることから始めよ』って！」


「だから知るところから始めてるんじゃねえか」


「その前があるって言ってるんだ！」


「……実はレイルズ、俺は長きに渡わたる魔族との戦いで体を壊こわしててな。土木作業をすると死んでしまうんだ」


「真顔ですぐわかる噓うそをつくなよ！　そんな人間が単身密林を踏とう破はしたりしないだろ！」


「ちっ……」


　テオドールが舌打ちをする。どれだけ叱しつ責せきされても、隻眼の男に反省した素そ振ぶりはない。


「頭の固いヤツだな、お前は」


「テオが勝手すぎるだけ。……ほら、アレを見てよ」


　テオドールの視線がレイルズの指を追う。


　その先にあるのは──。





（……っ！）


　意識だけで、アルは息を呑のんだ。


　テオドールが振り返った先にあるのは──巨きよ大だいな鯨くじらだった。


　ただの鯨ではない。山とほぼ同じ大きさの生物が、平原の真ん中に横たわっているのだ。


　御み影かげ石いしのような白っぽい表皮には岩や植物がこびりつき、閉じられた口は街ひとつを呑み込めそうなほど。かすかに蠕ぜん動どうしているところを見ると、死んではいないらしい。


　あまりに強きよう烈れつな存在感と大きさは、むしろ現実味を失って見える。


（え……？）


　そして何よりもアルが驚いたのは。


　その鯨の上に街があるという事実。





「ほら、みんな一いつ生しよう懸けん命めいやってるんだよ」


　レイルズが鯨の上の街を指す。


　街から地上まで、人の列が続いていた。よく見れば人々はそれぞれに貨物を抱かかえ、地上へと運んでいるようだった。


「ほら、テオも手伝って。力のあるテオが参加すれば、だいぶ効率が上がるんだから」


「…………正直、面めん倒どう」


「だーかーらー！」


　ぷいと横を向くテオドールに、レイルズは再び怒鳴りかけ──。


　ふと息をついて、口をとがらせた。


「テオは約束、忘れちゃったのかよ」


「あ、約束？」


　対するテオドールは眉を寄せる。


「約束ってなんだ？　最近そんなこと言ったか、俺」


「最近じゃないよ。ずっと前」


「……前？」


「言っただろ、いつか時間があるときに剣けんを教えてくれるって」


「！　お前、そんな昔の……」


　テオを見上げる赤毛の少年。その視線を受けながら、テオドールはため息をついた。


「まだ、そんなこと覚えてたのか……」


「忘れるはずないだろ。……街作りが一段落すれば、ついに時間が取れるじゃないか」


「そりゃ、そうだが……」


「まさか約束を反ほ故ごにするつもりじゃないよね？」


「違たがえるつもりはねえ。ねえが──」


　ううむ、とテオドールはうなってアゴに手を当てる。


「今いま更さら剣を覚えるのか？」


「……なんでそんなこと言うのさ」


「だってお前、ここはアルディオンだぞ？」


　テオドールは両手を広げる。平へい穏おんなる緑の世界を背負うように。


「戦のない世界に来て、剣を覚えてどうするんだ？　知識を蓄たくわえるか、魔ま術じゆつを磨みがくか、人との繫つながりを作るかした方がよっぽどいい」


「……そんなことない。アルディオンで剣が役に立つことだってある」


「だとしても、俺の剣は魔族や魔ま獣じゆうを相手にするためのものだ。このアルディオンじゃ、まったく役に立たねえぞ」


「うー……」


　テオドールの指摘に追おい詰つめられたレイルズは、ついにうなり声を上げてこう言った。


「いいんだよ、俺が覚えたいだけなんだから」


「しかしな、レイルズ」


　じっと、テオドールの隻眼が少年の目の奥おくを見つめる。


「お前は機転も利きく。頭もいい。ちと頑固なところもあるが、人をまとめられる力がある。事実、そうやってお前は俺たちの役に立ってきた。……俺は兄貴分として、平和な世界でそれを活いかしてもらいたい」


　切々と、諭さとすように言うテオドールに、だがレイルズはため息で返した。


　わずかな笑みを含ふくませて。


「ホント、わかってないよテオは」


「ん？」


「義弟だから、兄貴を目指したいんだよ」


「む……」


「兄貴が英えい雄ゆうだから、俺はそれを目指したいんだ。才能が無くても、平和な世界でも」


　レイルズの言葉から、表情から、ある種の覚かく悟ごが伝わってくる。


　決めたことを覆くつがえさない鉄のような意志。それに殉じゆんずる覚悟が。


「それに、血はつながって無くても俺はテオの一番近くにいたんだ。テオの剣を使えるとしたら、俺しかいないよ」


「いや、しかしだな……」


　弟分の瞳ひとみに押され、だがテオドールがなおも抵てい抗こうしようとしたその時。


「兄きよう弟だい喧げん嘩かデスか？」


　横合いから、別の声が割って入る。





（え……っ？）


　アルは何度目かになる驚きよう愕がくの声を上げた。


　ふたりに話しかけてきたのは誰だれでもない。


　紫むらさきの髪かみに一ひと房ふさの紅くれないを混じらせた女。


　ナーシアを捕つかまえ、アルをバルムンクに投降させた張本人、ファラフナーズ。


　──だが。





「あ、ファラフナーズ」


「……よう、どうした」


　レイルズもテオドールも、ファラフナーズを警けい戒かいしている様子はない。


　妖よう女じよもいつもの粘ねばり着くような微び笑しようではなく、穏おだやかな表情を浮うかべている。


「おい、ファラ。お前からも言ってくれ。コイツがアルディオンに来てまで剣を覚えたい、なんて言ってきかねえんだ」


　ため息混じりにテオドールは助け船を要求する。


　ファラフナーズは小首をかしげた。


「レイルズが、デスか？」


「そうだ。もう剣なんて必要ねえのに」


「そんなことないよ。使う機会がきっとあるよ」


　言い合うテオドールとレイルズを目の前にして、ファラフナーズは暫しばし黙もつ考こうしたのちにこう答えた。


「確かに、ここはエリンディル大陸とは違いマス。剣を習熟しても使う機会には乏とぼしいデショウ」


「う……」


「ほらな、だからお前は──」


「しかし、アルディオンだからこそ安全に学べるとも言えマス。死ぬ危険性がないのデスからね。そういう意味では、よい環かん境きようだと思いマスよ」


「げ……」


　兄弟ふたりともをげっそりとした顔にさせてから、ファラフナーズは続けた。


「兄弟の話は後でゆっくりやってクダサイ。……テオドール、〝彼〟がお呼びデスよ」


「アイツが？　何の用だ？」


「それは直接聞いてクダサイ。どちらにせよ言えることは……」


　言葉を切り、ファラフナーズはにっこりと笑みを浮かべる。


「英雄を遊ばせておく暇ひまなどワタシたちにはない、ということデス。しっかり働いてクダサイね」


「……ちっ、お前もかよ」


　レイルズと同じ指し摘てきをされて、テオドールはため息をついた。


　弟分に目をやると、「それ見たことか」と言わんばかりの視線を投げている。


　その額を軽くつつきつつ、テオドールはもう一度ため息をつく。


「しょうがねえ、我らが指導者の下もとへ行ってくるか」





　そのつぶやきと共に、視界の端はしに火花が散った。


　見る間に火花は広がり、テオドールを、レイルズを、鯨の横たわる草原を覆おおい尽つくす。


　再び世界が輝かがやく白に塗ぬりつぶされ──。





　　　　＊　　＊　　＊




　床ゆかに膝ひざをつく感覚で、アルは目を開く。


　めまいがひどい。世界すべてが回っている。頭の中を直接かき回された気分だ。イヤな汗あせが噴ふき出て、体を冷やしてゆく。


「──っく、はぁ、はぁ、はぁ」


　だらしなく口を開いて呼吸を繰くり返かえす。生きるための力がすべて足りない気がした。


　それはまるで──魂たましいそのものが薄うすまってしまったように。


「今、のは……」


　自分の右手を持ち上げ、拳こぶしを握にぎりしめる。


　肉体は、アルの意のままに動いた。


「これは、俺の体、か」


　つぶやいてあたりを見回す。視界に映るのは緑の平原ではなく、古城の一室。


　ファラフナーズに案内された部屋のままだ。


　だが妖女本人は部屋におらず、ナーシアは今も意識を失ったまま床に横たわっている。


「俺は、どれぐらい寝ねてたんだ……？」


　頭を振ふり、めまいを追い出しつつアルは立ち上がる。


　と、その時。


　アルの足下が、うねるように揺ゆれた。


「地じ震しん……？」


　つぶやいたアルの耳に轟ごう音おんが飛び込む。


　反射的に視線を向ける剣けん士しの眼に飛び込んできたのは──。


　ヒビの入った山の斜面。


「……！」


　瞬まばたきする間に、亀き裂れつは深く大きく山を侵しん蝕しよくしてゆく。黒々とした裂れつ傷しようは山を覆うだけでは飽あきたらず、その存在を土つち塊くれへと変える。土砂は山やま肌はだに沿って滑すべり、雪崩なだれとなって木々をなぎ倒たおしていった。


　その向こうに──。


「あれ、は……？」


　アルの目が、黒々とした土砂の向こうに薄うす汚よごれた白い何かを捕とらえる。


　劣れつ化かした御み影かげ石いしのような、わずかに蠕ぜん動どうするそれは──。


「まさか、あれは！」


　アルの声は、だが天を切きり裂さくような轟音にかき消された。


　山の下から轟とどろく、この世の物とは思えぬほどの咆ほう吼こうによって。





　　　　＊　　＊　　＊




　オルドフェルド丘きゆう陵りようの周囲に住むものは、その日の光景を一生忘れることはないだろう。


　昼下がりに感じた緩ゆるい地震。


　奇き妙みようにも長く続くそれを人々がいぶかしんだころ、轟音が彼らの耳じ朶だを叩たたいた。


　何事かと首を巡めぐらせたものは、皆みな例外なく目を疑った。


　オルドフェルド丘陵に接している山のひとつに、びっしりと亀裂が走っていたからだ。


　──そして。


　呆ぼう然ぜんと人々が見守る中、ソレは現れた。


　まとわりつく土砂をふるい落とし、御影石の表皮を日にさらして。


　巨きよ大だい、という言葉でも足りないほどの質量をもつ生物。


　山ほどもある──巨大な鯨くじら。


　ソレは森ひとつを呑み込むように大きく口を開くと、天へ向けてひとつ咆吼を上げた。その音量は雲を裂き、遥はるか大陸の端にまで震しん動どうを届けたという。


　驚おどろくべきはここからだった。


　現れた鯨は二、三度土砂を払はらい落とすと──なんと空へと浮かび上がったのだ。


　白はく鯨げいはその巨きよ体たいをうねらせ、少しずつ、だが確実に空へと昇のぼって行く。





　オルドフェルド丘陵の周囲に住むものは、その日の光景を一生忘れることはないだろう。


　山の下から現れた白鯨が、空へと消えていったその日のことを。


　人々は山に立ち入らなかったことに安あん堵どしあい、口々にその正体について噂うわさしあった。


　だが、彼らは知らない。


　東の空に消えた鯨がどこを目指しているのかを。


　その背に、古城ごとひとりの騎き士しと密みつ偵ていが取り残されていることを。


　彼らは知らない。





　　　　＊　　＊　　＊




　石いし畳だたみに足音を響ひびかせて、アルは古城の廊ろう下かを走る。


　地じ響ひびきはとうに消え、その代わりしばしば浮ふ遊ゆう感かんが剣士を襲おそう。


　廊下に据すえ付つけられた窓の向こうは蒼そう穹きゆうの世界。一点の曇くもりもない、遮さえぎるものがない果て無き蒼あおが全面に広がっている。手を伸のばせば、届く距きよ離りに。


「く……！」


　強い揺れに窓まど枠わくをつかみ、アルはうめき声を漏もらした。


　剣士の顔には怒いかりと焦あせりが浮かび、紅潮気味の額には汗がにじんでいる。


　舌打ちをひとつしながら──、アルは目的の扉とびらを叩き開けた。


「……おや？」


　闇やみを混ぜたような紅くれないに彩いろどられた部屋の中心で、ファラフナーズが振り向く。


「お前、これは──！」


「待ってクダサイ」


　怒りにまかせてアルが声をあげようとしたその瞬しゆん間かん。


　ファラフナーズの指がアルの鼻先へと突つき出だされた。


「ふむ……、テオドールに戻もどっているわけではないようデスね」


　さらりと発せられた言葉に、アルの顔が険しくなる。


「……あいにくと、まだ意識を保っているよ」


「そのようデスね。残念ながら」


　悪びれもせず、ファラフナーズは言う。


「ワタシもこんな形で人を蘇そ生せいさせるのは初めてデスから。経過がどうなるかわからないのデス。自分のものではない知識が頭をよぎったりしマセンか？　自我が乱れたりはしマセンか？」


「残念ながら、それは無いな」


「なるほど。……少し刺し激げきが足りないのかもしれマセンね。時間の問題だとは思いマスが、悠ゆう長ちように待っているのも間ま抜ぬけな話デスし……」


　アルが皮肉で同じセリフを返すが、ファラフナーズは気にもとめない。


　何かひとりでぶつぶつとつぶやいてから、ふと顔を上げてこう言った。


「で、テオドールに変わったのでなければ、一体何の用事デスか？」


「──聞きたいことがあって、お前を捜さがしてた」


　ずらされた調子を戻すべく、ゆっくりとアルは言葉に殺気を込める。


「なんでこの城は空を飛んでいる。何が起きた。何をしようとしている」


「……質問はひとつずつにして欲ほしいのデスが」


「答えろっ！」


　空気を震ふるわせるようなアルの一いつ喝かつに、妖よう女じよはやれやれと首を振った。


「あの土地に封ふうじられていた鯨型の人造生物を起動させたのデスよ」


「それが、空を飛んでいるってわけか？」


「そうデス。目的地はフェリタニア王都バーランド……デスね」


「バーランド、だと……？」


「ええ、そこに突とつ撃げきするために鯨は進んでいマス。だいたい四日くらいの行程デスね」


「──っ！」


　妖女の言葉に、アルの顔色が変わる。


「ちなみに言葉通りデスよ。王都バーランドに、この鯨が突撃を敢かん行こうします」


　アルの反応を知ってか知らずか、ファラフナーズはわざわざ丁てい寧ねいに補足説明をつける。


　これだけの質量を持つ人造生物が都市に突撃したらどうなるか。


　想像するまでもない。鯨に押しつぶされて、王都は間ま違ちがいなく消しよう滅めつする。


「それも──バルムンクとやらの作戦なのか」


「その通りデス」


「なんでそんなことをする……！　あの街に神しん竜りゆう王おうを殺す何かがあるっていうのか！」


「知りマセンよ、そんなこと」


　語気を荒あららげるアルに、だがファラフナーズは不満げに口をとがらせる。


「知らない、だと？」


「ワタシは命令されたからやっているだけデス。使いっぱしりなのデスよ、これでも」


　ファラフナーズは眉まゆをハの字に曲げ、大げさに肩かたをすくめる。


　だが、アルは取り合わずに低くつぶやいた。


「姫ひめさんを……殺すつもりなのか？」


「どうデショウ？　殺すというよりは追おい詰つめたいのかもしれないデスね。レイウォールの長兄さまは生きたまま捕らえることに固こ執しつしているみたいデスし。どちらにせよ〝国〟という囲いは邪じや魔まなのではないデスか？」


「く……」


「ま、フェリタニアという国を崩ほう壊かいさせたいという気持ちは共感しないでもないデスが」


「……？」


「ああ、こちらのことデスよ」


　いぶかしむアルをさらりと流し、ファラフナーズはクスクスと笑い声を漏らす。


「でも、アナタが素す直なおにバルムンクに来てくれてよかったデス」


「……どういう意味だ？」


「この作戦が遂すい行こうされたら、アナタが生きているかどうかの保証がないデスから。どうしても作戦発動前にこちら側に入れておきたかったのデス」


　言いながら妖女は一歩近寄り、アルの頰ほおに指を這はわせる。


　爪つめは立てていないはずのその一ひと撫なでを追いかけるように、紅あかい筋が走った。


　つう、真っ赤な滴しずくがしたたり落ちる。


「アナタが死ぬと、テオドールの入れ物に苦労しマスから」


　ファラフナーズはそっとアルの血をすくい、なめ取る。


　獣けものが自分の獲え物ものを誇こ示じするように。艶なまめかしくも恐おそろしい仕草で。


「……やめろ、と言っても聞くつもりはねえか？」


　嫌けん悪お感かんを抑えて、アルはファラフナーズに提案する。


　だが妖女はにべも無く首を横に振ふるのみ。


「ダメデス。それは聞けマセン」


「仲間になった俺の頼たのみでも、か？」


「それでもデス。仲間になったからと言って、何でも要求できるわけではありマセン」


「俺が仲間になった対価としてでもか？」


「ダメデス。対価なら、あの密偵を殺さないことで支し払はらったはずデスよ」


「それならナーシアだけでも解放しろ」


「それもダメデス。彼女はアナタに言うことを聞かせる道具デス」


「じゃああいつにかけている魔ま術じゆつを解け」


「却きやつ下かデス。理由はさっきと同じデス」


　やれやれとファラフナーズは首を振った。


「この作戦はワタシの責任で行っているわけではないのデス。ワタシはただこの鯨を動かせるから使われているだけデス。作戦を止める権利は、ワタシにはありマセン」


　再度、責任の所在を口にするファラフナーズ。


「はっ」


　アルは鼻を鳴らすと、悪意のこもった口調でこう言った。


「そりゃ、このアークを動かせるのはもうお前だけだろうがな」


　それはごく自然に発せられた一言。無意識に舌に乗せた言葉。


　だが。


　その言葉で、妖女の顔色が変わる。


「…………今、なんと言いマシタか？」


「え？」


「今、なんと言いマシタか？」


「何、を」


　ファラフナーズの奇妙な迫はく力りよくに、かすれた声を出すアル。


「理解していないようなので、言いい換かえマショウ」


「…………」


「なぜ、この鯨の名前を言い当てられたのデスか？」


「！」


　思わずアルは口を押さえる。


　その行こう為いが不自然だと気がつかなかった。当然のように、鯨の名前を口にしていた。


　それはつまり──。


「なるほど……」


　聞こえたつぶやきに、アルは反射的に振り向き。


「う……！」


　凍こおり付く。


　脳が、心が、あらゆる感覚器官が危険を訴うつたえる。


　まるで獣の顎あごに首を入れているような気分。魂たましいに煮にえたぎった刃やいばを突き立てられるイメージがちらつく。何もかもを捨てて逃にげだそう、と本能が訴えかける。


　この──妖女の浮うかべる笑みの前から。


　今までのような微び笑しようではない。半分閉じられているような眼を見開き、唇くちびるをつり上げ、牙きばをむき出しにする。暗い歓かん喜きをふんだんに含ふくませた、満面の笑み。


　ついに、この妖女に獲物として認識された。


　そんな予感がアルの脳のう裏りを走る。


「テオドールの記き憶おくが流れ込んでいる、そんなところデスか？」


「く……」


「どうなのデス？」


「……そう、だ」


　圧力に屈くつするように、のろのろとうなずくアル。


「奇き妙みような夢を見た。テオドールの記憶らしき夢を」


「夢、デスか。……どんな光景デシタか？」


「どこまでも続く緑の平原が見えた。そこに横たわる巨きよ大だいな鯨くじらも」


　隠かくす意味はないと悟さとり、アルは素直に説明する。


　アルとしても、あの風景の意味を確かめたかった。


「テオと、俺に似た少年が話していた。……その後でお前がやってきた」


「ふむ──」


「あれは一体何だ？　本当にテオの記憶なのか？」


　アルの問いに、ファラフナーズはしばしの間をおいて答えた。


「懐なつかしいデスね。アナタの見たのは八百年前の記憶デス」


「八百年？」


「ワタシたちがアルディオンにやってきた時の記憶、デスね」


　わずかに目を細め、ファラフナーズは言う。その仕草からは確かな懐かい旧きゆうが感じられた。


「……お前たちは、何者なんだ」


　耐たえきれず、アルはそう問うた。


「八百年前から生きている、そうとでも言うのか」


「それは秘密デス」


　唇に指を当てて、ファラフナーズはクスクスと笑う。


「知りたければ、テオドールの記憶を頼たよりにしてクダサイ。その前にアナタの自我は消えてしまうかもしれマセンが」


「ち、素直に答えるとは思っていなかったが……」


「もっとも、ここで答えるには時間も足りマセン」


「時間……？」


　飛び出した意外な言葉に、アルが眉をひそめる。


　ファラフナーズはわざとらしくため息をつき、再び肩をすくめた。


「宮仕えの悲しさといったところデス。そろそろ出かけなくてはいけないのデス。明日あしたの夕方ごろまでいなくなりマスが、了りよう承しようしてクダサイ」


「俺たちを放っておいてどこかに行くってのか？　ずいぶんと余よ裕ゆうだな」


「余裕なのではなく、忙いそがしいだけデスよ。今日はあちらのフォロー、明日はそっちの下準備と、これでも多た忙ぼうな身なのデス。下手に器用な能力など持つものではないデスね。いいように使われている感がぬぐえマセン。ま、それでも──」


　ファラフナーズは余裕たっぷりに言った。


「この空の上ならば、アナタたちが何かできるとは思えマセンし」


「…………」


　アルは沈ちん黙もくを保って妖よう女じよを見返すのみ。


　実際、この状じよう況きようを打破するアイデアは無い。悔くやしいが妖女の言葉は的を射ていた。


「数日の間、空の旅を楽しんでクダサイ」


　優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをすると、ファラフナーズは悠ゆう々ゆうと部屋を出て行く。


　アルをひとり残したまま──。





　　　　＊　　＊　　＊




　鯨が空に飛び立って、一日が経過した。


　宣言通りファラフナーズがどこかへと去った後、アルは城の中の探たん索さくを開始した。


　だが城の中に人ひと影かげはなく、発見できたのはただ淡たん々たんと家事をこなすゴーレムたちといくばくかの生活物資のみ。


　アルは早々に見切りを付け、今は空飛ぶ鯨の縁ふちにまでやってきていた。


「……なんつーか、すげえな」


　上空からの眺ながめに、アルは圧あつ倒とうされていた。


　地上は遥はるか下にあり、小さなその姿をさらしている。


　緑に彩いろどられたキャンバスに、森や山、河や湖が居場所を主張していた。その隙すきを縫ぬうようにして街道が糸のように延び、その周囲に田畑が筆のひと刷はけとして存在している。家々は指の先ほどの大きさにしか見えず、街ですらひとつの塊かたまりとして認識するのがやっとだ。人に至っては砂すな粒つぶほどの大きさにも見えない。


　夢の中に広がっていた緑の世界も、ここから見れば小さなものだ。


「……どこまでもつづく草原。平へい穏おんな世界、か……」


　テオドールの記憶を掘ほり返し、アルはつぶやく。


「なんでテオは、あんなに喜んでたんだろうな」


　平穏を喜ぶテオドールの声に含まれていたのは、果たしてどのような思いだったのか。


　懐旧か、歓喜か、希望か、感動か。


　いや、一言では言い表せない何かがこもっていた気もする。


「思い返してみれば……、テオ、俺はあんたのことを何も知らないな」


　どこから来たのかも。何をしていたのかも。


　どうやって強くなったのかも。どうやって生きてきたのかも。


　テオドールは何も語らなかったし、アルも聞かなかった。


「聞く暇ひまが無かっただけかもしれねえけど」


　修しゆ行ぎようとテオドールの要望を聞いているだけで精せい一いつ杯ぱいだったあの頃ころ。


　他人に気をかける余裕など、どこにもなかった。


「いや、そうじゃねえか」


　アルは首を振る。


「俺にとって、テオは憧あこがれであって目標だった。そうであれば……後はどうでもよかったんだな」


　たまたま通りがかったテオドールが、獣けものの群れに襲おそわれていた隊商を助けた。


　その場に居合わせたアルは、テオドールの強さに惚ほれ込んで弟で子し入りを申し込んだ。


　この人のようになりたいと、そう思って。


　それがアルとテオドールとの出会いであり、すべての始まり。


　アルにとってテオドールとは〝世界で一番強い剣けん士し〟以上のものではなかったのかもしれない。


「──あんたに斬きられてもしょうがねえ弟子だったのかもな、俺は」


　そうつぶやき、アルは地上の光景に視線を注ぐ。


　見み渡わたす世界に変化は無く、ただそこに在ある。人間の悩なやみなど塵ちり芥あくたに過ぎぬと言いたげに。


　……と。


　コトリ、と小さな音がアルの耳へと届いた。


「…………」


　風景に心を奪うばわれていたアルは、瞬しゆん時じに意識を切きり替かえる。


　行動は早かった。


　視線も飛ばさず、意識も向けず、音の方へと跳とぶ。


　視界の端はしに人影を捕とらえると同時に抜ばつ刀とう。剣けんの柄つかで相手へと殴なぐりかかる。


「うぐ──っ！」


　柄を介かいして伝わる鈍にぶい手て応ごたえ。


　フェイント代わりの攻こう撃げきだったが、相手はかわしきれなかったようだ。


　体勢を崩くずした相手の足を払はらい、転ばせる。そのまま剣を逆手に持ち、喉のどに突つきつけ──。


　そこで、アルの動きが止まった。


「よ、よお」


　アルが胴どう体たいに片かた膝ひざを置き、剣を突きつけている相手は片手を上げて間ま抜ぬけな挨あい拶さつをする。


　見み目め麗うるわしき青年である。年の頃は二十代前半と言ったところだろうか。


　形はずいぶんと変わっているが、纏まとっているのは確かに神官服。耳みみ飾かざりと首飾りには、慈じ愛あいの神の聖印が光っている。地面に広がった金きん髪ぱつは光ひかり輝かがやく滝たきのよう。整った目鼻、均整の取れた体つきは彫ちよう刻こくを思わせる。華はなやかな貴族的な美が、その青年には確かに宿っており──どこか間の抜けた表情と仕草がそれを台無しにしていた。


　女性と見れば声をかける軽けい薄はくな神官、傭よう兵へいであるアルの相棒、サイラスその人だった。
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「オレだよ、オレ。久しぶりだなあ」


　組くみ伏ふせられながら、不自然に明るい声を出すサイラス。


　アルはわずかに眉まゆをひそめ、黙だまって剣を構えなおした。


「って待て！　なんで剣を構える！」


「──お前、名前は？」


　アルの声は冷たい。


「サイラスだよ！　知ってるだろ、お前も！」


「お前が本物だという確証はない」


「なんだそれ！　この顔を見てもわかんねえのか！」


「外見はいくらでも偽ぎ装そうできる。声もしゃべり方も」


「…………」


「お前がサイラスだというなら、質問に答えてもらおう」


　苦り切った顔で沈黙する態度を肯こう定ていと判断したアルは、剣を離はなさぬままに問うた。


「お前に託たくした子の名前は？」


「──エルマ。信用できる筋に預けたぞ」


「俺とお前がもっとも多く仕事を受けた依い頼らい主ぬしは？」


「ナーシア。グラスウェルズの密みつ偵てい。冷たいけどいい女だよな」


「……俺と組んでから、お前が声をかけた女性の数は？」


「え!?　数えてねーよそんなの！」


　わずかにアルの剣が動いた。


　陽光を照り返す刃やいばを見つめて、サイラスは叫さけぶ。


「た、多分百くらい！」


　沈黙が降りた。


　アルは琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで射い貫ぬくように神官を見つめ、サイラスは必死の形相で剣士を見返す。


　凍こおり付いたように動かぬふたりを、風だけが駆かけ抜け──。


「…………本物みたいだな」


　アルは剣を引き、拘こう束そくを解いた。


「っくあ～、変な汗あせかいた～っ！」


　サイラスが叫び、起き上がる。


「やっと信用したか、この頑がん固こ頭！」


「何言ってる。こんなところにいきなりお前が出てきても、信用なんかできねえだろ」


「だからってやり過ぎだ！　だいたい今の質問はなんだよ！　オレが声かけた女の子の数なんて、お前知ってるのか！」


「知るわけ無いだろ」


「なっ……！」


「お前が覚えてないことくらいは知ってたけどな」


　声を失うサイラスに、あっさりとアルは返す。


「こ、の……！」


「念には念を入れたんだよ。……さっきも言ったが、こんな場所だからな」


　アルは地上へと目を移す。


「いきなり助けが来る方が不自然だろ」


「ま、まあ、そりゃ、なあ……」


　なんとなく歯切れの悪い言葉を返すサイラス。


　剣を納めながら、アルは半眼で改めて問うた。


「……で、実際のところなんでお前がここにいるんだよ」


「あ、オレはナーシアの上司に雇やとわれたんだ。連れん絡らくが途と絶だえたから確認ってことでさ」


「雇われた？　お前が？」


「そ、そうだよ。ナーシアづてだったけど、オレたちは何度も仕事受けてるだろ？　だから能力を買われてたんだよ。特にオレは転移魔ま術じゆつが使えるからな。いやしかし調査を急いでよかった。まさか山ごと空に浮うかぶとは思わなかったからなー。最近長距離転移魔術テレポートを覚えてなかったら、さすがに追いかけられなかった。ちなみに飛び立ってからすぐに転移してきたんだけどな。城にどうやって入ったものか、考えあぐねてたんだ」


　ははははは、と乾かわいた笑いを浮かべるサイラス。口元は引きつり、視線は泳いでいる。


　アルはしばらく眉を寄せ、サイラスをいぶかしんでいたが。


「まあ、細かいことはいいか」


　そう言葉に出して思考を切り替える。


「この状じよう況きようで助けが来たことの方が重要だ」


「そ、そうだよなー！　今は大変だもんな！」


「ったく。……で、サイラス。お前どこまで状況をつかんでる？」


　アルの問いに、サイラスは顔を引き締しめて首を横に振ふった。


「正直さっぱりだ。あの城にナーシアが捕つかまってる、ってとこまでしか知らない。城に潜せん入にゆうする算段を考えてたら鯨くじらが現れてな。慌あわてて追いかけたのはいいものの、やっぱり城には入れなくて。どうしたものかと遠巻きに見張ってたらお前が出てきたんだよ」


「──なるほど」


「むしろオレの方こそ聞きたいんだが、どうしてお前が城の中から出てくるんだ？」


　腕うでを組んで問い返すサイラス。


　ナーシアだけを追いかけてきた彼にしてみれば、確かにアルがここにいることの方が不自然に思えるのかもしれない。


「ああ、俺もあの城に捕まってるんだよ」


「……はぁ？」


「ちょっと長い話になるんだがな──」


　そう前置きをして、アルは今までの経けい緯いを話し出した。


　バーランドから出て、ここまでの出来事を。


「……なんつー厄やつ介かいな事態になってんだ」


　話を聞き終えたサイラスが最初に発したのはうめき声だった。


　天を仰あおいで大きくため息を発する。


「ナーシアを人質に取られて、剣聖の魂たましいを移植されて？　さらには仕えてる国が危機だってのか？　なんだそれ、ひとつくらい減らないのか？」


「残念ながら、減らないだろうな」


「どれもこれも、人生で一回あるかないかの危機だぞ？　いや、普ふ通つうに暮らしていれば起きようがないトラブルだ。なんでそんなものが三つも四つもいっぺんに来てるんだよ」


「…………」


「ったく、ホントにどうすればいいんだ。問題が多すぎてどう手を付ければいいかわかんない──って、アル、なんでお前笑ってんだ。こんな時に」


「ああ、悪い。そういう意味じゃないんだ」


　手を当てて、かすかにつり上がった口元を隠かくす。


　何がおかしかったわけでもない。ただ──、自然と笑みがこぼれたのだ。


　自分の問題を、我わが事のように嘆なげいてくれる友人に。


「別に気にしないでくれ。……で、これからなんだが」


　強引に話を変えて、まだ納得のいかない風を見せるサイラスの気をそらす。


「まずはナーシアを助ける。アイツの安全を確保できないと、何もできねえ」


「盾たてにされると一いつ切さいの行動ができなくなるからなー。……しかしアル」


「ん？」


　金髪の神官は、にまりと嫌いやらしい笑みを浮かべる。


「お前、ナーシアのこときちんと心配するのな。いつもあれだけひどい目にあわされているのに。仕返しのチャンスだとか思わねえの？　ん？」


　いらだちをかき立てるサイラスの頭に無言で拳こぶしを落とす。


「いてっ！」


「俺だって状況は判断するんだよ。殴るぞ」


「思い切り拳落としてから言うなよ！」


　涙なみだ目で叫ぶサイラスの抗こう議ぎを無視して、アルは腕を組んで言った。


「いいか？　たとえ俺がナーシアのせいで魚人族の中に置き去りにされても、囮おとりにされて捕まったあげく取り残されても、全ぜん滅めつ必至の部隊の救出にひとりで行かされても、手がかりも何もなく爆ばく弾だんの解体に向かわされても、アンデッドの説得なんていう意味のわからない仕事をさせられた上、その上前をすべて撥はねられても……」


　一呼吸を置いた後、腹に力を込め、アルは続きを口にする。


「それでも！　アイツは俺の恩人かつ兄弟弟子であることには変わりない！」


「おー、よく言った」


「…………そうでなければと思ったことも、ある……」


「ま、まあお前は立派だよ……」


　微び妙みようにいたたまれない空気がふたりの間に流れた。


　サイラスが肩かたの力を抜いて、やれやれと首を振る。


「冗じよう談だんはいいとして、具体的にどうやってナーシアを救出する？　アルの話だと、アイツは自分じゃ動けないんだろ？」


「ああ、朦もう朧ろう状態になる魔術をかけられている」


「魔術か……。そりゃまずいな。薬物くらいならなんとかできるんだが」


「サイラス、覚えたっていう転移魔術で強引に脱だつ出しゆつはできないのか？」


「できることはできるんだが……」


　サイラスは親指で古城を指し示す。


「あの城の中では使えないぞ」


「なんでだ？」


「結界が張ってあるから」


　至し極ごくあっさりとサイラスは答えた。


「転移魔術全ぜん般ぱんを防ぐ結界が仕し掛かけられてる。あの城の中から外、外から中へは転移できない。これ普通、大国の王都でしか使われない代しろ物ものなんだけどな」


　ため息をついてサイラスは閉口する。


「何を今いま更さら。敵が規格外だってのはコレを見ればわかるだろ」


　そう言って、アルは今立っている場所を指さす。


　この、山のような飛行型人造生物を。


「それはそーだけどな……」


「頭切きり替かえろよ。……逆に転移魔術で増ぞう援えんを呼ぶ手は？」


「んー、厳しいな。オレの使うテレポートは設定した場所に飛ぶ魔術なんだけど」


　腕を組んで解説を始めるサイラス。


「オレが設定した場所はふたつ。ひとつはこの鯨の上」


　足で地面を蹴けっ飛とばし、サイラスは続ける。


「もうひとつは鯨の飛び立った跡あと地ちだ。退路として設定したんだが──」


「人里まではだいぶ距きよ離りがあるな」


「そーいうこと。増援を手配するだけで一週間近くはかかるぞ」


「ダメだな。そんなに時間をかけるとこの鯨がバーランドに着いちまう」


　苦々しくアルは首を横に振った。サイラスも同じように渋しぶい顔で腕を組む。


「そーなると……」


「ああ。──強きよう行こう突とつ破ぱしかないな」


　重々しく、アルは言った。


「あの城を突破して、ナーシアを外に出す。それしかない」


「はぁ、やっぱそうなるのかー」


　がっくりと肩を落とすサイラス。


「オレもアルもこっそり行動するの苦手だからなー。そうなる予感はしてたけどさ。なんつーか、かっこよくないよなー」


「それ以外手がねえんだから覚かく悟ご決めろ。どうせ防ぼう御ぎよはたいしたことない」


「ん？　あれ？　そーなのか？」


「ああ、家事用のゴーレムが少しいる程度だ。だが、大きな問題がひとつある」


「問題？　それは？」


　これ以上無いほどに眉み間けんにしわを寄せ、アルは重々しくこう言った。





「ファラフナーズには絶対勝てないってことだ」





「え……」


　ぱくぱくと口を動かすサイラスを、アルは不ふ機き嫌げんな顔で見つめる。


「勝てないって、お前！　なんでそんな──」


「立ち合った結果だ」


「…………お前が、剣けん術じゆつ馬ば鹿かのアルが、あっさり認めるほどなのか」


「剣術馬鹿は余計だが──、その通りだ」


　念を押すようにアルはうなずく。


「ファラフナーズの技わざをひとつも見切れなかった。何をしているのか、何をされたのかもわからねえ。今の俺じゃ、アイツに勝つことはできない」


「……そんなにか」


「そんなにだ。動けないナーシアを抱かかえている時に鉢はち合あわせでもしてみろ。よくて全滅、悪くて人質の数が増える」


「最悪だな」


「だから──、作戦決行はファラフナーズのいない時でなきゃいけない」


「そういうことに……なるのか」


　しばし沈ちん黙もくする青年ふたり。


　首を軽く振って、次に口を開いたのはサイラスだった。


「……で、その後はどうする？」


「ん？」


「ナーシアは助け出したとする。……その後、他の問題は？」


　空飛ぶ鯨によるフェリタニア突とつ撃げき。


　アルに移植されたテオドールの魂。


　そして暗あん躍やくを重ねるファラフナーズの存在。


　サイラスの言うとおり、問題は山積みだった。


「…………正直、アイデアは無い」


　苦々しく、アルは答える。


「鯨に関しては古城に止める手がかりでもあるかと思ったんだが、見つけられなかった。テオの魂に関しては、どうしようもない」


「そう、か」


　うめくようにつぶやいて、サイラスは腕うでを組みかけ──。


「……待てよ、ナーシアは？」


　顔を上げ、そう言った。


「なあ、アル。ナーシアは一体どこで、どうして敵に捕つかまったんだ？」


「いや、俺は知らないが……」


「そこに何かあるんじゃないか？」


「……どういうことだ？」


「ほら、言っただろ。『俺はナーシアが連れん絡らく不能になったから雇やとわれた』って。つまり、アイツはなんらかの任務中に敵に捕まったんだよ」


「確かにそうなるな」


「じゃあ、アイツはなんの任務についていたんだ？」


「あ……」


　にやりと笑みを浮うかべるサイラス。


「アイツの任務がバルムンクがらみだった場合、何か情報を握にぎっている可能性はある。もしかしたら、有益な情報を摑つかんでいるかもしれない。聞いてみる価値はあるぞ」


「──確かにそうだな」


　魔ま術じゆつをかけられたナーシアの苦しそうな顔を思い出しつつも、アルはうなずいた。


「なんとか聞いてみるとしよう。……しかし、サイラスはナーシアの任務内容を知らされてないのか？」


「え？　あ、ああ、機密らしくてな。オレには教えてくれなかったんだよ」


「ふうん、そうか」


「ま、まあな」


　サイラスはぎくしゃくとそう言った後、咳せき払ばらいをすると、改めてアルへと向き直った。


「と、とりあえずお前はナーシアの話を聞いてみてくれ。オレもこの周囲を調べてみる」


「ああ、了りよう解かいだ。……作戦決行は情報が集まった時だ。ただし、バーランド到とう着ちやくまでに動く気配がなければ無茶でも突撃を敢かん行こうする」


「特とつ攻こうってわけか。やりたくないねえ、そんなの」


「そうならないことを願おうぜ」


「せいぜい祈いのっておくよ。──じゃ、お互たがい無事でな」


「ああ」


　そうしてふたりは別れた。アルは古城へ、サイラスは周囲の茂しげみへと。


　地平線の彼方かなたでは、ゆるゆると太陽がその身を沈しずめつつあった──。
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　──三年前。グラスウェルズ東方、港町ドールセント。





　海に近い診しん療りよう所じよで、アルはぼうと虚こ空くうを見つめていた。


　薄うすい乳白色に染められ、清潔を保たれた部屋には不必要な物はひとつもなく、アルの寝ねている寝しん台だいと医い療りよう用の小さな台がおかれているのみ。窓はひとつ。小さな四角い入り口からは抜ぬけるような青空がのぞき、時折風が小鳥の鳴き声を運んでくる。





（ああ──）


　どこか俯ふ瞰かんの視線でアルは声にならぬ声でつぶやく。


（また、この夢か）


　アルにとって、この風景は決して忘れ得ぬものだ。


　これは、アルの人生が変わってしまってから一週間後。テオドールがアルを斬きってから七日後の情景。繰くり返かえし繰り返し夢に見る、心に焼き付いてしまった期間。


（また、これを見るのか）


　アルのつぶやきに苦い物が混じる。


（また、この苦しみを味わうのか……）


　現実でいくら慣れても、夢の中の感覚は色あせない。


　諦あきらめの思いと共に、アルの意識は虚うつろな視線をさまよわせる青年へと同化してゆく──。





　寝台で半身を起こし、アルはただぼうと虚空を見つめていた。


　部屋を見るでもない。


　外を見るでもない。


　アルの瞳ひとみは何もない場所へと据すえられ、茫ぼう洋ようとした薄い霞かすみのみを映している。まるで死人のように。だから扉とびらがノックされても……、アルは何も返さない。


「よーお、我わが患かん者じや。ちったあ元気でたかー？」


　わずかに間を置き、無ぶ遠えん慮りよな声と共に扉が開かれた。


　現れたのは長い金きん髪ぱつが印象的な青年神官──サイラスである。


　もっとも、このときはまだお互いに名乗ったりはしていなかったが。


「なんだ、まーだそんな暗い顔してんのかよ。愛想悪いなあ、傷ついちゃうぞオレ」


　サイラスは気安く近づくと、アルの手を取って脈を測りはじめた。


　アルが目覚めてから一日一回、必ずこの青年がやってくる。


　自分の治ち療りようを担当しているのがサイラスであることは、当時のアルも理解していた。


「よーし、だいたい問題なしっと」


　顔色の確認、口こう腔こう内の確認、傷跡の確認、その他もろもろ。


　軽けい薄はくなわりには手早くチェックを終えて、サイラスは呵か々かと笑う。


「いやー、よく治ったなお前。死んでもおかしくなかった傷だったんだぞ。つーか、むしろ生きてる方がおかしい傷だった。胴どう体たいがほぼ両断されてたからなー」


　ほれほれ、とアルの胴体を指してサイラスは言う。


　軽薄な神官の示すとおり、アルの右みぎ肩かたから左脇わきにかけて大きな傷跡ができていた。


「ホントよく蘇そ生せいしたよ。たいした生命力だ。……ま、もちろんオレの腕が抜ばつ群ぐんによかったこともあるけどな？　感謝してもいいんだぜ？」


　押しつけがましく言うサイラス。


　──実際、治療したのがサイラスでなければアルは命を落としていただろう。


　後にアルの傷跡を見た別の神官が、その治療技術に舌を巻きつつそう言っていた。


「というわけで、そろそろ恩人たるこのオレに何か一言あってもいいんじゃないか？　何とは言わないがお前の名前とか！　ほれ、どうだ！　カモン！」


　変に高いテンションで自分自身を指さすサイラス。


　アルの答えは無い。


　──いや。


　最初から、アルの反応は何もなかった。


　サイラスが部屋に入ってきてから、いや、その前から。アルは身じろぎもせずに虚空へと視線を注いでいる。動くのはまばたきと、呼吸による胸の動きだけ。


　いくら話しかけても、手を取っても、アルの反応はない。


　サイラスの笑顔が苦い物へとすり替かわってゆく。


「傷は、ほぼ治ってるんだがなあ……」


　ついに消えた笑みで神官がつぶやいたその時。


「……ん？」


　ガチャガチャと特とく徴ちよう的な足音にサイラスが顔を上げる。多人数の、しかも重武装の鎧よろいを着たものたちが立てる足音だ。


　音の主はアルの病室前まで来ると、問答無用で扉を開いた。


「失礼する、サイラスどの」


　現れたのは四人の兵士たちだ。


　身を包むのは白い全身鎧。兜かぶとを脇に抱かかえ、顔のみを露ろ出しゆつしている。全員が岩のように無骨な、よく鍛きたえた顔をさらしていた。その肩かたには旗をくわえた白はく竜りゆうが刻まれている。


　大国グラスウェルズにその名も高き白竜騎き士し団の紋もん章しようだ。


「あー、またあんたたちですか」


　入ってきた面々を見て、サイラスが声を上げる。


　すると四人のうち先頭の男──右眼に傷を持つ有角族セラトスの男がじろりと神官を睨にらみ付け、重々しく口を開いた。


「本日も尋じん問もんをさせていただきたい。よろしいか」


　提案の形を取っているが、有う無むを言わせぬ重みが含ふくまれていた。


「状態は問題ないですけどね。意味はないと思いますよ」


「意味がないかどうかは我々が判断する」


「へいへい。……じゃあ、いつもの通り治療担当者として付つき添そわせていただきます」


　神官の言葉にひとつうなずくと、兵士たちはアルの寝台へと近づいた。


　四人で取り囲むように立つと、先ほどの有角族の男が再び口を開く。


「私は白竜騎士団、ドールセント方面軍〝深緑の巌いわお〟大隊第四班隊長グラン・ラルゴである。貴き殿でんに十の月第六の日に起きたことについて伺うかがいたい」


　よどみなく紡つむがれた言葉に感情の色はない。


　あくまでも公務であると、有角族の兵士グランはその響ひびきだけで語っていた。


「貴殿の名はアル・イーズデイルであることは相そう違いないか」


　アルの反応は無い。


　眉まゆひとつ動かすことなく、グランはきっかり三十秒後に次の問いを発した。


「貴殿が〝剣けん聖せい〟テオドール・ツァイスの直じき弟で子しであることは相違ないか」


　やはりアルの反応は無い。


　わずかに視線を向けることも、体のどこかを震ふるわせることすらない。


　グランの低く、うなるような声をただ受け流すのみ。


　再び有角族の男はきっかり三十秒後に口を開いた。


「あの日、貴殿はテオドールと共に山中で修しゆ行ぎようをしていた。……相違ないか」


　腹に残るような低い声が病室の壁かべに吸い込まれ、消えてゆく。


　三度、三十秒の沈ちん黙もく。


「その後、付近の村には戻もどらず山中で野宿の準備を始めた。これはとある狩人かりゆうどから証言を得ている。……相違ないか」


　──三十秒。


「その夜、貴殿はテオドールに斬られた。……相違ないか」


　──三十秒。


「テオドールは貴殿を斬った後に、その場を去った。……相違ないか」


　また、三十秒。


　一いつ切さいの反応が無いアルに、サイラスは首を横に振ふる。


　グランは目を伏ふせて、声のトーンを少し落とした。


「これが、最後の質問だ」


　奇き妙みような緊きん張ちよう感かんが病室を包む。


「なぜ貴殿はテオドールに斬られたのか、その経けい緯いを教えていただきたい」


　十秒。


　二十秒。


　──三十秒。


　やはりアルの反応は無い。


「…………本日は不調のようだ。また改めて参る」


　言葉が号令であるかのごとく、アルの周囲を取り囲んでいた兵士たちが部屋を出て行く。


　最後まで部屋に残っていたグランに、サイラスが声をかけた。


「……毎日ご苦労さんです。申し訳ないね、いつもこんな形で」


「これが任務ゆえ、気になさらず」


「まあそうは言っても、このやりとりを繰り返してもう一週間。オレも治療担当として申し訳なく思うわけですよ」


「貴殿の気き遣づかいには頭が下がる。その心持ちがあればこその蘇生だろう」


「え!?……いや、ははは、そんなほめても何も出ませんよ」


「貴殿はこの患者の治療を続けるために、部隊を離はなれたと聞いている。軍人としてはよい行ないではないのだろうが、人としてその姿勢は見習いたいものだ」


「まあ、その、途と中ちゆうでほっぽり出すのは気になるんで。そんなもんですよ、ははは……」


　褒ほめそやすグランの言葉に、気まずそうな笑みで対応するサイラス。


　真ま面じ目め一いつ徹てつの軍人は、その態度を褒められ慣れていないものだと判断したようだった。


「しかし……」


　鋭するどい視線がサイラス越ごしにアルへと飛ぶ。赤毛の青年は、変わらず虚空を見つめるのみ。


「彼は回復する見込みがあるのだろうか」


　独り言に近いそのセリフに、サイラスも顔を引き締しめる。


「傷は、もうほぼ治ってる。んでも、あんな状態なのは……」


「心の傷、か」


「それしか考えられませんね」


　肉体的損傷が回復しても、心が壊こわれてしまい、元の人間には戻らない。


　過か酷こくな戦場から帰き還かんした兵士の中に、稀まれに見られる症しよう状じようだ。


「最初は何か隠かくしているが故ゆえに沈黙しているのかと思ったものだが」


　グランは重く徒労感の混じった息をつく。


「一週間この様子では、そう単純なものでもなさそうだ」


「隠しているとしても話せない、ってのが正しいでしょうね。……何があったか知らないけど、根は深いですよ」


「──だとすると、復帰は難しいかもしれんな」


　つぶやいたグランの言葉を、サイラスは否定しなかった。


　二秒目を伏せて、有角族の兵士はアルに背を向けた。ガチャリと全身鎧が音を立てる。


「また明日あした、この時間に参る」


「はいはい。ご苦労さんです」


　隙すきのない歩調で去る兵士を見送り、扉を閉めてから、サイラスはがくりと肩を落とす。


「あのテンポは疲つかれるわー。……お前もそう思わねえ？」


　アルに向けて力のない笑みを向けるが、やはり反応は無い。


「はぁ。わかっちゃいるけど、寂さびしいなコレ」


　サイラスのつぶやきには、色いろ濃こい疲ひ労ろうが現れていた。


　それでも反応のないアルを、サイラスはじっと見つめた。


　海を映したような青い目が、魂たましいの抜ぬけた赤毛の青年に注がれる。


　病室から音が消える。窓からそよぐ風がかすかに街のざわめきを伝え、かろうじて外界との繫つながりを主張する。


　──ふと、神官の顔が歪ゆがんだ。


　眉み間けんにしわが寄り、唇くちびるを歪め、目め尻じりに力が入る。


　それはまるで、痛みをこらえているように。


「ぁ……」


　サイラスの口が開く。


　拳こぶしが握にぎられ、喉のどが震え、言葉を発しかけて……。


「──っ」


　金きん髪ぱつの神官は首を振り、その言葉を飲み込んだ。


「あー、なんでもない」


　ひとつ息をつき、笑みを形作る。


　なんとか口をつり上げた程度の笑みは、明らかに引きつった、不自然なものだったが、この場にそれを指し摘てきするものはいない。


「うし、そんじゃオレも今日は帰るぜ。また明日な」


　わざとらしいほど明るい調子でそう言い、サイラスは手を振って病室を去っていった。


　残されたアルは、ただ虚こ空くうに視線を注ぎ続ける。


　何もせず、ただじっと──。





　それから数日。


　判で押したように同じ時間をアルは過ごしていた。


　ベッドに半身を起こしたまま眠ねむり、目が覚めても虚空を見つめるのみ。


　診しん療りよう所じよの人間が強引に食事を取らせているものの、動かない体からは肉が落ち、皮ひ膚ふの下からうっすらと骨が見え始めていた。


　サイラスもグランも毎日決まった時間に来るものの、やはり変化はなし。


　兵士たちの顔には日に日に疲ひ労ろう感かんが増していた。


　そんな繰くり返かえしに変化があったのは、アルが目覚めてから十日後。


　アルがテオドールに斬きられてから半月ほどが経たったある日のこと──。





　ノックの音に、サイラスは思わず振り向いた。


「およ？　なにか忘れ物っすか～？」


　そんなセリフと共に扉とびらを開ける。


　グランたちは先ほど帰ったばかりだ。サイラスがそんな声をかけたのも、無理からぬ事だろう。……だが。


「…………忘れ物？」


　扉の向こうにいたのは、鋭い目つきの少女だった。


「おぉ」


　思わず感かん嘆たんの息を漏もらすサイラス。


　黒くろ髪かみに紫むらさきの瞳ひとみ。隙のないたたずまいと目つきは刀とう剣けんのそれを思わせる。


　動きやすそうな服装の中、手に持った長い包みだけが浮ういていた。


「これはこれはお嬢じようさん、こんなところに何かご用ですか？」


　生来の女好きを発揮し、精せい一いつ杯ぱいに作った顔と声でサイラスが語りかける。


　それは一枚の絵画を思わせるほどに美しい仕草だった──が。


　黒髪の少女は、がらくたでも見るような冷たい視線をサイラスに送るのみ。


「……え、えっと」


　作った顔のまま、額に脂あぶら汗あせを浮かせながら金髪の神官はうめいた。


「ここに、何か用事ですか？」


「……アル・イーズデイルは？」


　少女の答えは素そっ気けない。


「アイツに用事？　って、もしかしてキミ、アイツの知り合い？」


　途と端たんに素すに戻るサイラス。


　少女は黙だまったままコクンと首を縦に振った。


「あ～、その、キミがどこで聞いてからここに来たかわかんないけど。アルは……いるっちゃいるんだけどさ」


　まいったな、とうめきながらサイラスは頭を搔かく。


「正直、相手ができる状態じゃないんだよね。申し訳ないけど、またの機会にしてくんないかな。なんだったら、埋うめ合あわせはオレがするけど──」


「……いらない」


　またもや素っ気なくそう言い、少女はサイラスの横を抜けようとする。


　慌あわてて神官は行く手をふさいだ。


「とと、待て待て！　今言った通り、アルは人に会える状態じゃないんだって！」


「──知ってる」


　少女が小さくつぶやくと、その体が奇妙に揺ゆらいだ。


　と思った瞬しゆん間かん、少女は病室へと入っていた。扉はまだ開け放たれてもいないはずなのに。


「いつの間に……、ってちょっと！」


　慌てて振り返るサイラス。


　少女はベッドの横に立ち尽つくし、アルの変わり果てた姿を見つめている。


　ほんのかすかに、その視線に苛いら立だちを宿しながら。


「…………」


「な、会える状態じゃないって言ったろ？」


　無言でアルを見つめる少女の背後からサイラスは声をかける。


「せめて今はそっとしておいてやって──」


「……知っていた」


「え？」


「アルの状態のことは、既すでに知っていた」


「知ってたって、そりゃ一体……」


　少女はサイラスの言葉に耳を傾かたむけず、手に持った包みをほどく。


「っておい！　あんた、それは……！」


　サイラスは思わず声を上げる。


　長い包みの中から現れたのは剣けんだった。細かくひびの入った、武器としては使い物にならないであろう二本の長ちよう剣けん。無骨な金属の固まりが、陽ひの光に照らされて無む惨ざんな姿をさらしている。その、廃はい棄き確実の長剣を目にして。





　アルの視線が、動いた。





「……っ！」


　サイラスの目が見開かれる。


　憤ふん怒ぬ、疑念、歓かん喜き、悲ひ嘆たん、絶望──。


　虚きよ無むしか映さなかったアルの顔に、いくつもの感情が去来するのを目まの当たりにして。


「……やっぱり、コレに反応すると思っていた」


　対する少女は冷たくそう言うと、アルの膝ひざに二本の剣を置いた。


　アルの視線は外れない。じっと剣を見つめるままだ。


「な、なあ、アンタ……」


　突とつ然ぜんの変化に驚おどろきつつ、サイラスはささやくように少女へ話しかけた。


「ナーシア」


「え？」


「私の名前」


「あ、ああ。じゃあナーシア、これは一体どういうことだ？」


　サイラスはちらりとアルを見る。


　アルは震ふるえる手で剣を手に取り、鼻が触ふれそうな距きよ離りでそれを見つめていた。


　今まで、まったく動かなかった青年が。


「あの剣は、アルの師・テオドールが使っていた剣」


「え？」


「グラスウェルズ軍が回収して調べていたけど、特に何も無かったから預かってきた」


「預かってって、アンタ一体……」


「私も軍属。……加えて言えば、アルの兄弟弟子にあたる」


「って、おい！　それってもしかしてアンタもあの〝剣聖〟の……？」


　サイラスの問いに、ナーシアは静かにうなずいた。


「数年剣けん術じゆつを教わっただけ。……アルのような直弟子ではない」


「……ナー、しあ」


　サイラスとナーシアの会話に、かすれた音が割ってはいる。


　獣けもののうなりにも似たその音が、アルの口から発されたものだと気がつくのに、サイラスは一いつ瞬しゆんの時を要した。


「……アル」


「この、剣は──ドコで？」


　声はかけども、アルはナーシアを見ていない。必死に、ただ必死に剣を確かめている。


「あなたが倒たおれていたすぐ隣となりに。今まではグラスウェルズ軍が預かっていた」


　ナーシアは淡たん々たんと感情を込めずに言葉を紡つむぐ。


「軍ガ……？」


「テオドール・ツァイスは罪人として死んだから。念のために調査していた」


　びくりと、アルの体が震える。


　剣に釘くぎ付づけになっていた視線が、ゆらりと動いてナーシアを捕とらえる。


　──黒い泥どろが煮にえたぎる空くう洞どう。


　今のアルの瞳は、喩たとえるならばそんな言葉になるだろう。


　どこまでも暗く、どこまでも虚うつろな洞どう窟くつ。だが、その底には闇やみのような泥がこびりつき、煮えたぎっている。


「テオが……、なんダッテ……？」


　泥の中から憎ぞう悪おという泡あわをにじませて、アルは声を発する。


　だが、およそ人とは思えぬ視線に身をさらしながらも、ナーシアは眉まゆひとつ動かさない。


　薄うすい紅べに色いろの唇くちびるが、かすかに動いて言葉を紡ぐ。


「テオドール・ツァイスは罪人として死んだ。……そう言った」


「──っ！」


　目を見開くアルに、ナーシアは一歩近寄る。


「アル、テオドールの最さい期ごを聞きたい？」


　アルは答えない。よどんだ瞳でナーシアを見上げるのみ。


　その沈ちん黙もくを肯こう定ていと取ったのか、少女は静かに語り出した。


「アル、テオドールは死んだ。グラスウェルズ軍と相打ちになって、死んだ」


「…………」


　アルは食い入るようにナーシアを見つめている。


「あの日、テオドールはあなたを斬った後、近きん隣りんの村に降りた──と言われている」


「言われて……？」


「ここについては確認ができていない。……生き残りがほとんどいないから」


　物ぶつ騒そうなことを言いつつ、ナーシアは続けた。


「あなたは覚えている？　あのそばに、開かい墾こんをしたばかりの小さな村があったことを」


「……覚えて、いる」


「その村の生き残りが証言した。あの夜、テオドールは抜ぬき身みの剣をぶら下げたままふらりと現れたのだと」


　テオドールは村人と顔見知りであったらしい。


　山で修行をする男と少年は、村でも話題になっていた。特にテオドールは数日にいっぺん、山で取れたものを酒に交こう換かんしにくることで、村人と交流を持っていたのだと言う。


「最初にテオドールに声をかけたのは、何度か彼と酒を酌くみ交わしたことのある男性だった。交流があったことで、男性は安心していた。剣を持ったテオドールに、話しかけ──そして斬きられた」


「え……？」


「問答無用だった。村の男性はただ話しかけ、斬られた。きれいに首を切断されて」


　つう、とナーシアは自分の首を指で撫なでる。


「村人は──、すぐには異変を認識できなかった。この村の住人は辺境を拓ひらくことで戦いくさを避さけた人たち。だから〝人が人を殺すこと〟に慣れていなかったのかもしれない」


　それが次の惨さん状じようを生んだ、とナーシアはつぶやくように言った。


　わずかな沈黙を挟はさんで、少女は次の言葉を口にする。


「テオドールは、誰だれ彼かれかまわず村人を殺し始めた」


　無言のまま、アルが凍こおり付く。荒あれていた呼吸が静まり、発散していた怒いかりの空気がなりを潜ひそめて行く。代わりに瞳ひとみに宿るのは──明らかな殺気。


「テオドールは老人、子供、女性、そのすべてに関かかわりなく、村人を殺さつ戮りくした。……現在、村の生き残りはたったひとりしかいない」


　語るナーシアの口調に変化はない。


「その生き残りが、近隣の軍に助けを求めた。異変を察知した軍は、すぐさまに部隊を村へと派は遣けん。村の惨状を見て、軍はテオドールを拘こう束そくすることを決定した」


　偶ぐう然ぜんにもグラスウェルズ軍の正規部隊、白はく竜りゆう騎き士し団が近くで演習を行なっていたため、相当数の部隊が出しゆつ撃げきをしたと、ナーシアは付け加える。


「軍が行なった降こう伏ふく勧かん告こくをテオドールは無視。この時点でテオドールは討とう伐ばつ対象に変へん更こうされ、戦せん闘とうが開始された」


　月明かりも霞かすむ夜、酸鼻を極きわめる惨状の中。


　名高き白竜騎士団と、最強を謳うたわれた剣聖の戦いが繰くり広ひろげられた。


「戦いは──一晩に及およんだ」


　ナーシアは淡々と語り続ける。


「騎士団は、時間をかけてテオドールを追おい詰つめる作戦をとった」


　最初、騎士団も正面から剣聖に対たい峙じしたらしい。大陸最強を誇ほこる騎士団は、まさか個人の戦闘力に圧あつ倒とうされるとは思わなかったのだろう。


　だが、被ひ害がいを出した彼らはすぐさま方針を変更した。むやみに撃げき破はするのではなく、行動を封ふうじるための作戦に。


「結果──、出撃した七つの部隊の内五つが半はん壊かい。数知れない死傷者を出した後、白竜騎士団はテオドールを討ち取った。テオドールがわずかに見せた隙すきに、騎士が五人がかりで突とつ撃げきして心の臓に槍やりを突つき立たてた」


　長々と語り終えて、ナーシアは目を伏ふせる。


「テオドールは今や罪人。罪のない村人に手をかけ、軍を半壊させ、あまつさえたったひとりの弟子にまで手をかけた」


　少女の言葉は最後まで静かで、冷たい。


「〝堕おちた剣聖〟──それが今のテオドールの字あざな」


「そんな話を──」


　固い口調で、アルは答える。


「──俺が信じるとでも？」


「あなたが信じたくなくても、これは本当のこと」


「噓うそだ」


「いいえ」


「噓だ」


「いいえ」


「……噓だ」


「いいえ。──これが真実」


「……っ！」


　ぐにゃりと、アルの顔が歪ゆがんだ。


　殺気によって取とり繕つくろっていた仮面が外れ、怒りに染まった本ほん性しようが顔を出す。


　大地で押しつぶされていた溶よう岩がんが爆ばく発はつするように。


「──噓だッ！」


　叫さけびが虚こ空くうを切きり裂さく。窓の外に集つどっていた小鳥が慌あわてて空へと逃にげ出した。


「デタラメに決まってる！　テオが、アイツがそんなことするはずがねえ！」


　アルの右手が乳白色の壁かべを叩たたく。鈍にぶい音と共に、壁には黒いヒビが刻まれた。


「何年一いつ緒しよにいたと思ってる！　テオは理由もなく剣けんを振ふらねえ！」


　じわりとアルの右手から血が滴したたる。


　強く握にぎりすぎた爪つめが皮ひ膚ふを突き破ったのだ。


「ナーシア、お前の言っていることはひとつも信じられねえ……！」


「それでも──」


　少女は何度でも、首を横に振る。


「この話は、真実」


「こ、の──っ！」


　その瞬しゆん間かん。


　病室を黒い影かげが走った。


　瞬まばたきをする間もなく、アルがナーシアに飛びかかりその場に組み伏せたのだ。


　少女の背中が勢いよく床ゆかに押しつけられ、派手な音を立てる。


「噓だろ。……噓だと言えよ」


　ナーシアに馬乗りになるアルの形相は常じよう軌きを逸いつしていた。


　口くちの端はしからは血が滴り、目は見開き、瞳の奥おくはよどんでいる。


　その手はナーシアの首にすえられ、爪は白い肌はだに食い込み、紅あかい雫しずくをしたたらせていた。


「おい、ちょっと……！」


　慌てて割って入ろうとするサイラス。


　だがそれを細い手で止めたのは、当のナーシアだった。


「噓は言っていない」


　馬乗りにされている状じよう況きようで、少女は微み塵じんも揺ゆるがずに静かに答える。


「少なくとも、世間ではテオドールを否定している」


「……どういう、意味だ？」


「さっきの話は、グラスウェルズ軍に報告された内容を伝えただけ。……でも」


　ナーシアの言葉に、わずかに熱がこもる。


「私は──それを鵜う呑のみにしているわけではない」


「ナーシア……？」


「もしこの先を聞きたいのなら」


「なら？」


「まずそこからどいて。……重い」


「あ、ああ……」


　毒気を抜かれたように、アルは拘束を外して立ち上がる。


　ナーシアは表情の読めぬ顔のまま、同じく立ち上がって埃ほこりを払はらった。


「で、どういう意味だ」


「言葉通り」


「それがわかんねえから聞いてるんだよ」


「……相変わらず、あなたは理解が遅おそい」


「うるせえな」


　妙みように馴な染じんだそのやりとりには、先さき程ほどまでの殺気はない。


　人知れず、サイラスがほっと息をつく。


　それを横目で確認しながら、ナーシアはアルへと話し始めた。


「まず、今までの話がグラスウェルズ軍の報告を元にしていることは理解した？」


「ああ、それはわかった」


「では、ここから先は私の感想であることも理解しておいて」


　今度はそう前置くと、ナーシアは言った。


「私も、テオドールの行動には違い和わ感かんを覚えている。あの人が殺戮を行なう姿が想像できないし、白竜騎士団に負ける姿も想像できない」


「ああ、同感だ」


「──ちょ、ちょっと待て！」


　うなずきあうふたりに、サイラスが割って入った。


「白竜騎士団だぞ？　グラスウェルズの正規部隊だ。それにも負けないって言うのかよ」


「負けねえよ」


「……少なくとも、見え見えの持久戦狙ねらいに引っかかる人ではなかった」


「ホントかよ、おい……」


　真顔で答えるふたりに、サイラスが黙だまり込む。


「話を戻もどす。ともかく、私もテオドールの最さい期ごには疑問を持っている」


「ああ、それじゃあ──」


「でも、真実はどうでもいい」


「……なに？」


　ナーシアの意外な一言に、アルは眉まゆをひそめる。


「もうテオドールは〝堕ちた剣聖〟として死んでしまった。彼は弟子を斬り、村人を殺し、軍と相果てた大罪人。……世間は彼をそうとしか見ない。結論は出てしまった」


「んな馬ば鹿かなことがあるか。真実がわかればそんなもの、いくらだって……」


「もう軍が発表してしまったのに？　もうその話が浸しん透とうしてしまっているのに？　テオドールのことを知らない人たちが何を信じると？」


「う……」


　矢や継つぎ早ばやに繰り出されるナーシアの言葉に反論できず、アルがたじろぐ。


「それに──、私は本当にテオドールが無実だと言う確信が持てない」


「な、なんだそれ。じゃあお前はテオが村人を惨ざん殺さつする人間だって言いたいのか？」


「違ちがう。私が確認したいのは──あなた」


「え……？」


　ナーシアの視線がアルの肩かた口ぐちに据すえられる。


　病人着の大きく開いた首回りの向こうには、真新しい傷きず跡あとがのぞいていた。


　肩から脇わき腹ばらに抜ぬけるように刻まれた、深い傷跡。


「テオドールは村人を殺し、軍と戦って死んだ。それが真実かどうか、私にもあなたにもわからない。でも」


　少女の白い指が、アルの傷跡を服の上から撫なでた。


「彼があなたを斬きったかどうか。それは、あなたが判断できるはず」


「──っ！」


　アルは逃げるようにナーシアから飛び退のいた。


　唇くちびるは震ふるえ、血の気の引いた顔をさらし、額には玉のような汗あせが浮うかんでいる。


　恐きよう怖ふにおののくその瞳ひとみが見ているものは、師に斬られた時の情景か。


「答えて、アル」


　少女は容よう赦しやせず、切り込む。


「あなたを斬ったのは……、テオドールなの？」


　半歩踏ふみ込こみ、わずかにアルを見上げながら。


　裁判官が罪人に罪を問うように、ナーシアは詰め寄る。


「それ、は……」


　ジリジリと下がりながらアルはうめき声をあげた。


　血の気が引き、顔色が赤から青へと変わってゆく。


「ぐ……」


「ちょ、ちょっと待て！　そこまでだ！」


　サイラスは慌てて飛び出した。


　おそらくは無意識にだろう。アルは胸の傷をかきむしり始めていた。


　──危険な兆候だ。下手をすれば治りかけた傷を自分自身で開いてしまう。


「落ち着け！　落ち着くんだ！」


　ナーシアとアルの間に割って入り、青年の両手を押さえる。


　必死に叫ぶものの、アルの混乱は収まらない。


　サイラスはそのまま背後のナーシアへと叫んだ。


「あんたもこれ以上やめてくれ！　コイツは、今日まで会話もできなかったんだ！」


「──ダメ」


　だが、返ってきた少女の声は氷のように冷たい。


「今ここで答えて。……あなたを斬ったのは、誰だれ？」


「あんた……！」


　少女を叱しつ責せきしようとして──サイラスは目を剝むいた。


　人形のように変わらなかったその顔に、初めて感情が見えたから。


　ほんのかすかだが、少女の顔には焦あせりが浮かんでいた。


「今引き下がれば、アルはまた元の状態に戻る。ここで──自分の傷を認めさせる」


「あんた、もしかしてわざと──」


　ナーシアは何も言わず、サイラスから目を外した。


「アル、答えて」


　氷のような声が病室に響ひびく。紫むらさきがかった藍あい色いろの瞳が、アルを射い貫ぬく。


　アルは視線を逸そらすこともできず、よろよろとたたらを踏んだ。


「う……」


　心中に渦うず巻まく泥どろが形を取る。


　固く閉ざした扉とびらの向こうに押し込めた記き憶おくが、言葉によって流れ出しつつあった。


　記憶は像を結び、あの日の状況を形作る。


「あれ、は……」


　木々が邪じや魔まをして、光の届かぬ森の中。双そう剣けんをぶら下げて立つひとりの偉い丈じよう夫ふ。


　その背後からアルが声をかけ、彼が振り向いたその瞬間──。


　鮮せん血けつが飛び散った。


「ぐ、う、うううううううう……」


　流れ出す血を見てから、アルは痛みと熱を感じた。


　斬られたと認識したのはさらにその後だ。


　どう、と倒たおれるその一いつ瞬しゆん。


　偶ぐう然ぜんに差し込んだ光で、確かにアルは見た。


　己おのれを斬った、その人物を──。


「──アル」


　三度、ナーシアは青年に詰つめ寄よる。


　アルは低くうなりながら、さらに数歩下がると壁かべを背にした。


「あなたを斬ったのは、誰」


「く…………！」


　息の詰まるような空気の中。


　ついに、アルはくずおれる。


「…………テオ、だった」


　右手で顔を覆おおい、言葉を絞しぼり出す。壁を背にした体がずるずると落ちていった。


「あれは……テオだったよ」


「────そう」


　ナーシアが息をつく。


「それなら、話は終わり」


「…………」


　空気が鉛なまりのようによどみ、重く沈しずみ込む。


　強い疲ひ労ろう感かんだけを残して。


「テオドールの最期に疑問はあるけれど、少なくとも彼が唯ゆい一いつの弟で子しに手をかける人物だったことは確か。……それだけで、十分」


　ナーシアはそう言って、テオドールを切り捨てた。


「理由も、経けい緯いもわかんないけど」


　詰まった息を吐はき出しつつ、サイラスが口を挟はさむ。


「確かに弟子を殺した人物なら、その後の蛮ばん行こうも納得できるのかもな」


「世の中に〝堕おちた剣けん聖せい〟の名前が広まって、それを覆くつがえせないのなら、後は個人個人がテオドールのことをどう受け取るか。……その答えは出た」


「それでも──」


　ふたりの会話に、押し殺した声が割って入った。


　歯を食いしばり、拳こぶしを握にぎって、アルは顔を上げていた。


「それでも、俺はテオを信じる」


「ええっ!?」


　声を上げたのはサイラスだ。


「お、まえ……！」


　たった今。


　たった今、アルはテオドールが自分を裏切ったことを認めた。


　それなのに──。


「テオドールは弟子であるお前を斬ったんだぞ！　お前を裏切ったんだ！　それでも『信じる』なんて言えるのかよ！」


「──言う」


　幾いく分ぶん固いが、それでもはっきりとその言葉は紡つむがれた。


「言ってやる。テオは村人を殺すようなヤツじゃねえ。罪人として死ぬようなヤツじゃねえ。世間がそう言うのであれば、俺がテオの真実を見つけてやる」


　アルの視線に、サイラスがひるむ。


「中ちゆう途と半はん端ぱな希望でそれを口にするのであれば、やめておいた方がいい」


　冷たい声でアルの勢いに水を差したのはナーシアだ。


「……なに？」


「何も見つからないかもしれない。もっとひどい真実が出てくるかもしれない。その時、あなたは耐たえられる？……テオドールに斬られた、あなたが」


「ぐ……」


「彼のことは諦あきらめた方がいい。それが──きっとあなたのため」


　ナーシアはそう言って首を振ふる。


　だが、しかし。


「それでも、だ」


　もう一度、アルはその言葉を繰くり返かえす。


「それでも俺はテオの真実を追う。真実を見つけてみせる」


「……アル」


　少女のつぶやきには、咎とがめるような響きがあった。


「俺は、俺が信じたものを信じ続けたいんだよ」


　しかし、アルは言葉を曲げない。


「テオのためにやるんじゃねえ。これは俺が生きるためにやる。……そう、しないと」


　そこで──アルはうなだれた。


「そうしないと、俺は何を信じていいか、わからねえ」


「…………」


　血を吐くようなつぶやきに、サイラスはこわばり、ナーシアはわずかに眉まゆを寄せた。


　ふたりは同時に理解したのだ。


　この青年の心は、やはり壊こわれかけているのだと。


　それまでの信しん頼らいと、突とつ然ぜんの裏切りの狭はざ間までアルの心はやはり悲鳴を上げている。師の罪を否定することを口にし続けていないと、つぶれてしまうほどに。


　あるいはテオドールが存命で、非道な裏切りを直接突つきつけてくれた方がアルにとってはまだよかったのかもしれない。


「なんだったら約束してやるさ。この名にかけて、この剣にかけて、この傷にかけて。……テオの真実を追い続けるってな」


「お前……」


　サイラスの口から言葉が漏もれる。


　痛々しかった。


　約束という言葉で自分を追い詰め、決意を補強する青年が。


　ひび割れた心を無理矢理に縛しばるその姿は、哀あわれなほどに滑こつ稽けいだ。


　──だからこそ、止やめろとは言えない。


「じゃあ、あなたはテオの真実を追うのね」


「……ああ」


　半ば諦めたように、ナーシアはその一言を口にした。


　わずかの間目を閉じ、再び開くと少女は人形の顔に戻もどる。


「それなら──傭よう兵へいになるといい」


「傭兵？」


「傭兵と言っても、ただ戦場で活動するだけの兵士ではなく、裏仕事を請うけ負おうようなもの。表に出てこない情報を探さぐるのであれば、そういった立場が必要」


「……なるほどな」


「それに、そういった傭兵になってくれれば私も協力できる」


「協力？　協力って、一体なんのことだ？」


　半ば強引にふたりの会話に割り込むサイラス。


「あー、知らなくて当然だと思うが。コイツ、とある貴族の下もとで密みつ偵ていをやってるんだよ。表おもて沙ざ汰たにならない情報はお手の物だ」


「え？　そうなの？　だってさっきは軍属って──」


「私の主はグラスウェルズ軍に属している。だから私も軍属のようなもの」


「…………なんかだまされたような気分だな」


「それはきっと気のせい。……ともあれ、傭兵への報ほう酬しゆうということであれば、私の主から情報を引き出せるかもしれない」


「ああ、その辺は頼たよりにさせてもらうぜ」


「わかった」


　機械的にうなずくナーシア。


「たくさん無茶をさせると思うけど、それは覚かく悟ごして」


「……大たい抵ていの無茶は修しゆ行ぎようで慣れてるさ」


　鼻で笑いつつ強がるアル。


「ふーん。でも筋力はだいぶ落ちてるけど、それはどーするんだ？」


　そんなアルの体をじろじろと見てサイラスが指し摘てきする。


　明らかに二回りは細くなった自分の腕うでを見て、アルは渋しぶい顔を浮うかべた。


「確かに……、鍛きたえなおさねえとな。しかも早急に」


「そうだなー、事件から時間が経たてば経つほど情報は風化するしな。ただでさえもう半月経ってるんだ。急いだ方がいい」


「言われるまでもねえ」


「オレが援えん護ごしてやるから、早々に実戦には戻れるさ。実戦に勝まさる修行はなしってな」


「ああ、そうだな──って、おい？」


「まずは体力回復、その次に戦せん闘とう勘かんの回復。……体力回復は温泉のある山中とかが良さそうだな。まずはその辺から探してみるかー」


「なあ、……なあ、ちょっといいか？」


　今後の予定を指折りながら確認していたサイラスを、アルが止める。


「今、お前がついてくるような話になってなかったか？」


「ああ、うん、もちろん一いつ緒しよに行くけど？」


「……はぁ？」


「だーかーら、オレもお前について行くって」


　理解が遅おそいとでも言いたげにサイラスは同じ言葉を繰り返す。


　アルは眉を歪ゆがませて、ため息混じりにこう言った。


「お前、今の話聞いてなかったのか？　裏仕事メインの傭兵になろうって話だぞ」


「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。オレ、こう見えてもつい数日前まで軍属だったんだから」


「何よりも、お前は縁えんもゆかりもねえだろ」


「おいおい、目の前でおいしいところまで話して生殺しかあ？　それは勘かん弁べんしてくれよ」


　肩かたをすくめて、サイラスは口をとがらせる。


「あんだけ話されたら、オレも気になるっつーの。最後までつきあわせてくれたってバチあたんないよ」


「そういう問題じゃなくてだな……」


　眉み間けんを押さえてつぶやくアルに、サイラスはあくまでも明るい声で応じる。


「それに、オレにとっても都合のいいことはあるんだよ」


「なに？」


「実はオレ、軍を抜ぬけたくてさあ」


「……は？」


「あ、オレ今も一応従軍神官なんだけどさ。もうむくつけき男どもと一緒に戦場暮らしするのはうんざりなんだよね」


　ぽかん、と口をあけるアルを気にせずに、サイラスは続ける。


「だいたい女の子にモテるために神聖魔ま術じゆつを覚えたのに、何の因果か軍にとっつかまっちまって。ここ数年、女の子とまともに話したこともないってーの。もうこんな美少女と顔を合わせたのは久しぶりなんだよ」


　サイラスに指をさされ、無表情で手を挙げるナーシア。


「いや、女の話はいいから。後お前もアピールすんな」


　律りち儀ぎにツッコミを入れるアル。


「で、軍を抜けたいってのは？」


「あー、うん。オレ、お前の治ち療りようを名目にここにとどまってるんだよね。治療が終わったら、ホントはそのまま部隊に戻らないといけないわけだ」


「それで？」


「でも、そっちのお嬢じようさんが口を利きいてくれるならこのまま軍から抜けられそうじゃん？　なあ、ナーシアだっけ？　あんた、それぐらいできるよな？」


「……可能は可能」


「ってことだ。オレはお前に協力する、その代わりにナーシアに協力してもらう。悪い取引じゃないだろ？」


　無む駄だなほどに爽さわやかな笑みを浮かべるサイラス。


　対照的に、アルは腕を組んでうなり声を上げる。


「つまりお前の言うことをまとめると、だ」


　眉間にしわを寄せて、アルは指を立てる。


「女と出会いたいから、軍を抜けたい……になるのか？」


「だーってさー」


　サイラスはあごを突き出し、肩を落とした。


「オレのいる前線は行けども行けども男どもばっかりなんだぜ？　たまーに女もいるけど、〝かわいい〟なんて口が裂さけても言えないような連中ばっかだよ。男勝まさりなんていう言葉じゃ足りないね。獣けもの、獣だよ、アイツらは」


　ブチブチとサイラスは不平を漏らす。


「オレの貴重な時間を、あんな場所で過ごしたくないっつーの」


「……そんなにいいもんかね、女って」


「お前、それは女を知らないヤツの発言だぞ！　もしくはモテるヤツの発言だ！　前者だったら馬ば鹿かにしてやる！　後者だったらオレの敵だ！　どっちだ！　お前はどっちだ！」


「どっちもイヤだよ！　てかどっちかしかねえのか、お前の頭の中！」


「ちなみにアルは家族が全員女性。姉妹や母親にいじられていたから女性に興味がない」


「あっ、ナーシア！　お前……！」


「はっはっは、相棒。これから仲良くしような、家族ぐるみで。ところで歳としの近いお姉さんか妹さんはいない？」


「早っ！　身み替がわり早いよ、お前！」


　今度は肩を組んで揺ゆさぶるサイラスを引っぺがすアル。


　ぜいぜいと息をつきながら、強引に話を戻した。


「で、まあお前の理り屈くつはわかったけどさ。それでもついてこさせるのは……」


「なんだよ、まだそんなこと言うのかよ。役に立つぜー、オレ」


「けどな……」


「──確かに彼は役に立つと思う」


　サイラスにとって、意外な助け船はナーシアから入った。


　密偵の少女は感情のこもらぬ目でサイラスの姿を確かめると、口を開いた。


「裏仕事をするのであれば、バックアップは必ひつ須す。腕のよい神官や聖せい騎き士しは喉のどから手が出るほど欲ほしい。少人数で行動する時は特に」


「それは、まあ、わかるけど……」


「彼の場合、神聖魔術の腕は証明済み。……アルを治したことで」


「む……」


「傷を見ればわかる。その傷は十中八九死に至る傷」


　ナーシアの細い指が、アルの肩かた口ぐちから脇わき腹ばらまで──人体の急所をいくつも通り過ぎている刀傷をなぞる。


「そうそう、信用してくれていいんだぜ？」


「……どことなく、そぶりが信用できないところはあるけれど」


　調子に乗るサイラスに毒を刺さすことも忘れない。


「けどな、俺の問題に見ず知らずのヤツを巻き込むのは……」


「そんなこと気にすんなよ。やばくなったら、オレはさっさと逃にげるさー。こう見えても逃げ足には自信あるんだ。戦場で鍛えたのはせいぜいこれぐらいだからな」


「逃げ足って……」


「なんだったら証明してみせようか？」


　パシンと足を叩たたくサイラス。どうだとばかりに、笑みを浮かべる。


　その子供のような表情に、アルはついに手を挙げた。


「くくっ、……わかった、わかったよ」


「お、それじゃあ」


「よろしく頼たのむ」


「おうさ、任せておけって」


「……話はまとまった？」


　会話の隙すきを狙ねらって、ナーシアが口を挟はさんだ。アルとサイラスがそれぞれにうなずく。


「……では、グラスウェルズ軍へは私が話をしておく。多分すぐに何か仕事を振ふるから。準備は急いで」


「わかった。……最後にひとつ、聞かせてくれ」


　そう言うアルの声は重い。


「テオは……、本当に死んだのか？」


　アルの、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみがナーシアへと注がれる。


　密偵の少女はかすかに目を逸そらし、沈ちん黙もくするが──。


「……間ま違ちがいない」


　はっきりと、首を縦に振った。


「彼の遺体を、確認した」


「そう、か……」


　アルの口から、重い重いため息が漏もれる。


　剣けん士しは静かに目を閉じると、長い間その場に立ち尽つくしていた。


　黙もく禱とうを捧ささげるように。自身の覚悟を確かめるように。


「確かめねえとな──」


　この日から、アルの生きる意味が変わった。


　剣の腕を磨みがくわけでもなく、師の後を追うためでもなく。


　テオドールの真実をつかむため。


　そのためだけに、アルは旅を続けることになった──。





　　　　＊　　＊　　＊




　鈍にぶい震しん動どうがアルをまどろみから覚かく醒せいさせる。


　鯨くじらが身じろぎでもしたのだろうか。石の壁かべがカタカタと音を立てている。


「……寝ねちまってたか」


　アルは慣れた様子で頭を振った。


　視界に映るのは古城の部屋。入り口の扉とびらに寄りかかり、アルは床ゆかに座すわり込んでいた。


　備え付けられた寝しん台だいに横たわるナーシアから話を聞こうと、彼女の様子を確認しながら時間が過ぎる内にうたた寝をしてしまっていたらしい。


　ちらりと窓に目をやれば、太陽はまだその勢いを保ったまま天上にある。


　それほど長く時間が過ぎているわけではないらしい。


「こんな時に見るのが、よりによってこの夢とはね」


　傭よう兵へいに成り立てのころは、毎夜のようにこの夢か、テオドールに斬きられる夢を見ていた。


　うなされつつも、そのたびに目標を確認し続けていたものだ。


　最近はそれも減ってきていたのだが……。


「まあ今だけは、この夢を見ることに安心していいのかね」


　自じ嘲ちよう気味につぶやいて、アルは立ち上がる。


　テオドールの記き憶おくが流れ出してくるよりはマシ、という程度のものだが。


　夢に見るのが自分の記憶で、ほんの少し安心する。どれほど苦い記憶であっても。


「さて……」


　アルは起き上がって寝台に近づく。


　黒くろ髪かみの密みつ偵ていは未いまだ苦しそうにあえいでおり、額に汗あせをにじませていた。


　古城探たん索さくの際に見つけてきた手ぬぐいで汗を拭ふいてやる。


　──と、ナーシアがうっすらとまぶたを開いた。


「ナーシア。……大だい丈じよう夫ぶか？」


　片かた膝ひざをついて反応を窺うかがう。ぎこちなく、ナーシアの瞳がアルを捕とらえた。


「ア、ル……？」


　唇くちびるがわずかに動き、言葉を発する。


「なん、で……、あなたが、ここ、に？」


「お前と同じだ。俺も捕つかまったんだよ。あのファラフナーズにな」


「え……？」


「手も足も出なかった。こてんぱんだ」


　アルは肩かたをすくめ、椅い子すを引いて座りつつナーシアの顔を見る。


「で、なんとかここから脱だつ出しゆつしなきゃいけないわけだが──」


　密偵の意識が保っていることを目の光で確認しつつ、アルは続けた。


「お前、どれぐらい状じよう況きようを理解してる？」


「……わか、らない。何か、いろんな話を聞いた気は、する、けど」


　どれが現実で、どれが夢かの判別がつかないとナーシアは言う。


「わかった、簡単に説明する。……突とつ飛ぴな話が多いが、理解しろよ」


　ナーシアがうなずくのを待って、アルは説明を始めた。


　自分がファラフナーズに捕まった経けい緯い。


　テオドールの魂たましいを埋うめ込まれたこと。


　古城ごと鯨に乗せられ、空を飛んでいること。


　サイラスと協力して脱出作戦を計画していることを。


「……最悪、の状況」


「ああ、言葉もねえよ」


　ナーシアの感想にかぶりを振る。


「で、今のところ何の手がかりもねえからな。お前の話を聞かせて欲しい。……辛つらいところ悪いがな」


「……いや、いい」


「そう言ってくれると助かるぜ。で、なんでお前はここにいる？　やっぱりファラフナーズに捕まったのか？」


「私、は……」


　ナーシアはぽつぽつと語り出す。


　彼女はグラスウェルズの指令により、オルドフェルド丘きゆう陵りようの調査をしに来たという。


　──かの丘おかに古代の兵器が眠ねむっており、それを狙うものが最近出入りをしている。


　その情報の真しん偽ぎを確かめるため、派は遣けんされてきたとのことだ。


「古代の兵器って……もしかしてこの鯨のことか？」


「……多分」


　アルの言葉にナーシアがうなずく。


　丘陵にやって来たナーシアは、山間にあるこの古城を発見。古城に人がいることを確認した後、城の調査を開始した。


「その時に捕まったってわけか？」


「……正確には、隠かくし扉を発見した後に、見つかった」


「隠し扉だと!?」


　アルが気色ばむ。


「……そう。私が発見したのは、図書室の奥おく」


「中にあったのは？」


「長い長い通路。その向こうに巨きよ大だいな扉があった」


「扉？　それだけか？」


「その扉は開いていない。……その前に捕まったから」


「あ……」


「何も、できなかった。いきなり背後を取られ、それで、おしまい」


　かすかに首を振るナーシア。


　アルは重いため息をつく。


「俺と同じか……」


「おな、じ……？」


「俺も、何度も背後を取られた。しかも戦せん闘とう中にだ。どうやって動いているか、まったくわからなかった」


「……気配を感じることも、できなかった」


「お前がかよ……」


　アルの顔がさらに苦い顔となる。


　同じテオドールの剣を学んだ仲ではあるが、アルとナーシアの持つ技術はだいぶ違ちがう。


　アルはあくまで剣士、ナーシアはあくまで密偵である。


　アルが〝目の前の敵を倒たおす〟技術を磨みがいてきたのなら、ナーシアは〝いかに敵に見つからないか〟という技術を磨いてきた。知覚能力ならば、アルの数段上を行くはずだ。


　だが──そんなナーシアでもファラフナーズの移動を見切ることはできなかったという。


「ったく、イヤになるぜ」


　やれやれとアルは首を振った。


「けど、いい話だ。その隠し部屋とやら、調べてみる価値はあるな」


「……調べて、どうするの？」


「鯨を止める方法を探す。バーランドに突とつ撃げきなんてさせてたまるか」


　バーランドに住む人々の顔が、アルの脳のう裏りをかすめる。


　圧政から解放され、笑顔を浮うかべる街の人々。


　彼らを守護するために、身を削けずって国を保とうとする仲間たち。


　その破は壊かいを止められずして──。


「何が第一の騎き士しだ」


　吐はき捨すてるようにつぶやくアルを、ナーシアはしばし見つめた後に口を開いた。


「……確かに、それならあの扉を調べる価値はある。扉とびら越ごしにも伝わるほどの、強きよう烈れつな魔ま力りよくを感じた。──でも」


「でも、なんだよ」


「そこで鯨を止める方法が見つからなかったら、どうする？」


　じっと、ナーシアはアルを見つめる。


「バーランドまでの期日はあと数日。それまでに制せい御ぎよ装置が見つからない可能性がある。見つかっても動かせない可能性もある。その時は、どうする？」


「その時は」


　ナーシアの言葉を切って、アルは背中の剣に手をかけた。


「コイツを使う」


　テオドールの形見。あの日、ドールセントでナーシアから渡わたされた剣。


　神具、〝憤ふん怒ぬの神剣〟。


「……使える？」


「今なら多分」


「それは──テオドールの魂に侵蝕されているから？」


　部屋に沈ちん黙もくが降りた。


　アルは正面からナーシアの瞳ひとみを受け止め。


「……ああ」


　言葉少なにうなずいた。


　ふ、とナーシアが息をつく。


　寝ね返がえりをうち、密偵は精せい緻ちな装そう飾しよくの施ほどこされた天てん井じようを見つめた。


　神々と邪じや神しんの戦いが描えがかれた、色いろ鮮あざやかな天井画。


「……アル、やっぱり聞いておく」


「なんだ？」


「さっき、テオドールがバルムンクだという話を聞いた」


「ああ、確かにしたな」


「……もし、それが真実だとして」


　ナーシアは一いつ拍ぱくおいて、言った。


「なぜ──テオドールは死んだの？」


　つぶやかれた一言が、壁にしみいる。


「テオドールがバルムンクの中で重要な立ち位置にいたのなら、彼は死んではいけない身のはず。復活を企たくらむようなシチュエーションになっている方が不自然」


「…………ああ、俺もそう思う」


　重々しく、アルもうなずいた。


「バルムンクはテオを死なせちゃならないはずだった。他の誰だれが死んでも、神しん竜りゆう王おうを抹まつ殺さつする役目のテオだけは」


「けれど、現実にテオドールは死んでいる」


「ああ。なんでテオは死んだ？　どうやって死んだ？　あれほどの強さを誇ほこり、バルムンクに守られたテオを」


　アルは自分の胸を押さえる。そこに埋め込まれたはずの、テオドールの魂を。


「何かあるんだ、そこに。何かが──」





　　　　＊　　＊　　＊




　一階西方に位置する図書室の最さい奥おう。


　ナーシアの言うとおり、その扉とびらはあった。


　ふたつの書しよ棚だなを動かした向こう、ご丁てい寧ねいに壁かべ紙がみに同化するように配置された一枚の扉。


　周囲に気を配りながら、アルはその扉に手をかける。


　埋め込むようなノブを手で回そうとして──。


「……ん？」


　ノブが回らない。


　つっかえがしてあるわけでもないのに、押し固められたかのようにピタリと動かない。


「これは──」


　アルは扉へとしゃがみ込む。


　なんの変へん哲てつもない、すり減った鉄の扉だ。


　それなのにノブだけが回らないということは……。


「魔ま術じゆつか」


　よく見れば、アルがドアに触ふれた瞬しゆん間かんわずかに光を放っている。


　おそらく、ナーシアが潜せん入にゆうした後魔術によって施せ錠じようしたのだろう。


「それくらいの対策はしてるか」


　ふん、と鼻を鳴らすアル。


　今は位置を確かめたかっただけだ。魔術錠への対処はまた次の機会にすればいい。


　内心でそうつぶやき、アルは腰こしを浮かしかけ──。


「ん？」


　その目の端はしに、見覚えのあるものが引っかかる。


　扉の下、膝ひざほどの高さに刻まれている紋もん章しよう。すり減ってはいるが、あの紋章は。


「まさか……」


　埃ほこりを払はらい、形をあらわにする。


　それは、確かにアルの知る紋章だった。


　左に竜りゆう、右にオオカミワシをあつらった特とく徴ちよう的な紋。


　アルがその旗の下もとに帰ってくると誓ちかったその形。──フェリタニアの紋章だ。


「馬ば鹿かな」


　呆ぼう然ぜんとアルがつぶやく。


　フェリタニアはつい二か月前にできあがったばかりの国だ。


　その紋章が、この鯨くじらに刻まれているはずがない。


「だが、これは……」


　左に竜、右にオオカミワシの紋章は確かにそこにあった。


　どう見ても見み間ま違ちがいようのない、フェリタニアの紋章だ。


「いないと思えば、こんなところで何をしているのデスか？」


「──っ！」


　特徴的なイントネーションは背後から聞こえた。


　振ふり向むけば、図書室の入り口でファラフナーズが笑い声を立てている。


「密みつ偵ていさんに聞いたのデスか？　ここの場所を」


「……ああ、お前の想像の通りだ」


「今は魔術で鍵かぎをかけていマスから、通とおり抜ぬけはできマセンよ」


「そうみたいだな。だがそれよりも──」


　アルは立ち上がって、扉の下方を指さす。


「この紋章はなんだ？」


「紋章、デスか？」


　はて、と首をかしげるファラフナーズ。


「なぜここにフェリタニアの紋章がある。八百年前から存在する、この鯨の中に」


「…………」


　しばしの間、ファラフナーズは首をかしげたままいぶかしげな顔をしていたが。


「ふ……、ふふふふふ」


　何かに気がついた途と端たん、身を震ふるわせて笑い始めた。


「ははははははははははっ！」


「何がおかしい」


「くくっ！　いや、これはまたしょうがないのデスが」


　今度はアルがいぶかしげな顔になる。


「アナタの言っている意味がようやく分かりマシタ。これは確かにフェリタニアの紋章デス。ただし、アナタのフェリタニアではありマセンが」


「な、に？」


「アナタは知らないかもしれませんが。フェリタニア、という国は過去にもあったのデスよ。このアルディオンに」


　くつくつと喉のどの奥を鳴らしながら、ファラフナーズは続ける。


「その名はフェリタニア統一帝てい国こく。このアルディオンにできた最初の国であり、唯ゆい一いつ大陸を統一した帝国の名前デス」


「馬鹿にするな。そのくらいは知っている。だがこれは──」


　アルは扉の紋章に目を走らせる。


「統一帝国の名前を借りたのだから、紋章も似せたのではないのデスか？　そのすり減ったものならば、特にそう見えてもおかしくはありマセンし」


　言いながら、ファラフナーズは左手を覆おおっている手て袋ぶくろを脱ぬぐ。


　そして静かに手ての甲こうをアルに指し示した。


「これが正式なものデス」


「…………」


　その紋章は、確かにアルの知る新フェリタニアの紋章とよく似ていた。


　左に竜、右にオオカミワシ。


　だが四方に宝具が配置されているなど、細部は異なっている。


「これでわかりマシタか？」


　再び左手を手袋で覆い、ファラフナーズは再びクスクスと笑う。


「アナタの国の紋章とは別のものデスよ」


「ああ、そうみたいだな。それならもうひとつ聞かせてもらうぜ」


「なんデスか？」


「なぜ統一帝国の紋章が、ここにある」


　ピクリと、ファラフナーズの眉まゆが動く。


「統一帝国がとうの昔に無くなったことは俺でも知っている。それなら、ここに刻まれている紋章はなんだ？　なぜこの鯨に刻まれている？　なぜ──お前の手にそれがある」


　立て続けに質問を叩たたきつけるアル。


「今日は答えてもらう」


　じっと、琥こ珀はく色いろの瞳が妖よう女じよを突つき刺さした。


「──お前は、何者だ？」


　低くつぶやかれた言葉は冷たい刃やいばのように空気をえぐる。


「あー、わかりマシタ。わかりマシタ」


「……？」


「アナタはしつこい人デスね。……こんなもの、見せなければよかったデス」


「答えろ」


「わかってマス。ただし答えられることだけデスよ」


　諦あきらめのため息をついて、いやいやファラフナーズは語り出した。


「アナタはセインという存在を知っていマスか？」


「──セイン？」


　唐とう突とつに挙げられた単語に、アルは眉をひそめた。


「そりゃ、知ってるが……」


　それはアルディオンに住むものなら、必ず聞かせられるおとぎ話。


「この大陸に初めて足を踏ふみ入れた英えい雄ゆうの総そう称しようだ。勇ゆう敢かんにも魔ま族ぞくと戦った彼らをねぎらうために、神々はこのアルディオンを与あたえた」


　アルは物語をそらんじる。それは遥はるか東方、エリンディル大陸に端たんを発する物語。


　その頃ころ、大陸は人間と魔族との戦いに染まっていた。神の眷けん属ぞくたる人間と、邪じや神しんの眷属たる魔族。両者は長い長い間戦い続けた。


　それを制したのは人間の英雄たち。


　みずからの力で神に近い力を手に入れた彼らを、人々はセインと呼び、敬った。


　神々は自分たちに代わって魔族を制した彼らをねぎらい、新しい大陸へと招待した。


　それがアルディオン大陸。セインとは、つまりアルディオンに住むものたちの祖である。


「……まさか」


「そのまさかデス」


　ファラフナーズは自分の胸に手を当てる。


「ワタシはそのセインのひとりデス」


「な、に……！」


「セインはアルディオンに入植した後に、国を作りマシタ。それがフェリタニア統一帝国。ワタシもまた、その帝国の一員だったのデス。だから紋章も持っていマスし、こういった遺い跡せきを動かすこともできマス」


「そんな、馬鹿な話が……」


「驚おどろくのはまだ早いデスよ」


「え？」


「アナタの師、テオドールはそのセインの中でも英雄と呼ばれた人物なのデスから」


「──っ！」


　その言葉に、アルは凍こおり付く。


　目を見開き、瞬まばたきも忘れ、言葉を無くした口はわずかに開かれ。


　喉を鳴らしてしゃべれるようになるまで、たっぷり数秒の時を要した。


「事実デスよ」


　クスクスとアルを笑い、ファラフナーズは続ける。


「セインの中でもっとも多くの魔を斬きった男。魔導具や神々の加護に頼たよらず、唯一術理のみで戦った剣けん士し。〝斬ざん魔ま卿きよう〟、〝人の鍛きたえし至高の刃〟、〝血ち塗ぬられた聖人〟、〝双そう剣けんの英雄〟。数々の異名でたたえられ、畏おそれられた英雄。それがテオドールの正体デス」


　図書室にファラフナーズの声が響ひびく。


　朗ろう々ろうと読み上げられるテオドールの伝説に、ようやくアルは言葉を絞しぼり出だした。


「そんな……、だがセインの生き残りは……！」


　──おとぎ話には続きがある。


　セインの長であり、アルディオン最初の帝てい王おうとなった英雄ウルフリック。


　王が崩ほう御ぎよする際、力あるセインは全員眠ねむりについた。仲間を管理するひとりを残して。


「ああ、それデスか」


　だが、ファラフナーズはあっさりと答えた。


「別に、全員が眠りについたわけではないデスよ。例えば普ふ通つうの人として生きる道を選んだもの、アルディオンを見守るために消えたものは眠りにはつきませんデシタ。そして──統一帝国と袂たもとを分かったセインたちも」


「なに……？」


「ウルフリックが死んだ後、セインが分ぶん裂れつするとある事件があったのデス。ワタシたちはその中で統一帝国を離はなれ、バルムンクに入りマシタ」


「……！」


「バルムンクにはそういったセインが混じっているのデスよ。目的は皆みな、神しん竜りゆう王おうの抹まつ殺さつ。理由はそれぞれデスが」


「馬鹿な！　セインにとって神竜王は大恩ある存在のはずだろう！」


「それもまた──」


　ファラフナーズは唇くちびるの端はしをつりあげる。


「物事の一側面でしかありマセンよ」


　その一言を契けい機きに、再び視界に火花が散った。


「う……！」


　切きり裂さかれるような頭痛と共に、まぶたの裏に景色が浮うかぶ。





　雨が降っていた。


　黒い、黒い雨だ。


　周囲を塗ぬりつぶす驟しゆう雨うの中、テオドールが何かを叫さけんでいる。


　ぬかるんだ大地に膝ひざをつき、彼が抱かかえているのは小こ柄がらな人ひと影かげだ。


　人影から流れ出す深しん紅くの血だけが、黒い世界の中で存在を主張している。


　テオドールは吠ほえる。


　遥か天に向かって、あらん限りの怒いかりを込めて──。





「ぐ……」


　視界が戻もどる。


　歯を嚙かみしめ、本ほん棚だなを支えにしてかろうじて倒たおれるのを耐たえた。


　目を閉じて呼吸を落ち着けようと息を吸うと、ファラフナーズの声が絡からみつく。


「また──、何か思い出しマシタか？」


「…………」


　まぶたを開けると、妖女の笑みが目に入る。


　楽しげに、楽しげに、獲え物ものを狙ねらう蜘く蛛もを思わせるような笑み。


「いい傾けい向こうデスね。過去の話をするのは案外と刺し激げきになるのかもしれマセン」


「勝手なことを……！」


　苦しげに声を絞り出すアルを見て、ファラフナーズは目を細める。


　と、妖女は何かを思い出したかのように手をポンと打った。


「ああ、そうデシタ。ワタシはアナタにお礼を言おうと思っていたのデス」


「礼、だと？」


「そうデス。アナタのことを思い出させてくれて、ありがとうございマス」


「……なんのことだ？」


「いえ、たいしたことではありマセン。ただワタシは──テオドールに弟で子しがいたことなど忘れていマシタから」


「な、に……？」


「アナタのことを思い出したのは半年前。ヘルムート・エーデン伯はく爵しやくの元にいた時デス」


　グラスウェルズの貴族にして、クーデターを企たくらむ壮そう年ねんの貴族。


　支配の妄もう執しゆうに取とり憑つかれ、ファラフナーズに利用され、理性無き竜りゆうへと堕おとされた哀あわれな人物。彼の持つ別べつ荘そうに忍しのび込んだことが、アルとファラフナーズの最初の接点だった。


「あの時エーデン伯の部下からテオドールの名前と弟子の話を聞いて、ようやくワタシはアナタのことを思い出しマシタ。どうでもよかったのデス、アナタのことは」


「その割には……、神剣は放置していたみたいだがな」


「テオドール以外に扱あつかえるはずがない。そう思っていマシタから」


　ファラフナーズは肩かたをすくめる。


「ですが、ワタシが差し向けたドラゴンを倒し、ワタシを追ってレイウォールまでやってきて、王都から脱だつ出しゆつしたところで、ワタシは考えを変えマシタ。もしかして、この人間はテオドールの器うつわになり得るのではないか、と考えたのデス」


　ファラフナーズの視線が、アルの頭からつま先までを撫なでる。


　微び動どうだにせず、剣士は沈ちん黙もくを続けていた。


「礼を言いマショウ」


　流れるように手をあげ、妖女は腰こしを折って頭をさげる。


「アナタが諦めなかったからこそ、彼は復活しマス」


　アルは眉をしかめたままファラフナーズのお辞じ儀ぎを見つめ、言った。


「ひとつだけ、聞かせろ」


「なんデスか？」


「なぜ、テオは死んだ？」


「それは──アナタには関係のないお話デス」


　ほんの、ほんのかすかにファラフナーズの眉まゆが動いたのをアルは見み逃のがさなかった。
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「で、お前は鯨くじらの動力を見つけたってのか？」


「ああ、俺がっていうよりはナーシアだけどな」


　古城の外、正門に向かう道筋でアルとサイラスは会話する。


　太陽はまだ昇のぼっている最中。


　ゆるゆると勢いを増しながら、その光を地上へと降り注いでいる。


　鯨が飛び立ってから三日が経過した。


　ファラフナーズが再びどこかへ出かけていったことを確認し、アルはサイラスと合流。互たがいの情報を交こう換かんしていた。


「俺は隠かくし扉とびらの位置を確認しただけだ。扉が魔ま術じゆつで施せ錠じようされてて、中には入れなかった」


「んで、オレを呼びに来たわけか」


「そんなところだ。解かい錠じようの魔術は使えただろ」


「そこは任せとけ。……それよりも、本当にあの妖よう女じよは今いないのか？」


「ああ、確認済みだ」


「大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「……ずいぶんと気にするな？」


「そりゃあな。今日の夕方にはバーランドに到とう着ちやくするってのに、城主がいないってのは不自然だろ。罠わなかと勘かんぐりたくなる」


「罠だとしても、動くしかないだろう」


　アルは拳こぶしを握にぎる。


「もう時間はねえんだ」


「ま、そりゃそうか」


　そう言ってサイラスは手を頭の後ろで組み、太陽を見上げる。


「しっかし、悔くやしいよなあ」


「何がだよ」


「結局ナーシアの情報に頼ってるってところが」


「って、お前がアイツに話を聞けって言ったんだろ」


「そりゃそうなんだけど。でも珍めずらしくナーシアが行動不能で、オレたちの活かつ躍やくを見せつけるチャンスだったのに！　アイツを見かえすチャンスだったのに！」


「そこかよ……」


　く～、と声をあげるサイラスに、アルはあきれた声をあげる。


「まー、それよりも驚いたのはお前の師し匠しようとあの妖女の正体だけどなー」


　あっさりとサイラスは顔から怒りを消し、眉をひそめる。


「セインの生き残りだって？　冗じよう談だんじゃなく？」


「俺だって半信半疑だよ」


　何とはなしに自分の拳を見つめてアルは答えた。


「テオの記き憶おく……とおぼしき映像を見てなきゃ笑い飛ばしてる」


「そーだよなー。けど、映像を見たお前は笑えもしなけりゃ、否定もできないわけだ」


「ああ、そうだ。今は八割方信じている」


「か～、真顔で言いやがるよコイツは」


　空を仰あおいで言うサイラス。


　世間話のように軽く話しながら、ふたりは肩を並べてその場所へとたどり着く。


　古城の正門。


　門は開け放たれているものの、その傍かたわらにはゴーレムが二体貼はり付いている。門の開け閉めを管理している、ブリキ人形のようなゴーレムだ。


　アルはサイラスに目配せをする。


「じゃ、予定通りに」


「よし。ナーシアと合流して、隠し扉へ向かうんだな？」


「ああ、それでいい。……アイツを放っておくわけにもいかないからな」


　扉の向こうで何があるかわからない。意識の混こん濁だくしているナーシアを置いていく訳にもいかず、また先に脱出させられるほどの余よ裕ゆうもなかった。


「──行くぞ」


「おーよ、いつでも」


　力みなく答えるサイラス。


　ふたりが門に近づくと、静観していたゴーレムがぬうと立ち上がった。


「許可サレテイナイ人間ハオ通シデキマセン」


　ぎこちなく、作られた音声でそう宣言するゴーレムたち。


　その右手はサイラスを指している。


「固いこと言うな。俺の客だ」


「許可サレテイナイ人間ハオ通シデキマセン」


　アルが一言添そえてみるが効果はない。ゴーレムはまったく同じ反応を繰くり返かえすのみ。


「今じゃ俺もバルムンクなんだろ？　その俺の客なんだから、通してもいいだろう」


「許可サレテイナイ人間ハオ通シデキマセン」


　三度同じ文言を口にするゴーレム。


　アルは肩をすくめてサイラスを見た。


「やっぱりダメだな」


「まー、そんなもんだろうな」


　しょうがない、とふたりの青年はうなずき合う。


「許可サレテイナイ人間ハ──」


　またもやゴーレムがその言葉を繰り返そうとした、その刹せつ那な。


　アルの両手が霞かすんで消えた。鍔つばなりの音だけが残され、ゴーレムの動きが止まる。


「よし、行くぞ」


　アルは何事も無かったかのように、二体のゴーレムの間をくぐって城内へと入った。


「ほい、お疲つかれさまー」


　右手で挨あい拶さつをしつつ、サイラスも同じように中へと入る。


　ふたりが立ち去ってから数秒後。思い出したかのように、二体のゴーレムはゆっくりと倒たおれた。その頭部をきれいに両断されて。
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　突とつ入にゆうは順調に進んだ。


　ゴーレムの群れは障害らしい障害にはならず、アルとサイラスは無事にナーシアと合流。隠し扉の鍵かぎをサイラスの魔術で解除し、先に続く地下道を進み、ナーシアが捕つかまったという巨きよ大だいな扉の前までやってきていた。


「……これか」


　扉を見上げてアルが言う。


　青銅のような質感の扉には、不可思議な紋もん様ようが刻まれていた。


　両開きの片側だけでも大の大人ふたり分はあるほど巨大な扉だ。


「ここまでずいぶんとかかったな」


　隠し扉からここまで、地下道をたっぷり一時間は歩いた。


　一本道だったために迷うことは無かったが。


「あー、もう城の敷しき地ちは過ぎてるな。それこそ鯨の体内ってところだろう」


　アルと同じように扉を見上げてサイラスが言う。


「しかし、まあ、こりゃ」


　神官の口には、締しまらない苦笑い。


「聞いてたとおり、すげえ魔ま力りよくだこと」


　扉とびら越ごしでも、肌はだが粟あわ立だつ。あまりにも強い魔力に、体が反応しているのだ。


「……これほどの、魔力なら」


　ささやくような声が聞こえた。


　発したのはサイラスに抱かかえられている少女、ナーシア。


　黒くろ髪かみの密みつ偵ていはなんとか意識を保っている、という体ていだ。息づかいは乱れ、手足はぐったりと垂れ下がり、サイラスにその体を預けている。ぼんやりと霞む瞳ひとみはだが、耐たえしのぶナーシアの意志の光を宿していた。


「間ま違ちがいなく、鯨の制せい御ぎよに関係しているはず──」


「おっとと、無理するなよ」


　言葉を続けようとして咳せき込みかけるナーシアをサイラスが止める。


「ああ、必要な時には──っ!?」


『声をかけるから』と言おうとして、アルは言葉を飲み込む。


「アル、どうした？」


「…………いや」


　絞しぼり出だすようにそれだけを返すアル。


　額に汗あせをにじませ、奥おく歯ばを食いしばり、全身を硬こう直ちよくさせて。


　わずかに、一いつ瞬しゆんだけ。


「大丈夫だ」


　胸に手を置き、呼吸を整えてアルは答える。


　もうテオドールの記憶は通り過ぎていた。


　視界はまだ揺ゆらいでいたが、頭を振ふって元に戻もどす。


　──その仕草はどこか手慣れている様子すらうかがわせる。


　まるで、もう何度も同じことを経験したとばかりに。


「……アル、あなた……」


　様子を見ていたナーシアが声をあげる。


「そこまで、テオドールの魂たましいに侵しん蝕しよくされているの？」


「──えっ!?」


「…………」


　静かなナーシアの声にも、驚おどろくサイラスにも、アルは何も答えなかった。


　その沈ちん黙もくが雄ゆう弁べんに、質問の肯こう定ていを語っている。


「おい、アル……」


「行くぞ」


「おい、ちょっと待て！」


　追つい及きゆうするサイラスの声を断ち切るように、アルは扉とびらに手をかける。


　巨大な扉は音を立てて自分から開いてゆく。


　その、向こうには──。


「うっ！」


　サイラスがうめき、アルが目を細める。


　扉の向こうに広がっていたのは巨大な円えん筒とう状の部屋だ。バーランドの城を縦にえぐれば、これくらいの空間ができるだろうかという大きさ。


　そのほとんどを占しめるようにして、ひとつの水すい晶しよう柱が浮うかんでいた。


　水晶柱は変化を続ける文字列のようなものを周囲に纏まとわせ、規則的に明めい滅めつを続けている。水晶柱が輝かがやくたびに魔力の波があふれ、部屋の壁かべにずらりと据すえ付つけられた箱のような何かに吸い取られてゆく。


「なんつう魔力だよ……」


　神官は声を上げた。


　水晶柱が魔力を放つだけで、アルたちの体内に殴なぐられたような衝しよう撃げきが走る。


　放つ魔力のほとんどを壁の中へと吸収されているにもかかわらず、だ。


「余波だけで、ちょっとした攻こう撃げき魔ま術じゆつだなこりゃ……」


　背負ったナーシアをかばうようにして、サイラスは口を開く。


「これが鯨くじらの動力だろ」


「……多分、な」


「こんだけの魔力を他に何に使うんだよ。間違いねえって」


　大規模魔術の数百倍の魔力を発する水晶柱を指さすサイラス。


「これを止めれば鯨も止まる。バーランドは助かる。そうだろ？」


「…………」


「何を難しい顔してんだよ、アル。ここまで来てさ」


「…………これが鯨の動力だとして」


　つぶやいたのはナーシアだった。


「……どうやって、これを止める？」


「え、そりゃ──」


　部屋はほぼすべて水晶柱で埋うめられている。


　あたりに柱を制御していそうなものも、場所もない。


「え、と……」


「──サイラス」


　言葉を失った神官に、アルが口を開いた。


「ここで転移魔術を使うことはできるか？」


「え？」


　何を言われたか理解ができず、サイラスは瞬まばたきを返すのみ。


　アルは水晶柱を睨にらみ付けながら繰り返した。


「城からだいぶ離はなれたはずだ。転移魔術避よけの結界は抜ぬけてるんじゃないか？」


「あ、ああ。ここからなら直接脱だつ出しゆつできるぞ」


「そうか。なら、ナーシアと先に脱出してくれ」


「……え？」


「今から、これを使う」


　アルは背中の剣けんに手をかける。


〝憤ふん怒ぬの神剣〟。テオドールの遺のこした双そう剣けん。あらゆるものを滅めつする神々の剣。


「これなら、この規模の水晶柱でも破は壊かいできる。だから──」


「待て、アル」


　サイラスが剣けん士しを押しとどめる。神官の顔は青ざめていた。


「お前、今それを使って大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「…………」


「テオドールの魂に侵蝕されているのに、それを使って大丈夫なのか？」


　アルは沈黙を保つ。


　サイラスがギリ、と歯を鳴らした。


「答えろ」


　ピン、と空気が張はり詰つめる。


　それでもアルは答えない。


　だが──。


「……症しよう状じようが一気に進行する。反動で魂が乗っ取られるかもしれない」


　思わぬところから返ってきた答えに、アルは反射的に驚いて振り返った。


　ナーシアはその紫むらさきの瞳を静かに剣士に向け、言った。


「……そう、でしょう？」


　剣士は沈黙を守ったまま、眉まゆをしかめる。


　それが肯定の意であることは言うまでもなかった。


「別の……方法を探そう」


　サイラスがつぶやく。


「そこまでして神剣を使うことはねえだろ？　別の方法を──」


「それは困りマスね」


　水晶柱の陰かげから声が響ひびいた。


　クスクスと笑いながら、妖よう女じよは悠ゆう然ぜんとその姿を現した。


「ファラフナーズ……」


「エエ、お見知りおきを」


　妖女は優ゆう雅がに礼をひとつしてサイラスへと名乗る。


「やっぱり罠わなだった、ってことか？」


　アルは神剣の柄つかを握にぎり、警けい戒かい態勢をとる。


「俺たちを、ここにおびき寄せるための」


「まあ、その通りなんデスが」


　あっさりとその言葉を認めるファラフナーズ。


「だからといって、アナタがたが間ま違ちがっているわけではありマセンよ。確かにこの水晶柱はこの鯨の動力デス。破壊すればただではすまないデショウ。……ただし、動力はこれひとつではありマセンが」


「っ!?」


「この鯨の大きさは知っているデショウ？　これを長ちよう距きよ離り飛行させるには、このクラスの魔ま力りよく水すい晶しようが四基必要なのデス」


　妖女はそう言って、輝く水晶柱に手を触ふれた。


「一基無くなっても墜つい落らくはしマセン。ですが軌き道どうはずれるデショウ。バーランドの街を外れるかどうかまでは保証しマセンが」


「ずいぶんと丁てい寧ねいに説明してくれるな」


「多少軌道はずれても、国にダメージを与あたえられればこちらは成功デスから。しかし、アナタの方はそうはいかないデショウ？　少しでも街が助かる可能性があるのなら、試ためしてみたくなるのでは？」


「…………」


「ワタシはアナタに神剣を使ってもらいたいだけデスよ。テオドール化を進めるために」


　挑ちよう発はつ的な微び笑しようでアルに視線を送り、ファラフナーズはそう言った。


　アルは警戒態勢を解かぬまま、動かない。


　いや、動けない。


「……アル。ここは逃にげようぜ。ヤツには勝てないってお前も言ってただろ」


　しびれをきらして、サイラスが口を開いた。


「バーランドは、しょうがねえよ。向こうだって鯨のことは気がついているはずだ。避ひ難なんだってきっとしてる」


　アルは視線を動かさない。


「命あっての物種だ。だろ？」


　必死に紡つむがれるサイラスの言葉。


　だが、アルは。


「……ダメだ」


　ファラフナーズから視線を外さぬまま、首を横に振った。


「鯨がバーランドに落ちれば、こっちの負けだ。挑発に乗るのはしゃくだが、手はねえ」


「しかしな……」


「それに」


　わずかにアルの言葉が揺れる。


　ためらいの間を置いた後、剣士はその言葉を舌の上に乗せた。


「俺は、テオに魂たましいを食われてもいいと思っている部分がある」


「な……！」


　サイラスが言葉を失った。ナーシアはどこか諦あきらめたように眼を伏ふせる。


「なんでだ！　お前、自分の体を師し匠しように譲ゆずってもいいってのか！」


「違う」


　激高するサイラスに、あくまでも静かに返すアル。


「俺は──自分の目的を貫つらぬきたいだけだ」


「目的……？」


「……〝テオドールの真実を知りたい〟。アルの目的はずっとそれだけ」


　サイラスのつぶやきに答えたのは、ナーシアだった。


「真実って、お前……！」


　愕がく然ぜんと、神官は剣士に振ふり返かえった。


「そのために命を捨てるってのか！　テオドールの魂に侵しん蝕しよくされきったら、アル・イーズデイルはいなくなるんだぞ！」


「──サイラス」


　だがアルは首を横に振る。


「三年前から、俺の旅はそのためにあったんだよ」


「……っ！」


「テオの記き憶おくの底に、俺の求めているものがある。……いや」





「真実は、もうそこにしかないんだ」





「命が必要ならいくらだって賭かける。今までだって、何回も賭けてきた」


　テオドールの情報を求めてレイウォールの王宮に乗り込んだ。見上げるような化け物と戦った。単身で軍勢を相手にしたこともある。


　傭よう兵へいとなってからの戦いすべては、師の真実を知るためにあったのだ。


「……私は、少しだけアルの気持ちがわかる」


　訪おとずれた沈ちん黙もくを、ナーシアが破る。


「私も、自分の命より大事なものがある。だから──私はアルを止めない」


　感情を表さぬ密みつ偵ていにしては珍めずらしく、その一言には強い意志が込められていた。


「オレは、オレは納得できない」


　しかし、サイラスは首を振る。


「自分自身を無くしてまでやることじゃないだろ！　ここでお前が消えるってことだぞ！　よくねえだろ、それは！」


「……そうだな。まだ果たしていない約束もある」


「そうだ！　エルマと再会の約束をしただろ！　お前の国に帰りを待ってる人だっているんじゃないのか！」


　かつてアルが救った少女の名を、仕えている国を出してサイラスが止める。


　それでも、アルは首を横に振った。


「だが──今はこれしか手がねえ」


「く……！」


「サイラス、脱出しろ」


　再び、アルはその指示を繰くり返した。


「お前とナーシアを巻まき添ぞえにするわけにはいかねえ」


　静かに、アルは神官へと依い頼らいする。


「これが今の最善手だ。──頼たのむ」


「～～～～～～～～～～～～～っ！」


　声にならぬ声を歯ぎしりで押しつぶして、サイラスが天てん井じようを仰あおぐ。


　ぶん、と音がするほどに激しくアルへと向き直り、神官は叫さけんだ。


「わかったよ！　頼みを聞いてやるよ！」


「すまない」


「謝あやまるくらいなら無茶なことすんな、この馬ば鹿か！」


「ああ、恩に着る」


　アルは苦く笑しよう混じりでそう答えた。


「──アル」


　静かな一言が聞こえた。密偵の少女の、たったひとりの兄弟弟で子しのつぶやき。


「……また」


　発されたのはただそれだけ。


　消え入りそうに小さなその一言がわずかに揺ゆれていたのは、アルの聞き違いだろうか。


「……また」


「ああ、また」


　その一言と共に、水すい晶しよう柱とは違う光が走る。


　サイラスの転移魔ま術じゆつが発動した光だ。


「さて、準備はできマシタか？」


　状況を見守っていた妖女が口を開いた。


「見み逃のがしてあげたのデスから、約束を守ってくれマスね？」


「……お前と約束なんかした覚えはないけどな」


　背中の剣けんを握り直す。


　神剣に銀の光がともった。剣から伝わる鼓こ動どうが熱を帯びる。


「神剣は使ってやるよ。──だが」


　低い声でアルは言った。


「お前の思惑おもわく通り行くとは思うな」


　妖女は余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。


　アルはファラフナーズを睨にらみ付けながら、ゆっくりと息を吸い、止める。


「行くぞ──」


　気合いと共に、アルは剣を解き放つ。


　神剣の光と、白い火花が同時に視界を覆おおい尽つくす。


　そして。





　銀の閃せん光こうが、天地を貫いた。
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　──七百年前。グラスウェルズ、オルドフェルド丘きゆう陵りよう付近。





　雨が降っていた。


　黒く冷たい水すい滴てきはただ静かに街へと降り注ぎ、無む慈じ悲ひにもすべてを洗い流す。焦こげた肉のにおいも、よどんだ血も、苦痛の声も。


　街は完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいされていた。


　天へとそびえ立つ尖せん塔とうは半ばからへし折れ、城は押しつぶされている。家々は焼け焦げ、未いまだ小さな炎ほのおが見みえ隠かくれしていた。


　そのすべてに──死体がまとわりついている。


　あるものは切きり裂さかれ、あるものは引きちぎられ、あるものは凍こおりつき、あるものは燃やされ。その全員が事切れている。


「…………これ、は」


　テオドールはその光景の中、立ちすくんでいた。


　数十時間前まで、ここは美しい街だった。人々の熱気もすさまじい、活気のある街だった。誰だれもが笑い合う平和な街だった。


　アルディオンに入植して一〇〇年。テオドールたちが作り上げた街。


　それが──無残な姿をさらしている。


「生きている人間は、いないのか……？」


　ふらふらと歩きながら、テオドールは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　街には確かな戦いの跡あとが残っていた。


　死んでいるのは人間だけではない。魔ま獣じゆうや魔族、邪じや神しんの眷けん属ぞくと呼ばれるものたちの死体も見て取れる。


　その中を歩くテオドールとて、無事な姿ではない。


　衣服は血に染まり、顔は泥どろに汚よごれ、そこかしこに小さな傷を負っている。


　たった今戦せん闘とうをしてきた、と言わんばかりの体ていだ。


　だが、自分の状態など顧かえりみずにテオドールはその隻せき眼がんを周囲に走らせる。


　やがて──。


「うう……」


　テオドールの耳が、小さなうめき声をキャッチした。


　かすかな音を頼たよりに進んでいけば、がれきの下に埋うもれた男がかすかに息をついている。


　まだ若い。二十になるやならずやといったところだ。朴ぼく訥とつな顔が、苦痛に歪ゆがんでいる。


「おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」


　とっさに剣を抜ぬき放はなち、がれきを斬きり飛ばすテオドール。


　家ほどもある塊かたまりが、みるみる内に小さくなってゆく。


「しっかりしろ、今──っ!?」


　最後のがれきを引きはがし、振り向いたところでテオドールは言葉を失った。


　がれきの重量に押しつぶされたのだろうか。


　……青年の下半身は、ほぼ肉につ塊かいと化していた。


「…………」


　沈ちん痛つうな顔で押おし黙だまるテオドール。


　助けられた青年は、うっすらと目を開けると。


「テオドールさま、戻もどってきて、くださったのですね……」


　そう言って、かすかに笑った。


「魔族との戦いに赴おもむかれたと聞いていましたが──」


　言葉の最中に咳せき込む青年。その呼吸に血が混じる。


「……ああ」


　テオドールは首しゆ肯こうした。


　数日前、テオドールをはじめとしたセインたちに神しん竜りゆう王おうの言葉が授けられた。


　それは魔族が、神々の結界を超こえてアルディオンに来らい襲しゆうするという恐おそるべきもの。


　この事態に対処するため、テオドールは仲間たちと戦いに赴いていた。


「戦いには勝った。……だがこれはどういう事だ？　一体何があった？」


「こちらにも──魔族が来襲してきたのです」


「なんだと……！」


「お聞きになっていた──わけではないようですね」


　テオドールの様子から判断した青年はそう付け足した。


　戦いの最中聞き逃のがしたのか、それともテオドールを戦いに集中させるためにあえて言わなかったのか。それはわからない。


「その魔族に、やられたのか？」


「そう、です。……魔族は群れでやってきました。街にいたセインの方々はヤツらを止めるために外へと出て行きました。最初は一進一退でした。しかし──」


　セインたちが戦いを始めてから数時間後、別の方向からも魔族が現れたのだという。


「戦線は崩ほう壊かいし、魔族は街の中へと侵しん入にゆうを開始しました。後は……」


「わかった、もういい」


　静かに青年の言葉を遮さえぎるテオドール。


　青年は血の気の無くなった顔で再び笑った。


「でも、あなたが戻ってきてくれたのなら安心だ」


「…………」


「あなたなら、皆みんなを助けてくれる。たとえ敵がどれほどだとしても──」


「もういい、しゃべるな」


　血を吐はき出す青年をテオドールが止める。


　だが、青年は剣聖の手を握にぎってひたとその隻眼を見つめた。


「街の……外に出たセインの中に、あなたの弟さまが、います」


「っ！」


「彼らを、助けて、ください。……きっと、孤こ立りつしています」


「──わかった」


　一言テオドールが答え、はっきりとうなずくと青年は満足げにほほえむ。


　剣聖はわずかに目を閉じてから、表情を消して言った。


「とどめは、いるか？」


　冷たい慈じ悲ひの言葉に、青年はかすかにうなずいた──。





　　　　＊　　＊　　＊




　街の南門をくぐった先は、地じ獄ごくとなりはてていた。


　なだらかな丘陵だった面おも影かげは、もうほとんど残っていない。


　柔やわらかい草木に横たわるのは大量の骸むくろ。血と体液と黒い雨が、緑の絨じゆう毯たんをくまなく覆い隠している。魔族も人間も区別なく、そこに倒たおれ伏ふしているものはすべて事切れていた。


「ち……！」


　テオドールは舌打ちをして骸を踏ふみしだき、進む。


　死者への畏い敬けいを払はらっている余裕など無い。脚あしにまとわりつく感覚を鉄の意志で振ふり払い、丘おかをさまよい歩く。


　果たして隻眼の剣けん士しは弟を捜さがし当あてた。


　死の丘の頂上で骸に囲まれ、ただひとり膝ひざをつき、空を見上げるレイルズを。


「──レイルズ！」


「テオ……？」


　人形のようにぎこちなく、レイルズは振り返った。


　その顔に──強い死の影かげを宿して。


「どうして、テオが、ここに……？」


　緊きん張ちようの糸が切れたのか、それとも体力の限界だったのか。


　言葉の途と中ちゆうで、レイルズはとさりと倒れる。


「レイルズ！　おい──!?」


　弟分の体を抱かかえたテオドールが、その続きの言葉を飲み込んだ。


　先さき程ほどの、下半身を無くした青年が頭をよぎる。


　レイルズの体は、ある意味で彼よりもひどく損傷していた。


　右手は付け根からすでに無く、両足は石に変わりつつある。それほど大きくもない体たい軀くには四本の槍やりが突つき刺ささり、そのうちの一本は背中にまで貫かん通つうしている。肩かたから首筋までが変色しているのは毒だろうか。


　──死の間ま際ぎわである。


　幾いく多たの戦いを経験したテオドールは、瞬しゆん時じにそう判断した。


　して、しまった。


「……馬ば鹿か野や郎ろう」


　テオドールの奥おく歯ばが鳴る。


「お前は、戦場に出る人間じゃねえって言っただろうが……！」


「そう、だね。そう言われてた……」


　はは、と力のない笑みを返すレイルズ。


「なぜ前に出た。なぜ戦おうと思った」


「──神竜王さまに言われたんだ。街を護まもれ、って」


「だが、お前が前線に立つことはなかっただろうが」


「昔、言っただろ？」


　ひとつ息をついて、赤毛の少年は空を見上げる。


　そこに青空はなく、ただ黒い雲から水滴が堕おちてくるだけ。


「テオみたいになりたいって」


「…………」


「でも──」


　どこかはかなげな笑みを浮うかべていたレイルズの顔が、歪む。


「でも、できなかった」


　残った左手で顔を隠かくし、嗚お咽えつをこらえながらレイルズは声を絞しぼり出だす。


「戦えはした。敵を倒せもした。……でも、みんなを助けることはできなかった」


　テオドールはただ黙って弟分の独白を聞く。


　責める言葉も、慰なぐさめる言葉もない。


「俺は、英えい雄ゆうにはなれなかったなあ……」


「そう、だな」


　死の間際だとて、うかつな慰めはしない。


　それが相手への侮ぶ辱じよくであることを、テオドールは知っていた。


「なあ、テオ」


「……なんだ？」


「後を、任せてもいいかな」


　レイルズはもう一度、テオドールの瞳ひとみをのぞき込んだ。


「俺ができなかったことを、テオに頼たのみたいんだ」


「……わかった」


　ただ一言、テオドールはうなずく。


「ああ、よかった」


　そう言って、レイルズは再び笑みを浮かべた。


「テオに任せるなら安心だ」


　テオドールは答えない。……何も答えられない。


　レイルズはひとつ息をつくと、左拳こぶしでトン、とテオドールの胸を叩たたいた。


「頼むよ、テオ。みんなを、護って──」


　言葉の端はしは聞こえなかった。


　押しつけられた拳が力なく垂れ下がる。


　もう──、動くことはない。


　テオドールは弟のまぶたをそっと閉じた。


「レイルズ……！」


　テオドールの口から、煮にえたぎる怒いかりが漏もれる。


　固めていた拳を振り上げ、力のまま地面に叩きつけた。


「なぜだ」


　血まみれの土を握りしめて、天に突き上げる。


「なぜまたこんなものを見せる！」


　あたりに満ちる肉と血のにおい。どこを向いても骸。


　テオドールのよく知る、戦場の風景だ。


「どこまで行っても逃れられないとでも言うのか！　こうして生いけ贄にえがなければ、俺たちは平へい穏おんを享きよう受じゆできないとでも言うのか！」


　あたりを揺ゆるがすようなその叫さけびに。


　だが天が答えることはない。


　黒い雨は死をはらみ、粘ねばつくような重さでテオドールに降り注ぐ。


「────ああ、わかった」


　物言わぬ天から顔を背そむけ、テオドールはレイルズの骸へと視線を落とす。


「お前が望むなら、引き受けよう。皆が望むなら、そうしよう」


　静かに紡つむがれたその言葉を聞くものはいない。


「俺が護る。すべてを護る。……この世界を、護る」


　レイルズを抱えて、テオドールは立ち上がる。


　未だ雨の止やまぬ空へ、殺気のこもった目を向け、言った。


「たとえ何が立ちはだかっても、この世界を──生き残らせてやる」


　まるで挑ちよう戦せん状でも叩きつけるかのように。


　隻せき眼がんの剣けん聖せいは誓ちかいの言葉を吐き捨てた。











　──七百年前、フェリタニア統一帝てい国こく王都。





「……もう一度言ってみろ」


　テオドールの、怒りに満ちた一言が空気を震ふるわせる。


　その部屋は聖堂であった。


　取り入れた光は綿密な計算の元、奥おくの祭さい壇だん──神しん竜りゆう王おうの像に向けられ、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを作り上げている。


　祭壇の前にはひとりの男。


　月の光のような白銀の髪かみを束ね、草原のような緑の瞳が静かにテオドールを見つめている。先のとがった長い耳に抜ぬけるような白い肌はだ、そして細い体軀は長命種エルダナーンの証あかしだ。


「今の話をもう一度言え、エル・ウォーデン」


　現代に生きるものが聞けば、その名に驚おどろいただろう。


　アルディオン最古の国、エストネル。エル・ウォーデンとはその国の王の名前である。


　唯ゆい一いつ自分がセインであることを公言し、アルディオンの王を決める役目を担になっているという不死人。セインの長、ウルフリックを常に支え続けてきた聖人だ。


　彼は怒ど気きをはらんだ視線を受け止めながら、静かに答えた。


「魔ま族ぞくとの戦いを隠す、と言ったのだ」


　エル・ウォーデンは一いつ拍ぱくおいて続ける。


「貴公には理由も必要か？　テオドール」


「ああ、ご高説賜たまわりたいね」


　けんか腰ごしのテオドールを前に、エル・ウォーデンは静かに言った。


「貴公も知っての通り、魔族との戦いは我々が勝利した。──神竜王がすべての力をもって、あの大いなる魔を封ふう印いんしたからだ」


「〝邪じや神しんの御み子こ〟、だったな？」


「うむ、邪神の力を受うけ継ついだこの世で唯一の存在。世界そのものを揺るがしかねない力を持つ存在だ」


「そこまではわかってる。俺が聞きたいのはそこからだ」


　苛いら立だち紛まぎれに、テオドールが床ゆかを踏みしめる。


「なぜあの戦いのことを隠す？　答えろ、エル・ウォーデン」


　白銀の不死者は目を伏ふせ、重々しく答えた。


「御子が復活する可能性があるからだ」


「なに──？」


「神竜王は予言された。いつか御子が復活する時が来る、その時のために備えよと仰おおせになられたのだ」


　緑の瞳が、祭壇の神竜王像に向けられる。


「テオドール、貴公ほどのものであればそれを知っても動じまい。だが、民たみはそうは行かぬのだ。誰だれが好きこのんで、いつ暴発するかも知れぬ爆ばく弾だんの上で暮らしたいと思う？」


「だから隠すのか？　なら、このアルディオンの総力を結集して、ヤツを討うち取るように動けばいいだろうが」


「それは──できぬ」


「なに？」


「我々は英雄を、ウルフリックを失っている」


　エル・ウォーデンの言葉には、深い悲ひ哀あいが含ふくまれていた。


　テオドールがその隻眼を細める。


「今のアルディオンに、意志をまとめられるものはいない。邪神の御子のことを伝えれば、民は混乱し、その隙すきによからぬことを考える輩やからも現れるであろう」


　わずかについたため息は、今を嘆なげくためか。未来を悲観したものか。


「だから──未来に英雄が現れることに託たくすのだ。アルディオンをまとめられる英雄を」


　そう言って、エル・ウォーデンは目を伏せた。


「その英雄にあらん限りの力を与あたえること。それが、私に課された使命だ。そのために私は仲間を眠ねむらせた。いつかやってくる決戦に備えるために」


「…………」


「未来のため、今は御子のことを伏せる必要がある。……そういうことだ」


　しばしの間、テオドールはその隻眼でエル・ウォーデンを睨にらみ付けていた。


　白銀の不死者は微び動どうだにせず、テオドールを見つめ返す。


　そして。


「……冗じよう談だんじゃねえ」


　テオドールは吐はき捨てる。


「ならば、あの戦いで死んだヤツはどうなる？　犠ぎ牲せいになったアイツらは──レイルズは、ただ忘れ去られるために死んだのか」


「それは……」


　その事実には気がついていたのだろう。


　初めてエル・ウォーデンが口ごもった。


「俺はごめんだ。英雄とやらに頼たよるのも、ソイツを待って眠るのもだ」


「ならば、貴公はどうする。貴公がアルディオンをまとめるとでもいうのか？」


「はっ、それこそ冗談じゃねえ。俺にはそんなことできねえよ」


　ひとつ鼻を鳴らすと、テオドールは言った。


「俺にできることは、ただ斬きることだけだ」


「……まさか、貴公」


「エル・ウォーデン、ここでお別れだ。……俺は俺のやり方で邪神の御子を斬る」


「まさか、貴公はひとりであの大いなる魔を倒たおすというのか！」


「ああ」


「なんという無む謀ぼうな！　そのようなことができると思うのか！」


「ふん、俺を誰だと思ってる」


　ふてぶてしく、テオドールは鼻を鳴らす。


「セインの中で、俺がもっとも多くの魔を斬った。〝斬ざん魔ま卿きよう〟の名、真実にしてやろうじゃねえか」


　隻眼が剣けん呑のんな光を帯びる。


　その気き迫はくに、エル・ウォーデンが眉まゆをひそめた。


「だが……、神竜王がお認めにならぬぞ」


「その時は、神竜王も斬るだけさ」


「──っ!?」


　今度こそ、エル・ウォーデンは言葉を失う。


「馬ば鹿かな……、大恩ある神竜王をも斬るというのか……」


「立ちふさがるならな」


「なぜ、そこまで……」


「頼たのまれたんだよ。世界を護ってくれってな」


　話は終わりとばかりに背を向けて、テオドールはつぶやいた。


「ただ、それだけだ」





　それからのテオドールの人生は、凄せい惨さんの一言に尽つきる。





　彼はアルディオン、エリンディルの両大陸に赴おもむき、邪神の御子を斬る術をさがした。


　そこに一いつ切さいの容よう赦しやはない。


　彼を止めようとやってきた神竜王の眷けん属ぞくをすべて斬り。


　力を得るためだけに、山を守護する聖せい獣じゆうを殺した。


　生け贄が必要だとあればためらうことなく人の命を捧ささげ。


　腕うで一本を求められれば即そく座ざに自分で切り落とし、義手と換かえた。


　バルムンクと名乗る組織に入る時にもためらいはなく。


　神剣を得る際に魔族と契けい約やくすることをもいとわなかった。


　──そして。


　同じだけ、テオドールは人を救った。


　聖獣を殺した山に巣くう魔をすべて斬り。


　幾いく多たの街を滅ほろぼした盗とう賊ぞく団を全ぜん滅めつさせ。


　国を闇やみに覆おおわんとした魔族を切り捨てた。


　テオドールにとって、それは世界を護るという目的の〝ついで〟でしかなかったが。


　いつしか、彼は〝剣聖〟と呼ばれるようになった。


　世界のためにあらゆるものを犠牲にし、それ以外のものすべてを護る。


　矛む盾じゆんしたテオドールの旅は数百年に及および──。





　　　　＊　　＊　　＊




　アルはまぶたを開ける。


　夢を見ていた。八百年前から続く、長い長い夢を。


　その果てにたどり着いたのは──白と黒で構成された世界。


「ここは……？」


　天と地に果てはなく、地面は大理石を磨みがいたように凹おう凸とつがない。


　自然物も被ひ造ぞう物ぶつも存在せず、ただ白と黒に塗ぬり分けられた天地が延々と広がっている。


「──お前の魂たましいの中だ」


　つぶやきに答えが返る。


　低く、うなるような……、何かにいらだっているくぐもった声。


　アルにとって忘れ得ぬ、その声。


「……テオ」


　黒の領域の中に、その男はいた。


　アルより二回りは大きな体たい軀く。逆立つような黒くろ髪かみ。


　左眼は簡素な眼帯に覆われ、もう片方の眼は射るようにこちらを睨み付けている。


　野に住む獣のような荒あら々あらしさと、年経へた樹木のような落ち着きを同居させる、奇き妙みような雰ふん囲い気きを持つ男。


　テオドール・ツァイス。


　剣けん聖せいの異名を取り、数々の功績を成し遂とげた男。


　弟で子しを斬り、その名声のすべてを失った男。


　セインの英えい雄ゆう。バルムンクの一員。


　アルの──たったひとりの師し匠しよう。


「やっと、ここまで来やがったな」


　テオドールはふと息をつき、腕を組む。


「よお」


「…………」


「なんだよ、久しぶりに会った師匠に挨あい拶さつもなしか？」


　戸と惑まどいの表情を浮うかべるアルに、テオドールは意地の悪い笑みを浮かべた。


「それとも──なんて言っていいかわかんねえ、か？」


「く……」


　図星を言い当てられ、うめくアル。


　赤毛の剣けん士しは腹に力を入れて、師へと向き直る。


「テオ、聞かせてくれ」


「……あ？」


「アンタがセインだってのは本当なのか？　バルムンクだったってのは本当なのか？」


　アルの問いに、テオドールは即そく答とうしなかった。


　二呼吸の間、冷たい目でアルを眺ながめるとぶっきらぼうに言った。


「お前、俺の記き憶おくを見たろ」


「っ！」


　先さき程ほどまでの夢が蘇よみがえる。


　邪じや神しんの御み子こを斬るためだけに、手を血で染め続ける剣士。


　そのイメージは、寸すん分ぶん違たがわず目の前の男と重なる。


「なら分かるだろ。……あれが真実だ」


　テオドールはバリバリと頭を搔かいて、そう口にする。


　めんどくさそうに、ため息をついて。


「そ、んな……、本当に、テオは……」


「バルムンクだった──ってことだ。お前が生まれる前からな」


　平然と言い放つテオドール。


　耐たえきれず、アルが叫さけんだ。


「知ってるのかよ！　バルムンクがどんなことをしているか！」


「…………」


「戦いくさを撒まき、魔ま族ぞくを呼び、どれだけの人を殺してきたのか──」


「……知っている」


　低く、太い声がアルの言葉を遮さえぎった。


　テオドールはその隻せき眼がんで弟子を見み据すえつつ、同じ言葉を繰くり返かえす。


「もちろん、知っている」


「じゃあ、なんでバルムンクなんかに──」


「それが世界を護まもることにつながるからだ」


　テオドールの言葉によどみはない。


「邪神の御子を斬るために神剣が必要だった。邪神の御子を斬るために封ふう印いんしている神しん竜りゆう王おうが邪じや魔まになる。その抹まつ殺さつを計画しているバルムンクに入った。──ただそれだけだ」


「馬鹿な、それであいつらの非道に手を貸すのか……！」


「必要ならな」


「っ!?」


「無む駄だだと思ったことはやらねえさ。現に好き勝手に暴れるバルムンクのヤツを斬ったこともある。だが、必要だと思った傷を惜おしむことはねえ」


　淡たん々たんと、しかし折れぬ意志を込めてテオドールは続ける。


「それが俺のルールだ」


「アンタは、アンタはそんな──」


「人じゃなかった、って？」


「そうだ！　アンタは俺を救ってくれただろ！」


「ありゃ、お前んとこの馬車が獣に襲おそわれているところに偶ぐう然ぜん居合わせただけだ。目的と関係のない人間はなるべく助けるようにしてる。その結果にすぎねえ」


「く……」


「だいたい、今いま更さらな言葉だ」


　テオドールは鼻を鳴らして、アルの胸を指さした。


「忘れたのか？　俺はお前を斬きった男だぜ？」


「っ!!」


「バルムンクの方から招集がかかってな。足手まといになるから処分した。……そんな理由でお前を斬ったのは、間ま違ちがいなく俺だ」


　にぃ、とテオドールの口元がつり上がる。


「ついでに言えば、今はお前の肉体を狙ねらっている身だ。夢を見るのはいい加減にやめるんだな」


　アルに返す言葉はない。


　テオドールに憧あこがれ、彼の弟子になってから十年。


　その十年で見てきたテオドールの姿と、ここで真実を語るテオドール。


　そこに差異を認められなくて。


「なん、で……」


　何かと無茶を言う人だった。わがままばかりを口にする人だった。


　だが、筋を通す人だった。


　そのイメージと、今のイメージに寸分も違ちがいがない。


　それが──アルの心をかき乱す。


「アンタは……」


　アルの見たテオドールの記憶が蘇る。


　アルディオンに来た時の希望。弟分を失ったときの絶望。同どう胞ほうと決別したときの覚かく悟ご。


　それらが渦うずを巻いて、ひとつの答えを形成した。


「テオ、アンタは間違ってるよ……」


　震ふるえる声をアルは絞しぼり出だす。


「アンタは、ただ復ふく讐しゆうがしたいだけじゃないか」


「ああ、そうだ。俺は復讐を望んでいる」


　テオドールはあっさりと答えを返した。


「レイルズを、仲間を死に追いやった原因である邪神の御子に──」


「違う」


「……なに？」


「アンタが復讐しようとしているのは、世界に対してだろ」


　アルの言葉に、テオドールが初めて眉まゆを動かした。


　血を吐はくように、アルは言葉を紡つむいだ。


「アンタは世界に犠ぎ牲せいを強しいてるだけだ。弟分を奪うばった世界に血を流させることで、復讐を続けているだけじゃないか！　邪神の御子を斬ることなんて、ただの方便だろ！」


「世界に血、か……」


　腕を組み、テオドールはアルの言葉を嚙かみ砕くだく。


「ふ、ふふふふふ、なるほど。おもしれえ」


「…………」


「確かにお前の言うとおりかもしれねえ。思い当たる節ふしはある」


　体を震わせて、愉たのしそうに笑うテオドール。


「だが──、それがどうした」


「……っ！」


「俺の意志も、俺の覚悟も、真実が違ったところで何も変わらん」


「テオ、アンタは……」


「俺は邪神の御子を斬り、レイルズたちに報むくいる」


　これ以上は聞かぬとばかりに、言葉をかぶせるテオドール。


　その隻眼でアルを黙だまらせ、きっぱりと言い放つ。


「ただそれだけだ」


「く……」


「言いたいことはそれだけか？」


　肩かたをすくめるテオドール。


「──いや、もうひとつだけ聞きたいことがある」


「なんだよ、まだあるのか」


「ずっと、気になっていたことなんだ」


　ファラフナーズがテオドールの復活を望んでいると聞いた、あの時から。


　引っかかっていた違い和わ感かん。


「テオ、アンタはどうして死んだんだ？」


「…………」


「バルムンクの一員であり、神剣を手にしたアンタを殺せるヤツがいるとは思えない。ファラフナーズもそれだけは口にしようとしない。あの日に……何があった？」


　アルの問いを、テオドールは不ふ機き嫌げんそうに口を歪ゆがめて聞いていた。


　しばらくアルを見つめた後、ぽつりと答える。


「……答える必要はねえな」


「なぜ？」


「自分が死んだ理由なぞ、人に語って楽しいものかよ」


　肩をすくめて首を振ふる。


「さて、話はそろそろ終わりだ」


　言い返せぬアルをじろりと睨にらみ、テオドールは言った。


「ここはお前の魂たましいの中。ここで核かくであるお前が死ねば、アル・イーズデイルの魂はすべて俺に食われる。……晴れて俺は復活するってわけだ」


　再び意地の悪い笑みをうかべて、テオドールはアルに告げる。


「で、お前は素す直なおに体を明あけ渡わたす気があるか？」


「あるわけ、ねえだろ」


　アルの拳こぶしが握にぎられる。


「今のアンタに、俺の体は渡せねえ！」


「ふん……、ま、そう言うだろうとは思ってたさ」


「それに──、俺だってただ目的もなくここに来たわけじゃねえ」


　腹に力を入れ、覚悟をもってアルは師と対たい峙じする。


「アンタの力を、借りに来たんだ」


「あぁ？」


　突とつ然ぜんのセリフに、テオドールが眉を跳はね上げる。


「今の俺じゃ、ファラフナーズは倒たおせない」


　ファラフナーズに勝てないということは──鯨くじらを止めることもできない。


「だが、アンタの力があれば対たい抗こうできる」


　師はその隻眼でアルの瞳ひとみを見つめる。試ためすように、はかるように。


「そいつはつまり……」


　発された声は重い。


「俺の魂を飲み込もうってことか？」


「──ああ」


　アルが力強くうなずく。


　と──。


「……く」


　静かにテオドールは肩を震わせた。


　声なき声で笑い、アルの頭からつま先までを睨ねめつける。


　軽く舌なめずりをして、テオドールは言葉を舌の上に乗せた。


「小こ僧ぞう、本気でこの俺とやる気か？」


　瞬しゆん間かん。


　突とつ風ぷうのような殺気がアルを襲った。


「──っ！」


　反射的に腰こしを落とし、顔を護る。


　全身の毛穴が開く。背骨が氷の塊かたまりにしか思えない。何もせずとも体が硬こう直ちよくしてゆく。


　テオドールは何もしていない。特別に強い殺気を放ったわけではない。


　ただ、アルを敵として見ただけだ。


　それだけで、まるで地の底に封ふうじられているかのような重さを感じる。


「もう一度聞くぞ」


　テオドールの目が、胸の奥おくまで見通すようにアルへと突つき刺ささった。


　見る間にその瞳の色が変わってゆく。


　焼やけ焦こげた濃のう茶ちやから、闇やみのような青へ。あらゆる青を凝ぎよう縮しゆくした、深い海と同じ色へ。


「本当にこの俺と戦う気か？」


〝剣けん聖せい〟と異名を取った剣士。アルディオン最強を謳うたわれた戦士。


　数知れぬ魔ま族ぞくを斬り、セインの英えい雄ゆうと呼ばれた男。


　テオドール・ツァイスがその本気の一いつ端たんをのぞかせ、そう問うた。


「…………」


　アルは下腹に力を入れ、双そう剣けんを握り直す。


　負けぬように師の隻せき眼がんを睨み付け、うなずいた。


「ああ、アンタの魂、もらい受ける」


「ふん、よく言いやがった」


　獣けもののような笑みで、テオドールは腰の双剣を引ひき抜ぬく。


〝憤ふん怒ぬの神剣〟ではない。


　刃やいばまで漆しつ黒こくに染まった、まがまがしい双剣だ。


「構えな。お前がどれぐらい強くなったか見てやる」


　テオドールは双剣をだらりと下げたまま、手をしゃくった。


　対応するようにアルは左半身を前に、右手を引く。


「葦あしの矢か。前よりは自然だな」


　アルの構えを眺ながめて感想を述べるテオドール。


　もう一度手をしゃくる。


「で、かかってこないのか？　葦の矢は攻せめる構えだって教えただろう」


「…………」


　後ろ足に体重をかけながら、アルは飛びかかれずにいた。


　隙すきがないのだ。


　ただ無造作に立っているはずなのに、牽けん制せいを打てるほどの隙もない。


　打ちかかれば、そのまま返す刀で斬られるイメージのみがわき上がってくる。


「く……」


　床ゆかを踏ふみしめた足がジリ、と音を立てる。額に汗あせがにじんだ。


「ふむ──」


　攻めあぐねているアルが喉のどを鳴らし、瞬まばたきをしたその時。





　剣を横に振りかぶるテオドールが目の前にいた。





「っ!?」


　目を丸くする暇ひまもない。


　気合いひとつ発さず、師の剣が横よこ薙なぎに払はらわれる。


　狙ねらいは──首。


「～～っ！」


　声もなく悲鳴を上げながら、アルは身をよじった。


　集中力によって引き延ばされた時間が、紫し電でんのごとく煌きらめく黒刃の軌き道どうをあらわにする。


　アルはかろうじてその一いつ閃せんをかわし──。


　もう片方の剣を振り上げるテオドールを知覚した。


「ふん」


　あえなく振り下ろされる長ちよう剣けん。体勢を崩くずしたアルに防ぼう御ぎよする術すべはない。


　刃はアルの鎖さ骨こつを叩たたき折り、肉をえぐり、切きり裂さいてゆく。


「が……っ！」


　剣の勢いで床に叩きつけられ、無様にも転がってテオドールの間合いから逃のがれる。


「ほらな、防御には向いてねえって言ったろ？」


　テオドールは肩をすくめる。


　アルは歯がみしながら傷の状態を確かめようと手を当てる。


　ふわり、と奇き妙みような感かん触しよくがした。


「血は出てねえだろ」


　くつくつとテオドールは喉で笑う。


　思わず目で確かめたが、確かに血は出ていない。それどころか肉も骨も見えていない。傷口は破けた風船のように引き裂かれ、中には白いもやのようなものがのぞいていた。


「今の俺たちは実体じゃねえからな。血も出ないし、骨も砕くだけねえ。姿が同じだけの人形みたいなもんだ」


「でも、痛みはある……」


「ああ、実体の名残なごりみたいなもんだな。こうされたらこう感じる、とお前自身が錯さつ覚かくしてるのさ」


　テオドールは肩かたをすくめて付け加えた。


「これは魂の戦いだ。勝つか負けるかは意志力次し第だい。『もう自分が保てない』と思うまで俺の攻こう撃げきは止やまないから覚かく悟ごしろよ」


「く……」


「そんじゃ、説明も終わったところで……」


　テオドールが肩をぐるぐると回す。


　およそ剣聖という異名にふさわしくないどう猛もうな笑みを浮うかべて、師は言った。


「もう一回、行くぜ」


　言葉と共に──再び眼前に現れるテオドール。


「──っ！」


　前まえ触ぶれはなかった。


　気配すらなかった。いつ床を蹴けったのかも定かではない。


　本当にアルが瞬きをするその一いつ刹せつ那なに間合いを詰つめているとしか思えない。


「そらっ！」


　上体を沈しずみ込ませ、胴どうを狙うテオドール。


　すんでのところで反応し、アルは刃と胴の間に自分の剣を差さし挟はさむ。


　剣と剣がかち合い、火花が散った。


「ぐ……！」


　防いだはずの一いち撃げきでアルの胴がくの字に曲がる。


　大きな鎚つちで殴なぐられたような衝しよう撃げきが駆かけ巡めぐる。


　全身が硬直するような痛みをこらえ、アルは強引に体をねじる。


　胴を抜きざま、テオドールは後ろへと駆け抜けていった。


　この技わざは──。


「間に合え……！」


　再び響ひびく甲かん高だかい音。


　ほとんど勘かんで切り上げたアルの剣は、後ろに回ったテオドールの一閃を受け止めていた。


「お、よくわかったな」


「重ね刃やいば、だろ……！　この間、たまたま使ったんだ……！」


　全身の筋力を総動員してテオドールの剣を押し返そうとするアル。


　金属と金属がかみ合い、きしみをあげる。


「なんだ技まで読んでこの対応じゃ、及きゆう第だい点てんはやれねえな」


　ぐう、とテオドールが上半身を起こす。


　アルよりも頭半分高い体たい軀くがさらに膨ふくらんだ……気がした。
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　剣のきしみがより甲高くなり──。


「う……！」


　パキン、と小さな音を立ててアルの剣が壊こわれる。


　支えを失ったアルの体が前へと流れ。


　すくい上げるようなテオドールの剣が胸を深々と切り裂いた。


「ぐ、は……！」


　ゆるい放物線を描えがき、背中から地に叩きつけられるアル。


　慌あわてて起き上がるも、テオドールの追つい撃げきはなかった。


「お前は筋力が無いんだから、速度で対たい抗こうしろって言ったろ」


　剣を一ひと振ふりするテオドール。その刃にぬぐうべき血は付いていない。


「つばぜり合いは止めとけとも言ったよな。動きが止まるし、お前じゃ負けることの方が多い」


　続けて昔の教えを口にする。


「ま、そうなる理由もわかるけどな。……見切りが足りねえんだよ」


　相手の攻撃が読めないから、対応が遅おそくなる。


　回かい避ひではなく、受け止めてしまう。必然、パワーに勝まさる相手には後手を踏んでしまう。


「もうちょい目を鍛きたえた方がよかったんじゃねえのか？」


　このままじゃ相手にならねえぞ、とでも言いたげにテオドールはアルを見下ろす。


　だがアルは──。


「……ふ、ふふ」


「笑ってんのか？」


「テオ。しばらく会わない間に、ずいぶんと説教くさくなったんじゃないか？」


「あ？」


　胸を押さえてアルは立ち上がる。傷口からやはり血は流れなかった。


「俺は今、自分の進歩を実感してるよ」


「どういう意味だ？」


「三年前は、見ることもできなかった」


　あの夜。あの森の中で。何もできずに斬きり倒たおされた絶望を、アルはまだ覚えている。


「それが今、曲がりなりにも戦えている。少なくとも、俺は進歩を実感してるよ」


「相手に圧あつ倒とうされちゃ意味ねえだろ、そんなの」


「それでもうれしいもんはうれしいんだよ」


「……はっ、今いま更さらだが変わったヤツだな」


「よく言われるよ」


　アルは一本だけ残った剣けんを構えようとして──。


「あー、ひとつだけ教えてやる」


「なんだよ？」


「なんでもいいから、お前の知ってる剣を想像してみろ」


「……？」


　黒剣の切っ先でこちらを指し、早くしろと促うながしてくる。


　なんとなく押される形でアルはぼんやりと剣を想起し──。


「おお？」


　虚こ空くうからにじみ出てくるように現れた一本の長剣を手に、驚おどろきの声をあげた。


「さっきも言ったが、ここはお前の魂たましいだからな。そのくらいのことはできる」


「なるほど。便利っちゃ便利だな」


　二、三回素す振ぶりをして感触を確かめてからアルは言った。


「じゃ、再開といこうか」


　言葉と共に、アルはだらりと双そう剣けんを下げる。


　テオドールの眉まゆがピクリと反応した。


　アルは静かに呼吸を繰くり返かえしながら、目の前の相手を正面から見み据すえる。


　ふと、テオドールの口元に笑みが浮かぶ。


「──なるほどな、『見切れない相手なら、まず見ることにすべてを費やせ』」


　それもまた、アルが体得してきたテオドールの教えだ。


「だが、それでこれだけの差が埋うまるかな？」


「……ご託たくはいいよ」


　じりじりと集中力を上げつつ、アルは言った。


「──来い」


「生意気な！」


　歓かん喜きにも似た声を上げ、テオドールが三度動く。


（……ここだ！）


　アルは目を見開く。


　集中によって引き延ばされた時の中、アルはテオドールの動きだしを知覚する。


　ほんの軽く、足首から先で床ゆかを蹴るだけ。


　たったそれだけで、テオドールは魔ま術じゆつでも使ったかのように間合いを詰める。


　動作を極限まで短縮し、虚きよを突つくことで錯覚させる技術であった。


　対応して、アルも後ろへと跳とぶ。


　だが、距きよ離りは離はなせない。テオドールの方が圧あつ倒とう的てきに速度で上回っているからだ。


　あっさりとテオドールはアルを間合いへと入れる。


（一撃目を──！）


　テオドールの間合いに入っても、アルは双剣を動かさなかった。


　余計な動きを一いつ切さい取らず、ただ見ることだけに集中する。後ろに跳んだのも、少しでも視界を確保するためだ。


（最初の、一撃を──！）


　双剣を下げたままのテオドールに変化があった。


　左ひだり肩かたがかすかに動き、右足にためが生じる。


（……切り上げ！）


　アルが上体を反らせると同時にテオドールの左手が霞かすんだ。


　空気すら震ふるわせずに、長剣が伸のびる。


「く！」


　額が垂直に割れた。血の代わりに飛び散る白いもや。


　だが──アルは目を閉じない。


（次、は……！）


　流れるようにテオドールが動く。


　上体を沈め、右の剣を懐ふところに構えた。


（──夜よ霞がすみ！）


　心中で技の名前を叫さけぶと同時に下げた剣を跳はね上げる。


　テオドールの突きが喉のどへと突き刺ささる寸前に割って入り、その軌き道どうをずらす。


　頸けい動どう脈みやくあたりが破け、新しい傷となった。


（まだ……！）


　アルの知る型はこれで終わりではない。


　テオドールは突きだした剣を払はらいつつ、一回転。


　体勢を立て直すと、両の剣を左右同時に斬りつけた。


　──何度目になるかわからない、金属同士が打ち合う音。


　交差させた剣で、アルがテオドールの連撃を受け止めた音だ。


「……お」


　テオドールの目が丸くなる。


　受け止めた勢いを利用してアルは後ろへと跳んだ。


「きれいに受け止めやがったな」


　テオドールは剣で肩かたを叩たたく。意外だ、とその顔が告げていた。


「……へへ」


　アルの口に不敵な笑いが浮うかぶ。


「少しはできるだろ？」


「ああ、確かにな。考えてみりゃ、初めての体験だ」


　テオドールの口にもまた、同じ笑み。


「同じ技を持つヤツと戦うのは」


「…………」


　一発で正解を言い当てられ、アルの笑みがわずかに歪ゆがむ。


　アルがテオドールの技を防ぼう御ぎよできたのは簡単な理り屈くつだ。


　その動きを知っているから。その技を、身をもって知っているから。


　だから、アルは始動の動きを見切ることにすべてをかけた。


　それさえ分かれば、後は流れを予測できる。


　結果は──ごらんの通りだった。


「まあ夜霞を半分防御できたのは褒ほめてやるが」


　テオドールはアルの首を指して言った。


「完全には防御できてねえじゃねえか。普ふ通つうだったら死んでるぞ、その傷」


　軌道をそらしたとは言え、テオドールの突きは首の肉をごっそりえぐっていた。


　実体を持つ戦いならば、頸動脈どころか気管すらあぶない傷だ。


「いいんだよ、今は」


　アルは傷口をぬぐって言った。


「さっきまで見えなかったものが見える。今はそれだけで十分だ」


「ふん、俺には勝つのを諦あきらめたセリフにしか聞こえないな」


「俺には俺のやり方があるんだよ」


「おお、言うようになりやがったな」


　ぺろりとテオドールは自分の手をなめ、剣を握にぎり直す。


「それじゃあ、まあ……」


　トントン、と軽くジャンプして体の状態を確かめ直し──。


「言うとおりできるか、試してやろうか！」


　再び、アルへと間合いを詰つめた。





　　　　＊　　＊　　＊




　白と黒の世界に、剣けん戟げきの音が響ひびく。


　どれほどに打ち合っただろうか。


　数分か、数時間か、それとも数日か。時の無いこの世界に、それを知る術はない。


「…………く」


　アルはかろうじて両の足で立ち、震える手で双剣を握っていた。


　喉からはヒュウヒュウと笛のような音が吐はき出されている。


　体中に傷が無い箇か所しよはなく、白い傷口が現実味を喪そう失しつさせていた。


　周囲には何本もの折れた剣が転がり、さながら戦場のように見える。


「ふむ」


　一方のテオドールには傷ひとつ無い。


　まだ始まったばかりとでも言うように、呼吸も乱れず、汗あせすらにじんでいなかった。


「よく受けきったな」


　賞賛の言葉をかけるテオドール。


　だが、裏腹に剣聖の顔からは熱が失うせていた。


「──俺は持っている技のすべてを出して、お前を仕留められなかった。何度もフェイントをかけたが、これにも引っかからなかったしな。たいしたもんだと正直に思うぜ」


　淡たん々たんと師はアルを褒める。


　しかし──。


「だが、お前は受けただけだ」


　テオドールは冷めた様子で言葉を続けた。


「一いち撃げきも返せねえ。完全に防ぎきったわけでもねえ。……それで、どうするってんだ？」


「…………」


　テオドールに言われるまでもない。


　アルは満まん身しん創そう痍いだ。いや、その言葉すら生ぬるい。


　元のシルエットが歪むほどに体は削けずられ、えぐられ、切り刻まれている。


　現実ならば、とうの昔に死んでいる状態だ。


　だが、それでも。


「…………」


　じろりとアルの目が動いた。震える手で剣けんを握り直す。


「まだ、やるってのか」


　テオドールはしばしアルの瞳ひとみの中をのぞき込み──ため息をついた。


「わかった。つきあってやる」


　そして、再び剣戟が始まる。


　テオドールは表情を消したまま、苛か烈れつに打ち込みを続ける。


　上下左右あらゆる角度から、緩かん急きゆう織り交ぜて容よう赦しやなく。


　師は黙もく々もくとアルを追い詰める。


「……っ！」


　アルは反応の鈍にぶくなった手足で、半ば自動的に攻こう撃げきを捌さばく。


　徐じよ々じよに増えてくる傷を意志の力だけでねじ伏ふせ、ひたすらに防御を続ける。


（……俺がテオに勝てるとしたら、ひとつしか手はない）


　無言で剣を振ふるう師から目を離さずに、アルは内心つぶやく。


（スピードもパワーも上。テクニックは言うに及およばず。唯ゆい一いつ磨みがいてきた見切りも段だん違ちがい）


　まさに格が違うというにふさわしい相手。


　悔くやしいが、今のアルではテオドールの足あし下もとにも及ばない。


（そんな相手に一撃を入れられるとしたら──、相打ちしかない）


　みずからの肉体を犠ぎ牲せいにして放つ一刀。


　肉を切らせて骨を断つ。


（それも──やれるとして一回）


　テオドールに同じ手は二度通用しない。ましてや奇き襲しゆうなど。


（本気の一撃を狙ねらう。その一撃を誘さそい出す……！）


　カウンターを取るならば、相手の攻撃が強くなければ意味がない。


　こちらにとどめを刺すための、最後の一撃を──逆転の一手に変える。


　最初から、アルはその一刀に賭かけていた。


　いくら自分の傷が増えようとも、そこにしか光明が無いのだから。


（しかし……、耐たえられるか？）


　傷は痛みと共にアルの体力そのものを削ってゆく。


　このままでは最後の一手を打つ前に、アル自身が倒たおれかねない。


「どうした？　考え事か？」


　テオドールの低い声が耳じ朶だを打つ。


　感情のこもらぬその一言で、アルは我に返った。


（そうだ、今は余計なことを考えてる暇ひまは無い──）


　鋭するどく呼気を吐き出し、再びテオドールの剣へと集中する。


　師は軽い突つきを数度アルに浴びせると、伸のび上がるように大きく右の剣を振り上げた。


（──双そう月げつ輪りん！）


　特とく徴ちよう的なそのモーションは見み逃のがさない。


　大上段から体ごと叩きつける一撃を放ち、直後に左の剣をすくい上げる連撃。


　全力を振り絞しぼった攻撃は相手の防御ごと断ち切る力を持つ。後ろや横に逃にげても、二撃目が変化して襲おそいかかる。


（この技の隙すきは──）


　アルの想像通り、テオドールは踏ふみ込こみと共に上体を巻き込んだ。


　振り上げた剣が雷いかずちのように虚こ空くうを降りる。


（前だ！）


　唯ゆい一いつの逃げ道は円の中心。双剣を構えて斜ななめ前へと踏み出し──。


「え──っ!?」


　アルは間ま抜ぬけな声を上げて、自分の太ももに突き刺さった長ちよう剣けんを見た。


　テオドールの左手に握られた、黒剣を。


「がっ……！」


　驚きよう愕がく、そして激痛。


　だが動どう揺ようしている暇はない。


　転がるようにアルがその場を逃のがれると同時に、断頭台よろしく振り下ろされたテオドールの剣が地面をえぐった。


「逃げたか」


　淡々と言うテオドール。


　師はじろりとアルを睨にらむと、剣をひとつ振って汚よごれを払はらい落とした。


「納得いかねえって顔だな」


　我知らず眉まゆを寄せていたアルに、テオドールは言う。


　双月輪の唯一の隙は踏み込んでくるものへの対応がないこと。


　初撃の力を殺しておけば、二撃目がどう変化しようが対処できる。


　そのはずだったのだ。


「ふん」


　アルの言いたいことを読み取ったのか、テオドールは鼻を鳴らす。


「簡単な話だ。双月輪の動きを途と中ちゆうで変えた」


「……っ！」


「お前が懐ふところに入る予兆を見せてたからな。一撃目を途中で止めて、二撃目で踏み込む脚あしを狙った。そんだけだ」


「そ、んな……！」


　アルの口から絶望の言葉が漏もれる。


　あっさりと言い放ったテオドールの一言は、死亡宣告にも等しかった。


　剣けん技ぎに限らず、技とは相手の反応と自分の可動範はん囲いを考えて最適化されたものだ。


　一度技に入ってしまえば、必然的に取れる選せん択たく肢しは限られてくる。


　途中で動きを止めることも、動きを変えることも、基本的には不可能だ。


　特に初動の大きな双月輪を途中で変化させることなど。


　──だが。


「できないと思ってたか？」


　テオドールは冷たい笑みを浮うかべる。


「できるんだよ。俺の剣は神しん魔まを斬るために磨みがいた剣だ。これくらいなんとでもなる」


　その隻せき眼がんがアルを射すくめる。


「ましてや、お前の動きを見切っていればな」


「っ！」


　全身が硬こう直ちよくするのを、アルは感じた。


「お前が俺の動きを見ているように、俺もお前の動きを見ている。双月輪の動作に入った瞬しゆん間かんに後ろ脚に力が入っただろう？　指の先ほど体も前にかしいだ。視線も剣ではなく、俺の方へと向いたな。奥おく歯ばも嚙かみしめたとなれば、前に出てくる以外の選択肢はねえ。……動きが分かってれば、技を途中で止めるのもたやすい」


　つまりはこういうことだ。


　アルが技の型からテオドールの動きを予測したように、テオドールはアルの体そのものから、その動きを予測した。


　騙だますことを前提としたフェイントではない。


　テオドールは、アルの動きに合わせて剣を繰くり出だせるのだ。


「ま、体に負荷がかかるから、あんまりやりたくないんだけどな」


　師はぐるぐると腕うでを回してアルを見やる。


「続けるぜ。起きろよ」


　しゃくった右手を見て、アルは自分が膝ひざをついていることを思い出した。


　かろうじて立ち上がるものの、動揺は隠かくせない。焦あせりと不安が剣けん士しの顔を彩いろどっていた。


「そら、行くぞ」


　無造作にテオドールが踏み込み、力任せに右の剣を切り上げる。


「く……！」


　何でもない一撃に、アルはたたらを踏んで下がった。


　次々と繰り出される攻撃に対応できず、ずるずると後退する。


　アルを縛しばっているのは迷いであった。


　技の最中に動きを変えられたら？　この一撃につながる技は？


　先さき程ほどまで意識せずとも防げていた技が、次々とアルの防ぼう御ぎよをすり抜ぬけてゆく。


　テオドールの動きが見切れない。次の動作がわからない。


　アルにとって唯一の希望だった剣筋の読みが、今は逆に彼を混乱させていた。


（このままじゃ……！）


　歯を嚙みしめ、息を止める。


　テオドールの冷たい目をただ一心に見つめ、前へと踏み出した。


　それぞれが別個の生き物のように動く二本の剣。


　その刃やいばが生み出す嵐あらしにあえて身をさらし、距きよ離りを詰つめる。


　強引きわまりない突とつ撃げきだった。


「──破れかぶれか？」


　一言と共に、テオドールの剣が払われる。


「ぐ……！」


　きれいな弧こを描えがいた一刀が切きり裂さいたのは胴どう。


　腹部を半ばまで切り払われ、アルの上半身がかしいだ。


　バランスを失った頭部がテオドールの目の前へと動く。


　まるで首を落としてくれと言わんばかりに。


　テオドールが、流れるように剣を振り上げる。


（ここ、だ！）


　ずしり、とアルの左足が床ゆかを摑つかむ。


　揺ゆらいでいた上体を固定し──反動を付けて起き上がった。


「──っ！」


　懐でためていたのは右の剣。


　顔を上げればテオドールがとどめの一いち撃げきを放つべく、剣を振り下ろしている。


　わずかに、糸のごとく見えるその隙に──剣をねじこむ。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　アルが吠ほえる。


　踏みしめた足から腰こしへ、腰から肩かたへ、肩から剣へ。


　溜ために溜めた力を余すところなく爆ばく発はつさせ、その一ひと突つきへと転化させる。


　痛みも疲ひ労ろうも、奥歯の向こうに嚙みつぶし、余計な思考を排はい除じよする。


　アルの全身全ぜん霊れいを込めた一撃は、一筋の光となって師の胸へと繰り出され──。


「……読んでたよ」


　だが。


　乾けん坤こん一いつ擲てきの一刀は、あえなく漆しつ黒こくの剣けんに払われる。


　キン、と乾かわいた音が白と黒の世界に響き──。





　アルは、斬り飛ばされた自分の右みぎ腕うでを目にした。





「え──？」


　なじみ深い長剣を握にぎったままの右腕は、放物線を描いて虚空を飛ぶ。


　呆ぼう然ぜんと見つめるアルの視線の先で、右腕は白いもやと変わり、モノトーンの世界へと飛散した。


　それは、わずか一秒にも満たぬ欠落。だが──テオドールにとっては十分な隙だった。


　剣聖の双剣がひらめく。


　軽い衝しよう撃げきと共にアルが持つ左の剣がはじき飛ばされ、同時に脚を切られて膝をつく。


　顔を上げれば、眼前には突きつけられた切っ先。


「お前の狙ねらいくらい、読んでたよ」


　テオドールの隻眼は冷たく、暗い。


　今いま更さらのようにアルは思い知った。見切るという力の、その本質を。


　目の前の攻こう撃げきを捌さばくだけではない。相手の思考や癖くせまでをも読み、敵のすべてを掌しよう握あくする。小こ賢ざかしいアルの狙いも、その動揺も、テオドールは理解していた。


　それこそがテオドールの見切り。


　剣聖の隻眼の持つ、本当の力。


「相打ち狙いなら勝機はある。……その考え自体は悪くねえ」


　殺気でアルを押さえながら、テオドールは戦術を評価する。


「だが、狙いが見え見えだ。そんなに必死に目と剣を守ってるようじゃ、読んでくれって言ってるようなもんだぜ」


　アルは答えを返せない。


　呆然と師を見るその瞳ひとみは光を失っていた。


　自分とテオドールのあまりにも大きな隔へだたりは絶望となり、重くのしかかっていた。


　静かにテオドールは剣を振ふり上げる。


「よくやったとは思うが、な」


　無む慈じ悲ひで冷れい徹てつに。


　死し刑けい執しつ行こう人にんのように。


「諦あきらめろ、これで終わりだ」


　重い殺気を込めて、アルの頭へと鈍にび色いろの刃が振り下ろされる。





　その刹せつ那な──、時が止まった。





　逃れ得ぬ死が時を引き延ばしたのか。


　絶望の境地が知覚を引き延ばしたのか。


　呆然と振り下ろされる刃を見つめ、アルは思う。


　──終わる。


　これで終わる。


　残像を引きながら、テオドールの剣はじりじりと動く。


　一分の迷いもなく、アルの頭部を両断する軌き道どうで。


　受ければ助かる術はない。


　アル・イーズデイルは死ぬ。アルの魂たましいは、今ここで消える。


　──諦めろ。


　テオドールはそう告げた。


　何を諦める？


　命など、師に斬きられたあの夜に諦めた。


　だが──。





「オレは納得しねえぞ！」


　脳のう裏りに誰だれかの声がかすめた。


　美しい顔を苦く悩のうと怒いかりで歪ゆがめ、その声に黄金の髪かみが揺れている。


　サイラス。


　アルの命を救い、旅を共にした仲間。





「……また」


　深い紫むらさきの瞳がアルへと注がれる。


　刃のように鋭するどく、決して感情をあらわにせず、何度もアルを騙した密みつ偵てい。


　そして──闇やみに捕とらわれたアルを救い出した少女。


　ナーシア。


　アルにとってただひとり、同じ師の元で剣を学んだ仲間。





「アルさん、帰ってきてくださいね」


　潤うるんだ瞳で王女はそう言った。


　目に見えるすべてを案じ、すべてを助けようとする少女。


　ピアニィ。


　アルが仕える、ただひとりの主。





　そして──





「いつか、俺より強くなれ」


　弟で子し入りを認めたあの夜に、ほんのかすかな笑みを浮うかべて師は言った。


　テオドール。


　アルが憧あこがれ、目標とした剣士。


　世界を憎にくみ、世界を護まもろうとする英えい雄ゆう。





　ここで倒たおれれば約束を違たがえることになる。


　ここで命を落とせば誰かを泣かせることになる。


　ここで諦めれば──テオドールに孤こ独どくな復ふく讐しゆうを続けさせることになる。





　ガキン、と音がした。


　数百の撃げき鉄てつが一いつ斉せいに落ちたような音。


　胸の奥に灯ひがともった。


　燃えさかる何かが津つ波なみのように全身へと巡めぐってゆく。





　諦める？


　──冗じよう談だんじゃない。





　　　　＊　　＊　　＊




「──諦めろ。これで終わりだ」


　そうつぶやいて、テオドールはアルへと剣を振り下ろした。


　これまでよく耐たえてきたが、これで終わる。


　頭を両断されれば、どれほど強きよう靭じんな精神を持っていても耐えきれまい。


　だが──。


　アルの体がわずかに震ふるえた。


　振り下ろされる刃やいばに無造作に左手を差さし伸のべ、刃を摑む。


「──!?」


　無論、素す手でで剣を止められるはずもない。


　長ちよう剣けんはたやすく左ひだり腕うでを切り裂き、そのままアルの肩まで食い込む。


「往おう生じよう際ぎわが──」


　悪い、という一言をテオドールは飲み込んだ。


　顔をあげたアルの瞳に光が戻もどっている。


　今までのような、どこか怯おびえのある光ではない。


　それは愚おろかしいほどにまっすぐで、純じゆん粋すいな怒り。


「……め、られるか……」


　アルの口がわずかに動く。


「諦め、られるか……っ！」


　誓ちかいのように、呪のろいのように、同じ単語を繰くり返かえすアル。


　赤毛の青年は肩かた口ぐちに剣を食い込ませたまま、ぐいと体を起こした。


「こいつ──！」


　動かない剣に力を込めつつ、テオドールはうめく。


　肉に絡からめ取られたか、意志の力がそうさせたか。


　右の剣は岩でも乗せられたかのようにびくとも動かなかった。


「だが、その体勢でどうする！」


　右腕を飛ばされ、左腕を破は壊かいされ、脚あしは切きり裂さかれている。


　アルに打てる手はない。


「諦めろ！　これで終わりだ！」


　同じ言葉を叩たたきつけ、テオドールは左の剣を引いた。


　躊ちゆう躇ちよ無くアルの眉み間けんへと突つきを放つ。


　が──。


「あああああああああああああああああっ!!」


　咆ほう吼こうと共にアルが頭を滑すべらせた。


　紫し電でんのようなその突きは、赤毛の側頭部をえぐったのみ。


「な、に──!?」


　目を見開くテオドールを前に、アルは動かぬ脚をわずかに踏ふみ出して。





　その右腕で、テオドールの胸を貫いた。





　　　　＊　　＊　　＊




「え……？」


　驚おどろきの声を上げたのは、アル自身だった。


　どう、とテオドールが仰あお向むけに倒れる。


　アルの剣けんが師の胸を突き刺さしたのだ。


　先程テオドールに斬り飛ばされたはずの、右腕が握にぎった剣で。


「なん、で──？」


　無我夢中で体を動かした。ここで終わりたくなくて、必死に反はん撃げきした。


　ただそれだけなのに──。


「……ちっ、これで終わりかよ」


「テオ？」


「お前はあんなに耐えたのに、俺はこのざまか。肉体を失った魂なんて、所しよ詮せんはこんなもんか。我ながら情けねえ」


　大の字に寝ね転ころび、テオドールは起きようともしない。


「しかし、まさか右腕ごと再生して一いち撃げきくれるとはな。……やってくれるぜ」


　この世界は意志がすべての力を決める。


　闘とう志しが剣に変わるなら、失った四し肢しもまた意志の力で再生できる。


　諦めまいとしたアルの覚かく悟ごが、戦う力を取り戻したのだろう。


　しかし、当のアルは戸と惑まどった顔で口をもごもごと動かす。


「いや、俺は別に……、ただ必死だっただけで……」


「くくっ、なんだよ無意識だったってことか？　そりゃ見切れねえな」


　手で顔を覆おおい、テオドールは笑い声を上げる。


　しばしの後、剣聖は遠くを見上げながらぽつりとつぶやいた。


「俺が邪じや神しんの御み子こを斬ることはできなくなった、か」


「…………」


「復讐劇もここで終しゆう了りようってわけだ」


「テオ、アンタはやっぱり間ま違ちがってるよ……」


　うつむき、唇くちびるを嚙かみ、拳こぶしを握るアル。


「アンタが間違ったのは、この復讐をひとりでやろうとしたことだ」


　紡つむがれる弟で子しの言葉を、師は黙だまって受け止める。


「今俺がテオに勝てたのは、多分まぐれなんだろう。……でも、あえて言う。俺がテオに勝てたのは仲間がいたからだ」


「……仲間？」


「俺がここに来るまでに助けてくれた仲間だ」


　あの一いつ瞬しゆん。


　脳のう裏りをかすめたのは、大切な仲間たちの顔だった。


「絶望に落とされても支えてくれた仲間がいたから、道を間違えても正してくれた仲間がいたから、俺はここにいる。今こうして、テオを見下ろしている」


　護ろうと誓った仲間がいるから、諦あきらめなかった。


　それが、奇き跡せきのような勝利につながったのだ。


「テオにだって仲間がいただろう？　そいつらと手を取っていれば、こんな道を進まずにすんだんじゃないのか？」


「…………」


「テオ、アンタは英雄だった。けど、アンタは孤独過ぎた」


　誰だれもがテオドールを頼たよった。


　誰もがテオドールを信じた。


　それだけ剣聖は強かった。


　数百年、彼をひとりにするほどに。


「それが──アンタが間違った理由だよ」


「く、くくくくくくく……」


　アルの言葉に、テオドールが身を震わせる。


　そして、ため息のようにひとつ息を吐はき出した。


「確かにそうかもしれねえ。いや、そうなんだろうさ」


　苦い笑みが師の口元に浮かぶ。


「そうじゃないかと思っていた。……三年前、お前を斬った時からな」


「え……？」


　意外な言葉にアルが声をあげる。


「三年前、お前を斬ったあの時。俺の手に残ったのは途と方ほうもない喪そう失しつ感かんと──そして後こう悔かいだった」


　そうして、テオドールは語り出す。


「口の中に苦い物が広がった。知らずに手が震え、周囲の感覚がわからなくなるほどにうろたえた。あんな目にあったのは、この八百年で初めてだ」


　彼の最後の真実を。


「数百年、ただひたすらに邪神の御子を斬ることだけを考えてきた。お前の言うとおり、ひとりで歩き続けてきた。だから忘れていた。誰かが近くにいる感覚を」


　テオドールは肩かたをすくめた。


「たった十年。八百年以上生きてきて、たった十年なのに」


　長々とテオドールは息をつく。


「お前は俺の家族になっていた」


「テオ……」


　十年。


　テオドールに連れ回され、アルディオンを巡った記き憶おくが蘇よみがえる。


　山の中、仕留めた獲え物ものをふたりで分け合った。


　森の中、無茶な修しゆ行ぎように反発して取っ組み合った。


　街の中、決けつ闘とうで覚えた剣けん技ぎを確かめた。


　たくさん喧けん嘩かをした。たくさん笑いあった。


　多くの涙なみだを流した。多くの物を学んだ。


「だが浅はかにも俺はそのことに気がつかず、必要だという理由だけでお前を斬った」


　テオドールの笑みにあざけりが混じる。


「俺は──自分自身の手で家族を斬った。自分でレイルズを殺したんだ」


　テオドールは顔の前で手を握る。


「あの時、俺はそれまでの数百年を否定した。事もあろうに、自分の剣でな」


　強く固められた拳の中に握りしめられたのは後悔。


　数百年にわたる、悔くいそのもの。


「だから俺はその場で竜りゆう輝き石を放り投げ、迎むかえに来たバルムンクを斬った」


「え……？」


「バルムンクを抜ぬけるって言ったら襲おそいかかってきやがった。だから斬ったまでだ」


「そんな、乱暴な……」


「それが俺のやり方だ。ま、命は奪うばわなかったけどな」


　肩をすくめるテオドール。


　アルのかすかな苦笑いが浮うかぶ。


「そうしたら連中、今度は軍を送って来やがった」


「軍を……？」


「見た感じ全員操あやつられてたみたいだったな。そういうのが得意なヤツがいるんだろ？　俺はよく知らねえが」


　面めん倒どうそうに首を振ふり、テオドールは先を続ける。


「問題は、そいつらを盾たてにして他のバルムンクが襲ってきたことだった。六人だか八人だか、ずいぶんと数がいてな」


「え？」


「その時の俺に、何も知らない民たみを斬る剣はなかった。兵士を殺さないように注意しながら戦ってたら不覚を取った」


「そう、なのか。……でもテオ、世間ではアンタが村人を殺し回ったあげくに、討うち取られたことになってるぜ」


「あぁ？　なんだそりゃ」


　アルから事情を聞き、テオドールは吐き捨てるように言った。


「情報操作ってヤツだろ。連中は得意だからな、そういうの」


「じゃあ、テオが死んだのは……」


「バルムンク同士の戦いの末、ってことだ。神剣を持つ俺が抜けることを許さなかったんだろう」


「そうだったのか、それなら──テオが復活しても問題はなかったのか」


「いや」


　テオドールは首を横に振る。


「お前をもう一度斬っていたら、俺は多分昔に戻もどっていた。何もかもを──家族をも犠ぎ牲せいにして世界を護る剣けん士しにな」


　テオドールは息を吐き出した。


　長い長い、後悔のため息を。


「だが、今いま更さらだが気がついた」


　そうして、隻せき眼がんの剣聖は笑みを浮かべる。


　ただひとりの弟子に向けて。


「俺が間違っていた。そして──」





「お前の勝ちだ」





　浮かべた笑みは少し寂さみしげで。


　胸がすくように豪ごう快かいだった。


　だがそれも一瞬のこと。


「けどいい気になるんじゃねえぞ。あくまでこの世界だから勝てたんだからな」


　テオドールの笑みはすぐに挑ちよう発はつ的なものに変わる。


　だが、アルも負けじと意地の悪い笑みで言った。


「ふふん、負まけ惜おしみか、テオ？」


「なっ！　お前！　状じよう況きようをよく見ろよ！」


「ははっ、わかってるって」


　現実で戦っていれば、最初の数合で負けていた。


　今勝利できたのは、たまたまに過ぎないのだ。


　それに──。


「テオ、少し手加減してただろ」


「あぁ？」


「正面から戦わなきゃ、あんなに粘ねばることもできなかった。もっとえげつない戦い方だってできただろうに」


「……弟子相手にそんなことをする師し匠しようがどこにいるんだよ」


　バリバリと頭を搔かくテオドール。


「まあ、付けてやれなかった稽けい古この代わりくらいはしてやろうと思ってたが」


「そういうとこ、素す直なおじゃねえなあ」


「うるせえ、お前だけには言われたくねえ」


　師弟はケラケラと笑い合う。


「考えてみりゃ」


「ん？」


「俺はお前に根負けして、弟子にしたんだよな。……根こん性じようの勝負になったら俺に勝ち目はなかったのか」


「剣けん聖せいテオドール唯ゆい一いつの弱点、か？」


「調子にのんな。昔からガキは苦手だったんだよ」


「でも、こんな形じゃなくてさ」


　アルは拳こぶしを握にぎる。


「いつか全力のテオに勝ってみせるぜ」


「……ああ、気長に待つさ」


　果たされぬ約束と知りながら。


　師弟は共に拳を打ち合った。


「さて、と」


　テオドールは立ち上がった。


　アルの付けた胸の傷から、放射状にひび割れが走っている。


　亀き裂れつは徐じよ々じよに大きくなり、テオドールの全身を冒おかしつつあった。


「俺が消えたら、この世界も消える。俺の魂たましいはお前に食われる」


「……すまん、テオ、俺は……」


「今更そんな風に言うな。死んでからお前に力を貸してやれるだけで、俺は満足だ」


　そう言って、テオドールは自分の右眼を指さす。


「いいか。お前には俺の眼を貸してやる」


「眼を……？」


「森しん羅ら万ばん象しよう、あらゆるものを見切る眼だ。これがありゃ、負ける道理はねえ」


　アルはうなずく。


　剣聖の眼。そのすさまじさは、まさに身をもって知っている。


「ただ、気をつけろ。……たぶん、お前にゃ長くは使えねえ」


「え？」


「この眼は俺が八百年かけて鍛きたえた代しろ物ものだからな。お前の体や精神にひどく負担をかける。ま、使ってみりゃわかるさ」


「……わかった」


「負けるなよ？　俺に勝ったんだからな」


「負けねえよ。負けられない理由があるんだ」


「……よし、いいだろう」


　テオドールがその言葉を言い終わると同時に。


　ピシリ、と乾かわいた音が響ひびいた。


　空の漆しつ黒こくに亀裂が入る。


　亀裂は見る間に空を覆おおい尽つくし、蜘く蛛もの巣すのように広がってゆく。


「……そろそろ時間だな」


　空を見てテオドールがつぶやいた。


　彼の体にも同じように亀裂が広がっている。


「…………」


「そんな顔するな。もうガキじゃねえだろう」


「ああ、うん、……そうだよな」


　アルは笑顔を浮かべた。どうしてもぎこちなくなってしまったが。


　テオドールは立ち上がり、そんなアルの肩かたを叩たたく。


「達者でやれ。それから──」


　師の声が、ひとつ下がる。


「いろいろ、悪かった」


　それはアルを騙だましていたことか。アルを斬きったことか。


　それとも──アルを遺のこしていくことか。


　悔いの言葉に、だが赤毛の剣士は首を振った。


「俺は──テオに斬られてよかったよ」


「──は？」


「そのおかげで、これだけテオのことがわかった」


　師の眉まゆがギュウと寄せられる。


「馬ば鹿か野や郎ろう、あれは俺が間ま違ちがってたって──」


「それでもさ」


「…………」


「昔の俺は、テオのことを知ろうともしなかった。ただ憧あこがれてただけだった。アンタみたいになりたいと思っていても、アンタを知りたいとは思わなかった」


　ただ静かに、アルは胸の内を語る。


　押しかけ弟子となり、強引に剣を学び。


　テオドールの都合など何も考えていなかったあの頃ころ。


「アンタに斬られたからこそ、俺はテオドールって人間を知ろうとしたんだ」


　信じていたものを失い、闇やみの中でさまよい。


　それでも求めていたから、ココにたどり着いた。


「だから──テオに斬られてよかったと思ってる」


「……ホント、変わったヤツだよお前は」


　テオドールはあきれたように言った。


　子供のように無む邪じや気きに、アルも笑う。


「よく言われるよ」


　再び乾いた音が響く。


　亀裂の入った黒はすでに崩ほう壊かいを始め、小さなかけらを色の無い世界に降らせてゆく。


　テオドールは空を仰あおいで、小さく吐と息いきをついた。


「──最後に少し、いい思いをしたな」


　その言葉には、八百年の重みが宿っていた。


　魔ま族ぞくと戦い、英えい雄ゆうとしてアルディオンに渡わたり。


　弟分を失い、世界への復ふく讐しゆうを誓ちかい。


　人間に立ち返り、そして死んだ。


　テオドール・ツァイスという剣士の歩んできた重み。


「──約束するよ」


「……？」


「テオの代わりに、俺が世界を護る。俺がアンタの剣を伝えていく」


　それがテオドールという剣士に憧れた少年として。


　彼を追い求め、人に戻した弟子として。


　精せい一いつ杯ぱいの、アルの言葉。
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「今は未熟だけど、必ず」


「……はっ」


　目を伏ふせ、天を仰いで師は言った。


「できすぎだ。泣かせる気か」


「別に泣いてもいいんだぜ？　誰だれも見てねえよ」


「馬鹿野郎。そう簡単に見せてやるか」


　そして再び乾いた音が響く。


　別れの時だと、師弟は共に悟さとっていた。


「じゃあ──」


　互たがいに向き合い、テオドールは笑みを浮うかべる。


　寂さびしさの混じった、だが心からの笑み。


　アルもまた、同じように笑う。


「達者でやれ、アル。──お前は最高の弟子だった」


「またな、テオ。──アンタの道は、俺が歩いて行く」


　師の姿が霞かすみと消えると同時に。


　白と黒の世界に、最後の亀裂が入った。





　　　　＊　　＊　　＊




　アルはゆっくりと眼を開く。


　銀の光は収まりつつあった。雷らい鳴めいのような絶ぜつ叫きようが轟とどろいている。


　鈍にぶい震しん動どうとくぐもった音がそこかしこから聞こえた。


　それは──崩壊を予兆させる音だ。


「…………」


　光に焼けていた視力が戻もどってくる。


　神剣の発動によって部屋は崩壊しかけていた。


　床ゆかも壁かべも焼やけ焦こげ、数体いたはずのゴーレムは形もない。


　中央に浮かんでいた水すい晶しよう柱は、ものの見事に木こっ端ぱ微み塵じんになっていた。


　その、崩くずれかけた部屋で。


　悠ゆう然ぜんとファラフナーズはアルを見下ろしていた。


　血のように紅あかい唇くちびるで、妖よう女じよは剣けん士しへと問う。


「さて、今のあなたの名を聞きマショウ」


「…………」


　わずかな沈ちん黙もく。


　アルはゆっくりと息をつくと、自分の名を述べた。


「──アル・イーズデイルだ」


「ふむ……」


　ファラフナーズの顔から笑みが消えた。


「まだのようデスね。なかなかにアナタも強情デス」


「──いいや、もう俺がテオになることはない」


「どういうことデス？」


「テオの魂は俺が飲み込んだからだ」


「フフッ、面おも白しろい冗じよう談だんデス」


　にべも無く、妖女はアルの言葉を否定する。


「そんなことを信じるとでも？　ワタシにすら負けるアナタが？」


「剣けんの腕うでじゃ逆立ちしたって敵かなわないさ。けどな、根性だけならテオ以上。本人のお墨すみ付つきだぜ？」


　静かに主張するアルに、ファラフナーズはいぶかしげな視線を向ける。


　ふ、とアルは鼻を鳴らした。


「……信じられないって顔だな」


　右眼に手を置き、まぶたを閉じる。


「じゃあ、これを見ても同じ顔ができるか？」


　──ゆっくりと、目を開いた。


「っ！」


　初めて。ファラフナーズの顔が凍こおり付く。


　アルの右眼は変色していた。


　琥こ珀はく色いろから闇に近い青へ。深海の色へ。テオドールの隻せき眼がんと同じ色へ。


「それは、まさか……！」


「もちろん知ってるだろ」


　不敵に、アルは言ってのける。


「テオドールの眼、すべてを見切る〝剣聖の眼〟だよ」


　幾いく分ぶん厳しい目つきで、ファラフナーズはその右眼を見つめていた。


　視線を外さぬまま、妖女は重々しくつぶやく。


「ひとつ、試ためさせてもらいマショウ……」


　右手を一ひと振ふりすると、虚こ空くうから剣が現れる。漆黒に染まった、ねじくれた大剣。


　流れるように妖女は剣を取ると、下段に構えた。


「では──」


　ファラフナーズは短くつぶやき──、わずか半歩でその姿を消す。


「ふん」


　妖女が消えた瞬しゆん間かん、アルは無造作に左後方へと剣を飛ばした。


　まるで吸い寄せられるように、神剣が虚空から現れた大剣を受け止めた。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて実体を現すファラフナーズ。


　その顔は驚おどろきに彩いろどられていた。


「見えてるぜ。お前の動きも──、空間の裂け目も」


〝剣聖の眼〟で、アルは確かに見た。


　ファラフナーズの漆しつ黒こくの大剣が、何もない空間を切きり裂くのを。


　そこに身を沈しずめ、妖女が空間を渡るのも。


「空間を斬る。……それがお前の能力なんだな」


「ふ……」


　ファラフナーズの口元が、にいっとつり上がった。


　楽しげに、愉たのしげに。


「ふ、ふふふふふふふふっ！」


「……なにがおかしい」


　美しくも凄せい絶ぜつな笑いを繰くり返かえすファラフナーズに、アルはつぶやく。


「アナタの言うとおり、ワタシの能力は空間を斬きること。虚空を断つ〝十字剣クレイモア〟の称しよう号ごうこそ、ワタシの力デス」


　妖女はアルの右眼へと手を伸のばす。


「そして笑わずにおれマスか。確かに今、ここにテオドールの力があるのデス」


　ファラフナーズの熱に気味の悪いものを感じ、アルは剣を振ふる。


　ブン、と神剣の銀光が虚空を薙ないだ。


「残念だったな。もう俺をテオドールにすることは不可能だ」


「エエ、ですがそれはもう必要ありマセン」


「なに……？」


「アナタが──神剣の使い手としてバルムンクに来ればいいのデスから」


「な……！」


　つう、とファラフナーズの目が歪ゆがんだ。楽しくてしょうがないと言わんばかりに。


「今初めて思いマス」


　よいおもちゃを見つけた子供のように。


「あの時、テオドールを殺してよかったと」


「──っ！」


　アルの体がこわばる。


「お前が……！」


「そうデス。裏切るなどというものデスから、同じセインとして許せなくて」


「そうか、お前が……！」


　爆ばく発はつしそうになる感情を、ぐっと下腹に飲み込んだ。


　怒いかりは凄せい烈れつなる蒼あおい炎ほのおとなって、アルの全身を駆かけ巡めぐる。


　琥こ珀はくと青の瞳ひとみが、妖女を見み据すえた。


「ファラフナーズ。──テオの仇かたき、討うたせてもらうぜ」


「フフフ……」


　愉ゆ快かいそうにクスクスと笑うファラフナーズ。


「せっかくの戦いデス。広いところでやりマショウか」


　妖女はそう言って頭上を指した。





　　　　＊　　＊　　＊




　古代の人造生物、アークは悲鳴をあげていた。


　身をよじり、肉体の一部を崩ほう壊かいさせ、それでも痛みから逃のがれようと苦く悶もんの声を上げる。


　対たい峙じするアルとファラフナーズの立つ地面からも、絶え間なく震動が伝わってくる。


　油断すれば、どこからか崩壊した鯨くじらの一部が落ちてきてもおかしくはない。


「………」


　だが、アルに一いつ切さいの動どう揺ようはなかった。


（なるほど、これが……）


　色の変わった右眼でアルは周囲を見る。


　まさに世界が変わったようだった。


　あらゆるものの動きが読み取れる。落ちる岩も、揺ゆれる足場も、うねる風も。


　その二秒後に物がどうなっているのかが薄うすい影かげとなって読み取れる。


（これが、テオドールの世界か）


　ファラフナーズは少しの距きよ離りを開けて、静かにアルと対峙している。


　構えもせず悠然と立つその姿からも、〝剣聖の眼〟はさまざまな情報を読み取る。


　少しの体重移動。呼吸の癖くせ。体内で練り上げる魔ま力りよくの動き。


　それらから次の行動を割り出し、直感的に〝予測〟。ヴィジョンとして視覚化しているのだ。言うなれば、未来の残像を見ているに近い。


　この眼の前では、どんな力も、どんな策も通用しない。すべてを無効化し、裏をかける。


　だが──。


（長くは使えねえって、こういうことかよ）


　頭が割れるように痛い。


　見えない鎚つちで叩たたかれ続けているようだ。


　決してファラフナーズには悟さとられないように歯をかんでアルは耐たえる。


　──情報量が多すぎるのだ。


　今までに見ていた世界と違ちがいすぎる。


　眼に見えるあらゆるものの動きを予測するということは、今の世界から二秒後の世界までを一度に知覚することに他ならない。


　その処理が追いつかなくて、アルの頭脳が悲鳴を上げていた。


（こんな状態を長く続けたら、まず先に俺の精神が壊こわれるな）


　痛みをこらえて、自分の状態を推測する。


　刻一刻と何かが消しよう耗もうされていくのがわかる。


　おそらく、この状態で戦えるのは五分と言ったところだろう。


（それまでに、ヤツを仕留められるのか……？）


　アルは両の手の神剣を握にぎり直す。


　テオドールの魂たましいの影えい響きようだろうか。神剣は安定し、刀身から銀の光を放っていた。


「……鯨はいいのかよ」


　余よ裕ゆうの笑みを浮うかべるファラフナーズを揺さぶるために、アルは言葉をかける。


「このままだとバーランドに着く前に落下するんじゃないのか？」


「ご心配ありがとうございマス。ですが、問題ありマセン」


　しかし、ファラフナーズの態度は崩くずれない。


「アナタに砕くだかれた魔ま力りよく水すい晶しようは、四つの動力のひとつデスから。あとみっつでバーランドまでは保もつデショウ」


　クスクスと笑みをこぼすファラフナーズ。


「とはいえ、今のアナタが本当に神剣を発動させたらこのアークとて危あやういデショウ。もちろん、ワタシを前にしてそんなことができればデスが」


「ち……」


　アルは舌打ちをする。


　会話で首を絞しめたのはアルの方だったようだ。


　テオドールの力が残っている内にファラフナーズと鯨の双そう方ほうを解決しなければならない。


「……さて」


　双そう剣けんを構えたアルの気き迫はくを正面から受け止め、妖よう女じよは手招きをする。


「今度はそちらからどうぞ？」


「…………」


　ものも言わずにアルは地を蹴けった。


　沈み込むように距離を詰つめ、間合いに入った瞬間に神剣を振るう。


　タイミングは必殺。


　だが──。


　唐とう突とつにファラフナーズの姿がかき消える。神剣はあえなく虚こ空くうを薙いだ。


「ちっ！」


　アルは舌打ちをひとつすると、右足を思い切り踏ふみ込んで急ブレーキ。


　それを軸じくに一回転すると、背後の空間をなぎ払はらった。


　ジィン、と水が蒸発するような音が響ひびく。


　虚空から現れたファラフナーズが、漆黒の大剣で神剣を阻はばんだのだ。


「先さき程ほども確かめマシタが……」


　ぐい、と力で剣を押し返し、妖女が言う。


「見えているみたいデスね、ワタシの力が」


「ああ、ありがたいことにな」


　たった今、アルが突とつ撃げきをかけたその瞬間。


　ファラフナーズの背後の空間に、三日月状の切れ目が現れたのをアルは知覚した。


　神剣が届く瞬間に、ファラフナーズはその中へと飛び込んだのだ。


「器用なことをするもんだぜ──っ！」


　つばぜり合いを嫌きらい、アルは距離を取る。


　ファラフナーズは大剣を一ひと振ふりして言った。


「手品のようなものデスよ」


　ピタリ、とその切っ先が地面を指す。


　にい、と笑って妖女は言った。


「できるとしても……これぐらいのことしかできマセン」


　すう、とファラフナーズは大剣で地面を撫なでる。


　──キュルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!


　再び人造生物の絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。


　同時に──地面に巨きよ大だいな亀き裂れつが走る。


「な……っ！」


「ほら、面おも白しろいことになりマスよ？」


　楽しげに、妖女はとん、と地面を叩く。


　大崩壊が始まった。


　見み渡わたすほどに広かった足場は粉々になり、あるものは落ち、あるものは浮ふ遊ゆうし続ける。


　足場と足場が激げき突とつし、土砂をまき散らし、轟ごう音おんを立てる。


「く──」


　歯がみしながら、アルは次の足場へと跳とんだ。


〝剣聖の眼〟はどの足場が次に崩壊するのかを教えてくれる。


　常時確認しつつ、足場を選んでいけばそう簡単に墜つい落らくする危険はない。


　だが──。


「っ！」


　真横に突とつ如じよ出現する漆しつ黒こくの大剣を神剣で弾はじく。


　追って現れるファラフナーズ。


　足場など関係なく、ファラフナーズは空中を滑すべるように動いていた。


「ち、ひとりで楽をしやがって……」


「これくらい驚おどろくことでもないデショウ。そこらの魔ま術じゆつ師しにもできマス」


　くすくすとアルを笑うファラフナーズ。


「うるせえな、俺にはできないんだよ」


「あら、それは大変。お察ししマス」


「ちっ……」


　間ま抜ぬけな会話の最中でも、ファラフナーズは剣を止めない。


　ひとつひとつ丁てい寧ねいにアルはそれを捌さばく。


（……少しずつ、わかってきた）


　数合の打ち合いの後、再びファラフナーズは空間の切れ目へと身を躍おどらせた。


（ヤツの能力、その特性が）


　右眼を──〝剣聖の眼〟を周囲に走らせるアル。


　頭上に空間の切れ目を発見すると同時に、神剣を繰くり出だす。


　再び銀の神剣と黒の大剣がかみ合った。


（ファラフナーズは、連続して能力を使えない）


　確信を持ってアルはつぶやいた。


　妖女が一度虚空へと身を沈しずめた後、再び能力を使うのは少なくとも数合打ち合った後だ。


　すぐさま使った方が戦せん況きようを有利にできる時も使わない。


　だとすれば、それは〝使えない〟と判断してよいだろう。


（直接敵を斬きることもできないようだ）


　空間の断だん裂れつで直接攻こう撃げきしてきたこともない。


　例えばそれで敵の首をはねられるなら、それが一番手っ取り早い。


　それをしないのであれば、やはりこれも〝できない〟と考えてよいだろう。


（問題は──受けに回ったときのファラフナーズにはほぼ隙すきがないことだ）


　空間を斬る能力は、ほぼ動作なしに発動する。


　少なくともアルの速度でアレの起動前に斬ることは不可能だ。


　刃やいばが届く前に逃にげられるのでは、戦いにならない。


（だとすれば、狙ねらうのはひとつ）


　目の前でファラフナーズが消える。


　もはや十数度目にした光景。崩壊する領域から逃れ、アルは立ち止まった。


　呼吸をおさめ、瞬まばたきをやめる。


「…………」


〝剣聖の眼〟が左後方の空間に切れ目ができたことを感知する。


　だが、アルは動かない。


　切れ目から、槍やりのように漆黒の大剣が突つき出される。


　だが、アルは動かない。


　大剣が剣けん士しの肩かたへと突き刺ささり、同時にファラフナーズが現れたところで──。


「ふっ！」


　呼気と共に、アルは体をひねった。


　赤毛の剣士と、紫し髪はつの妖女が交こう錯さくする。


　着地と同時。アルの肩とファラフナーズの肩の双方から血がしぶいた。


「……カウンターなら、あんたを捕とらえられるみたいだな」


　振ふり向むきざまにアルは言う。


　ファラフナーズはまず先に攻撃を繰り出し、本体の出現を一いつ瞬しゆん遅おくらせていた。


　これが意味するところはひとつ。


　カウンターへの対策。


　予防線を張るということはつまり、それには弱いということ。


　アルはそう判断し、相打ちにも似たカウンターを敢かん行こうした。


「最初は幻げん惑わくされたが、もう空間移動は効かねえぜ」


　ファラフナーズは振り向かない。


　振り向かぬまま──。


「フ、フフフフフフフフフフフ……」


「何がおかしい？」


「何が？……もちろんアナタですよ。これで戦える気になっているアナタが滑こつ稽けいで、笑いがこみ上げているのです」


「……？」


　その言葉に、奇き妙みような違い和わ感かんを覚えるアル。


　つい先程までの妖女と何かが違ちがう。


「いいでしょう。やりたくはないですが、久々に本当の力を使いましょう」


「っ!?」


　その変化に、アルは目を見張った。


　背中まで届くような妖女の髪かみの、その色が変わってゆくのだ。
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　薄うすい紫むらさきから──血のような紅くれないに。一ひと房ふさだけ染まっていた、その色に。


　そして──。


　振り向いたファラフナーズを見て、アルは違和感の正体を悟さとった。


　妖女の目が、開いていたのだ。どんなときも寝ねぼけているように閉じられていた半眼が。


　それだけではない。


　身に纏まとっていたけだるげな雰ふん囲い気きが吹ふき飛とんでいる。


　あの特とく徴ちよう的なイントネーションもまた、流りゆう暢ちような発音に変わっていた。


　まるで──欠けたピースを取とり戻もどしたように。


「驚いているようですね」


「……見み違ちがえたからな」


　警けい戒かいしながら軽口を叩たたくアル。


「本当なら全力は使いたくないのですよ。ワタシの力は魔ま族ぞくから吸い取ったものを起源にしてまして。長く使っていると神しん竜りゆう王おうに見つかってしまうのです」


「じゃあ……、どうすると？」


「アナタと同じですよ」


　妖よう女じよは艶えん然ぜんとほほえんだ。


　どこか焦しよう点てんの合わぬ前の微び笑しようなど比べものにならない。


　力と誇ほこりに満ちあふれた、それはまさしく魔の笑みだった。


「──早めに、片付けます」


　すう、とファラフナーズはその大たい剣けんを一回転させる。


　同時に、巨大な空間の断裂が現れたのを〝剣聖の眼〟が知覚する。


「いきますよ？」


　軽くそう言う声と共に、裂さけた空間から現れたものは……。





　膨ぼう大だいな、水。





「な──っ!?」


　小さな湖がそのまま降ってきたかと錯さつ覚かくするほどの水量がアルを襲おそう。


　しかし、アルが動どう揺ようしたのは瞬まばたきする程度。


　アルの右眼が──テオドールの眼が即そく座ざに水の動きを予測し尽つくす。


「こ、の……！」


　剣士が水に呑のまれると同時に、銀の光が走る。


　いにしえの聖人が遺のこした伝説のように。光は水を両断し、アルを護まもった。


　同時にファラフナーズが飛びかかる。


　両手に握にぎった漆黒の大剣を、遠目の間合いから振り下ろす。


　刃の部分が出現した空間の断裂へと吸いこまれ──。


　百に分裂して、アルの周囲へと展開した。


「……ふん」


　だが、剣士は分裂した斬撃を一いち瞥べつすると鼻を鳴らした。


　両の手に持った銀の輝かがやきが残像と共に霞かすむ。


　鐘かねを叩くかのようないくつもの金属音の後。百の斬ざん撃げきはすべて打ち落とされていた。


　じろりと、色の違う瞳ひとみがファラフナーズを睨にらむ。


「小手調べのつもりか」


「ええ、せっかくの全力ですので」


　クスクスと妖女は笑みを漏もらした。


　続けて剣を一ひと振ふりすると、再び天空に裂け目を出現させる。


　数十を超こえる、断裂を。


「…………」


　それぞれの断裂の向こう側に燃えさかる岩を、巨きよ大だいな氷ひよう塊かいを、煮にえたぎる鉄を、翼つばさ持つ魔ま獣じゆうを確認して、アルは双剣を構えた。


　願いとは裏腹に、戦いは長期戦になりそうだった。





　　　　＊　　＊　　＊




　アルとファラフナーズが戦い始めた頃ころ。


　サイラスは懸けん命めいに山中を走っていた。


　その顔に浮うかぶのは苦く渋じゆう。歯ぎしりせんばかりの怒いかりをあらわにしながら、金きん髪ぱつの神官は街へとひた走る。


　懐ふところにナーシアを抱かかえて。


「……畜ちく生しよう、畜生、畜生……！」


　呪のろいのように、神官は同じ言葉を繰り返していた。


　誰だれに矛ほこ先さきを向けるでもなく、ただ自分自身へと罵ば倒とうを続ける。


　下草や小さな枝で傷つくのも構わず、サイラスはただ走り続ける。


　転ばなかったのは長い放ほう浪ろうのたまものか。


「……止めて」


　突とつ如じよ、ナーシアがつぶやいた。


　うっすらと開いた紫の瞳はまだ霞かすみがかっている。


「……アルの元へ戻して」


「え──？」


　思わずサイラスの脚あしが止まる。


「テレポートのマーキングはまだ外れていない。今ならまだ戻れる」


「いや、そうだけど……」


「戻して」


「でも、向こうはどうなっているかわからないんだぜ？」


　アルは神剣を発動したはずだ。


　その後彼らがどうなるのかは、全く予測がつかない。


「アルが……テオドールに魂たましいを喰くわれていたら、もうきっと誰もいない」


　淡たん々たんとナーシアは推測を述べる。


「アルのままならば……、間ま違ちがいなくあの女と戦っている」


「それは──そうだと思うけど」


　サイラスは首しゆ肯こうする。


「でも、行ってどうするんだ？」


「状じよう況きようを確かめる。アルが剣聖になったのであれば、その情報を持ち帰る。アルが戦っていたら──」


「いたら……？」


「加勢する」


「無茶言うな！」


　サイラスは思わず声をあげた。


「その体でどうするんだ！　行ったって何もできないだろ!?」


　ナーシアにかけられた魔ま術じゆつは未いまだ解除されていない。まともに動ける状態ではないのだ。


「──方策はある」


「え……？」


「とりあえず、降ろして」


「わ、わかった」


　サイラスは注意深く少女を降ろす。


　柔やわらかな土を踏ふみしめて、よろめきながらもなんとかバランスを取るナーシア。


　ひとつ呼吸を整えると、黒くろ髪かみの密みつ偵ていは腰こしの後ろから短たん剣けんを抜ぬき出した。


　いぶかしげに見るサイラスの前で。


　ナーシアは躊ちゆう躇ちよ無く自分の剣を自分の太ももへと突つき刺さした。


「つ──っ！」


「お、おい！」


　慌あわてて回復魔術をかけようとするサイラスに。


「……傷の手当てはいらない」


　告げるナーシア。


「痛みが必要だから」


「え？」


「捕つかまっている間に試ためした。激しい痛みを感じている間は、意識がはっきりする」


　確かに、そう言うナーシアの声は先さき程ほどまでより力が戻っているように聞こえた。


「この痛みが響ひびいている間なら、戦える」


　血を流したままナーシアは立ち上がり、再びサイラスを見つめる。


「戻って、サイラス」


「……けどな」


「私なら問題はない。だから戻って」


　サイラスは逡しゆん巡じゆんする。


　傷ついたナーシアよりも痛みを感じているかのように、顔を歪ゆがめて。


　沈ちん黙もくを続ける神官を前に、ナーシアはふと息をついた。


「──サイラス」


「…………」


「あなたが何か任務を帯びてアルに接せつ触しよくしたことを、私は知っている」


「な──っ！」


　反射的にサイラスは驚おどろきの声をあげる。


　それは──ナーシアの言葉を肯こう定ていしたも同然。


「しまっ……！」


　口をふさいでももう遅おそい。紫の瞳がじっと神官を見つめる。


「やはり」


「く……っ」


　ナーシアが引き出したとおり、金髪の神官には裏の顔があった。


　サイラスの真の顔は、アルディオンにおける〝審しん判ぱんの国〟エストネルの密偵。


　テオドールと袂たもとを分かったセイン、エル・ウォーデンがおさめる国の特とく殊しゆ部隊の一員であった。


「だいたい三年前のアルについて行く、という発想そのものが不自然。今回の件も、あの古城にいた理由は筋が通っていない」


　淡々とナーシアが矛む盾じゆんを指し摘てきする。


　サイラスの任務はバルムンクの調査であった。


　アルに接触したのはテオドールの関係者だったからだ。三年前、死に瀕ひんしていた赤毛の剣けん士しをとっさに助けられたのは、その前からあの師弟を見張っていた結果だった。


　──そして。


　今もまた、サイラスは使命を帯びている。


　現在の任務はバルムンクのひとり、ファラフナーズの調査。


　サイラスはそのために古城へと赴おもむいた。アルやナーシアと接触したのは偶ぐう然ぜんに過ぎない。


「アルに、妙みように撤てつ退たいを勧すすめていたのもおかしい。何か別の理由があるように感じられた」


　それもまた真実。


　サイラスの使命には追記がある。


　それは──〝情報の入手、報告を最優先にせよ〟という一文。


　ファラフナーズを撃げき破はすることよりも本国への帰き還かんを優先せよ。


　それが神官を縛しばっていた。


「オレ、は……」


　言うべきか、ごまかすべきか、沈黙を保つべきか。


　判断に迷うサイラス。


　だが、ナーシアは。


「……別に、あなたの正体に興味があるわけではない。なぜ私たちに接触したのかを聞くつもりもない」


　意外な言葉を発する。


「あなたが任務だけで私たちを助けているわけでもないことも、知っているから」


「え──？」


　間ま抜ぬけな声をあげるサイラスに、ナーシアはひとつ息をつく。


「サイラス、想像して。戦っているのはアル。私たちの知っている、あの剣士」


「あ、ああ」


　突とつ然ぜんの言葉に、サイラスはうなずく。


　ナーシアは真ま面じ目めな顔で続けた。


「頑がん固こで、なんでもひとりで抱えて、剣けんしか得意なものが無く、そして」


「そして？」


「──詰つめが甘い」


「……………………はぁ？」


　さらに意外な言葉を重ねられ、神官の眉まゆが奇き妙みように跳はね上がる。


「いや、それが……どうしたんだよ？」


「あなたも知っているはず。彼の、あの詰めの甘さを」


　だが、真面目な顔のままナーシアはアルを語る。


「何かというと変なものを抱え込み、勝手に問題を大きくして苦しむ」


　ふう、と少女はひとつため息をついた。


「それがいつものパターン」


　おまけにやれやれと首を振ふる。


「だから……、加勢しにいくって？」


「そう」


　ナーシアは短く答えると、もう一度サイラスを見た。


「できればあなたも来て」


「……く……」


「…………」


「ふ、はははははははははははははははははははっ！」


　耐たえきれずに、サイラスは笑い出した。


　ナーシアは、グラスウェルズの密偵であるはずの彼女はこう言っているのだ。


「アルが心配だから助けに行こう」、と。


　自分が深手を負っているのにもかかわらず。


「ははっ、はははははははははははははははっ！」


　ひとしきり笑い、サイラスは膝ひざを叩たたいた。


　任務など、もうどうでもよかった。どうせ戦いに勝って帰れば達成になるのだ。


　無表情でこちらを見るナーシアに、とびきりの笑みで答える。


「アルだもんな！　アイツに任せっきりなんて不安でしょうがないよな！」


　こくり、とナーシアがうなずく。


「戻もどるか！　どうせアイツ苦戦してるし！」


「……同感」


　そしてふたりは戦場へと戻る。
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　アルとファラフナーズの戦いは膠こう着ちやく状態にあった。


　岩を、炎ほのおを、氷を、水すい塊かいを、魔ま物ものを。空間の断だん裂れつから自在に召しよう喚かんするファラフナーズ。


　妖よう女じよは基本的に遠距離を保ちながら、隙すきあらばみずからの剣でアルの首を狙ねらう。


　対するアルは神剣の力でファラフナーズに対たい抗こうしていた。


　剣が振るわれるたびに銀の光が召喚されたものを切きり裂さき、ファラフナーズを迎げい撃げきする。


〝剣聖の眼〟であらゆるものの動きを予測するアルに隙はない。


　──だが。


　ふたりの表情は対照的だった。


　ファラフナーズは余よ裕ゆうの笑みを崩くずさず、アルの眉み間けんにはくっきりとしわが刻まれている。


　まとわりつく蜘く蛛ものような魔物を切り捨てるアル。


　空中に静止し、高い位置から剣士を見下ろしてファラフナーズは口を開いた。


「ふふ、やはりあなたはテオドールには及およばないようですね」


「…………」


　無言で睨み返すアルに、ファラフナーズは三本の指を立てた。


「あなたには、三つ、足りないものがあります」


　教師のような口調で、妖女は語り出す。


「ひとつは剣の腕うで。やはりテオドールとは大きな隔へだたりがある。テオドールならば、この程度の攻撃で傷を受けることはありません」


　アルは答えない。事実だからだ。


「もうひとつは体力。必死に隠かくしてますが、息があがっているでしょう？　〝剣聖の眼〟などという身みの丈たけに合わぬものを使っているならなおさら」


　アルは答えない。事実だからだ。


「そして最後は──冷静さ」


　ピクリ、とアルの眉が動いた。


「動どう揺ようしすぎるのですよ、あなたは」


　ファラフナーズはあざけるように首を振った。


「いくらテオドールを気取ったところで、元々の実力が追いついていなければ〝剣聖の眼〟など意味のないこと」


「……やってみなきゃ、わかんねえだろうが」


「では証明しましょうか？」


「なに？」


　説明代わりにファラフナーズの剣が動いた。


　空間に断裂が発生する。今度はアルから少し遠く離はなれた場所へ。


　断裂は不気味に蠕ぜん動どうしてその身のうちにあるものをこちら側へと吐はき出した。


　出てきたのはふたつの影かげ。


　ひとつは魔ま獣じゆう。硫黄いおうの息を吐き出す、二つ首の犬。


　そしてもうひとつは──。


　ぽかんと口をあけ、あたりを眺ながめる男性。


「え……？」


　三十を少し過ぎたところだろうか。


　農作業の途と中ちゆうだと言わんばかりの格好で、間抜けな声を漏もらす。


　彼はゆっくりと首を巡めぐらせ……、その視線が魔獣とぶつかった。


　真っ赤な眼で牙きばをむき出しにし、うなり声を上げる二つ首の犬に。


「え……？」


「ヴルルルルルルルァアアアアッ！」


　男性が状じよう況きようを理解するより早く、くぐもった咆ほう吼こうと共に魔獣が顎あごを広げ──。


「ちいっ！」


　銀の光が行き過ぎ、その頭の片方を消し飛ばした。


　返す刀で魔獣を両断し、着地したアルが叫さけぶ。


「おっさん！　大だい丈じよう夫ぶか！」


「あ、う……」


　腰こしを抜ぬかしたらしい男性はがくがくと身を震ふるわせるのみで返事もできない。


　その背後に、空間の切れ目が生まれ──。


「──っ！」


　とっさにアルは男性の胸ぐらを摑つかんで背後へと押しやる。


　同時に断裂から漆しつ黒こくの大剣が飛び出し、アルの腕を切り裂いた。


「ぐ……！」


　痛みに顔をしかめつつも、アルはもう片方の神剣を振るう。


　銀光をまき散らしながら、神剣は黒の大剣を迎撃した。


「ふふふ、上手に助けられましたね」


　虚こ空くうから姿を現したファラフナーズが面おも白しろそうに笑う。


　無言で、アルは妖女を睨にらみ付けた。


「関係ないものを巻き込むな、といった風ですね」


　再び虚空へと身を沈しずめ、離れた距きよ離りに浮うかびつつファラフナーズは言う。


「ですが、その主張が筋すじ違ちがいであることはあなたにもわかっているのでしょう？」


「…………」


「あなたの剣の腕では、自分ひとりは守れても誰だれかをかばい続けるのは難しい」


　ファラフナーズの指が、アルの後ろに隠れている男性を指し示す。


「その人間を抱かかえて、どこまで戦えますか？」


　苦い顔で妖女の言葉をあえて受け止めるアル。


「に、兄ちゃん！　こりゃ、なんだ……！　俺ぁ、さっきまで畑で──」


「おっさん」


　言葉を遮さえぎり、アルは言う。


「巻き込んじまった。すまねえ」


「は……？」


「あんたは必ず俺が助ける。悪いがしばらく動かないでくれ」


「動くなって、おい、兄ちゃん！」


「説明してる暇ひまはねえんだ」


　アルは決してファラフナーズから視線をそらさない。


「わかるだろ、おっさん」


「…………」


　アルの迫はく力りよくに押されたか、ファラフナーズの妖よう気きを怖おそれたか。


　パニックを起こしかけていた男性はこくこくとうなずき、再びアルの後ろへと隠れた。


　その様子に妖女は満足げな笑みを浮かべる。


「では……」


　言葉と共に手を挙げ、新しい断裂が生み出される。


　裂け目から現れたのは、無数の紅あかい塊かたまり。毒々しい赤の球体にコウモリの翼つばさを持った魔物。


　グロテスクな眼がらんらんと輝かがやき、その下には大きすぎる口が開いている。


「本当に守りきれるかどうか、試ためしてみましょう」


　妖女の声と共に、魔物の群れがふたりへと殺さつ到とうする。


「この……！」


　風を切り裂いて神しん剣けんがうなる。縦じゆう横おう無む尽じんに双そう剣けんを走らせ、魔物を打ち落とすアル。


　だが──


「う、うわ、うわああああああああっ！」


　背後から悲鳴が上がった。


　打ち落とし損そこねた魔物が、アルのかばう男性を襲おそったのだ。


　舌打ちをひとつして、背後へさがるアル。同時に男性に群がる魔物を切り落とす。


「くっ」


　苦いうめきがアルの口から漏れた。


　下がったことが隙となり、魔物はますます勢いづいてアルたちに牙をむき出しにする。


「この、数が……！」


　打ち落とすには数が多すぎた。


〝剣聖の眼〟で動きを予測しても、すべてを斬きるのは不可能だ。


　一いつ旦たん距きよ離りを離せば十分に対応が可能だが、人をかばっているのではそれもできない。


　必死に手を動かしてはいるが、アルにも男性にも、徐じよ々じよに小さな傷が増えてくる。


　魔物の羽音の向こうで、ファラフナーズが右手を上げた。


「では、もうひとつ」


　言葉と共に弾はじかれる指。


　新たな断裂の向こうからぬう、と首を出したのは──。


「……ロック鳥、だと？」


　アルはその名を口にする。


　くちばしを開き、耳をつんざく咆吼を上げながら翼をはためかす巨鳥。


　小さな城ほどはあるだろうか。翼を広げたその偉い容ようは天の半分を覆おおうようだ。


　巨鳥は船を丸ごと持ち上げると言われるかぎ爪づめをガチガチと鳴らし、どこか虚うつろな瞳ひとみでアルたち小さな獲え物ものを見つめていた。


「ひ、ひぃぃぃぃぃぃっ！」


　男性はもごもごと悲鳴をあげ、アルへとしがみつく。その視線はロック鳥に釘くぎ付づけだ。


　背後に巨鳥を従えて、ファラフナーズは悠ゆう然ぜんと言う。


「数と大きさの合わせ技わざです。捌さばいてみてください？……もちろんその男性を見捨てるのであればご自由に」


「……っ！　お、おい、そんな！　殺せつ生しような！」


　必死にアルへとしがみつく男性。


「…………」


　だが、アルは反応しない。


　何か違ちがうものに意識を奪うばわれてでもいるように、じっとロック鳥を見つめている。


「お、おい、兄ちゃん！」


「……安心しろ、アンタは必ず守る」


「だ、だが！　魔ま物ものが、魔物がこんなにたくさん！」


　男性は周囲を指す。


　ロック鳥の出現に驚おどろき、様子を見ていた球体型の魔物も再びぐるぐると周囲を回り始めていた。それぞれに牙をむき出しにし、アルたちを餌えさにせんと隙すきをうかがっている。


「大丈夫なのか!?　本当に大丈夫なのか!?」


「正直、こいつらを正面から相手にするのはだいぶ厳しい。ただし──」


　剣けん士しの口元に、不敵な笑みが浮かぶ。


「それは俺ひとりの場合だ」


　言葉と同時に。


　黒い疾しつ風ぷうが、幾いく重えにも巨鳥を切り刻んだ。


　断だん末まつ魔まをあげながら墜つい落らくする巨鳥。


　次いで球体の魔物へと、一いつ斉せいに光の矢が降り注いだ。


　イヤなにおいを立てながら、魔物が黒こげになり消えてゆく。


「え……？」


　何が起きたか理解できない男性が声を上げる。


　と、同時に彼の後ろに人ひと影かげが現れ──。


　次の瞬しゆん間かん、くたりと男性の意識が飛んだ。


「悪いね、おっちゃん。でも寝ねてた方が安全だからさ」


　男性を支えたのは金きん髪ぱつの神官、サイラスだ。


　一歩遅おくれて、アルの隣となりにナーシアが着地する。


　無言でロック鳥を切り刻んだ短たん剣けんを振ふり、汚よごれを落とした。


「助かった、サイラス、ナーシア」


　当のアルはファラフナーズから目を逸そらさぬまま、礼の言葉を口にする。


　サイラスとナーシアは視線を合わせると。


「なんだ、驚かねえのかよ」


「…………つまらない」


　ふたりで口をとがらせた。


　アルはかすかな苦笑いを浮かべつつ、ちょいちょいと右眼を指した。


「驚いたさ。ただ、前よりも早く状況を察知できるようになっちまったんでな」


　ファラフナーズがロック鳥を呼び出した直後。


　アルは──〝剣聖の眼〟はこの空間に転移してくる魔ま術じゆつを察知していた。


「しかし、ふたりともなんで来た？」


　厳しい顔でアルは言う。


「特にナーシア、お前は戦える状況じゃ──」


「……そんなの、決まってる」


　アルの言葉に割り込んでナーシアが言った。


「あなたは詰つめが甘いから」


「オレたちのフォローが必要ってことさ。……な、相棒」


　ナーシアの言葉を継つぎ、いたずらっぽい笑みを浮かべてアルの肩かたを叩たたくサイラス。


「お前ら……」


「ちなみに反論は受け付けない」


「お前の詰めの甘さは定評があるからなー」


　ふたりの言いぐさに、アルは鼻を鳴らした。


　あきれたような、安心したような、そんな笑みを浮かべ、剣士は言う。


「じゃあつきあってもらおうか。ただし、無茶をさせるぞ」


「……わかってる」


「へいへい、仕事はしますよ」


　そして三人はファラフナーズに目を向ける。


　妖よう女じよは成り行きを見守りつつも、その余よ裕ゆうの態度を崩くずしていない。


　──と。


　ガクン、と地面が傾かしいだ。


　今までのようなうねりではない。明確な意志を持って、鯨くじらがその体勢を変えたのだ。


「……降下に入りましたか」


　クスクスとファラフナーズが笑う。


「さあ、時間が無くなってきましたよ？」


「間に合わせてみせるさ。……なんとしても」


　唾つばをひとつ吐はき出して、アルは神剣を構えなおした。
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　その頃ころ。


　ピアニィはバーランドの王宮のバルコニーで空を見上げていた。


　視線の先には迫せまる鯨の姿。朝方には拳こぶしほどだったその姿は、今では岩ほどの大きさに見える。苦しんででもいるようにうねりながら、鯨はまっすぐにこちらに向かってくる。


　きゅっと、ピアニィの細い眉まゆが寄せられた。


「……陛下、ここにおりましたか」


　バルコニーの扉とびらを開け、ナヴァールが声をかける。


　その後ろにはベネットの姿。ふたりの顔も緊きん張ちようでこわばっていた。


「ナヴァール、あの鯨の到とう着ちやく予定時刻は？」


「現在の速度ならばあと三時間ほどでバーランドにたどり着きます。鯨から何かが降下している様子もありません」


「ベネットちゃん、住民の避ひ難なんはどうなってますか？」


「老人と子供、女性は街を出たでやんす。男どもは三分の二まで出てるはずでやんす。三時間だと、ぎりぎりってところでやんすね」


　ナヴァールとベネットがてきぱきと答える。


　昨日未明。


　ナヴァールは周囲の都市の報告から、鯨の接近を察知。方位と角度から目的地がバーランドだと割り出した。


　これを受けて女王ピアニィは全住民の避難を命令。朝方からバーランドの住民は、荷物らしい荷物も持たずに近きん隣りんの都市へと避難を開始していた。


「逃げているみんなから、不平などは出ていませんか？」


「皆みな、何も言わずに従ってくれています」


　ピアニィの問いに答えたのはナヴァールだ。


「これも陛下の人徳のなせるわざでしょう」


「さすがに目にみえる脅きよう威いがあると、説得力が違うでやんすしな」


　ベネットが近づきつつある鯨を指さす。


　ピアニィはひとつうなずいた。


「街からなるべく離はなれるように、念を押してください。あれほどの大きさです。離れすぎということは無いでしょう」


「承知しました」


　ナヴァールが丁てい寧ねいに腰こしを折る。


　対してベネットは、むずむずと体を揺ゆすって不安げな声を上げた。


「それはそれとして、そろそろあっしらも逃にげないとやばいでやんすよ？」


「ベネットの言うとおりです。陛下もお早く」


　ふたりの提言に、だがピアニィは静かに首を振った。


「あたしはなるべく最後までここにいます」


「えぇぇ……」


「小さくとも、ここはあたしが預かる国です。あたしにはここを護まもる義務があります」


「ですが、それで御おん身みに何かあれば……」


　バーランドの、フェリタニアの人間は王無き民たみとなる。


　それは再びレイウォールの圧政に戻もどることを意味していた。


「わかっています。これがあたしのわがままだということは」


　ピアニィは困ったような笑みを浮うかべた。


「ですが、護りたいのです。ここはあたしたちが勝ち取った唯ゆい一いつの印であり、あたしたちを受け入れてくれた人たちの住む所であり、そして──帰ってくる場所なのですから」


「陛下、あなたは……」


　驚いた声をあげるナヴァール。


　ベネットはやれやれと肩をすくめ、悪戯いたずらっぽくピアニィを見上げる。


「アルのこと、でやんすか？　帰ってくるって、そういうことでやんすか？」


「えっ……、いや、そういうことでは……」


「気持ちはわかるでやんすよー。あんな啖たん呵かきって送り出して、『街が無くなりました』なんて言ったら大だい惨さん事じでやんすからな」


「だ、だから、ベネットちゃん……！」


　顔を紅くして否定するピアニィに、だがベネットは構わず言葉を続ける。


「目を三角にして怒おこるでやんすよ。『何をやってたんだー』とか言うでやんす。ガミガミという効果音がつくくらい」


「……もう、それでいいですよぅ」


　紅潮した顔のまま、あきれたようにピアニィは言った。


「確かに、アルさんに怒られるのはこりごりですから」


「陛下……」


　ナヴァールの一言には、まだいさめるような響ひびきが宿っていた。


　しかし、それでもピアニィは首を振る。


「ナヴァール、あたしは逃げたくないのです」


　静かに、だが固い意志を込めてピアニィは軍師に告げる。


「逃げるのを止やめるために、私たちは国を立ち上げました。ここで逃げ出せば、いつまでも我々は逃げ続けるだけとなるでしょう」


　凜りんと、最も新しき国の女王は言い放つ。


「もちろん、あの大きさを相手にできることはありません。それでも、やれることはやりたい。……破は片へんのひとつでも防げば、きっと意味はあるでしょう？」


「……わかりました」


　仕方がないとばかりにナヴァールはため息をついた。


「ですが、いざというときは避難していただきます。よろしいですね？」


「ええ、わかっています」


　そうしてピアニィは再び鯨へと目を向ける。さっきよりもわずかに大きくなった鯨からは、かすかに銀の光が漏もれている──ように見えた。


「後は──奇き跡せきを信じましょう」


　胸に拳を当て、ピアニィは祈いのりの言葉を口にした。
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　ナーシアの短剣が、巨きよ大だいな蛇へびの首を切きり裂さいた。


　空間の断だん裂れつから顔を出しかけていた蛇は、血を撒まき散ちらしながら地上へと落ちてゆく。


　その横をアルが通り過ぎた。


　視線の先にはファラフナーズ。ナーシアが切り開いた道を剣けん士しが駆かける。


　──と、アルの左手に巨大な光の壁かべが現れた。サイラスの魔術障しよう壁へきだ。


　光の壁は倒たおれ来る水の塊かたまりを受け止め、アルの道を確保する。


　神しん剣けんを携たずさえた剣士は妖女へと肉にく薄はくし──。


「くらえっ！」


　気合いと共に銀光が走る。


　だが、神剣による滅ほろびの光が届く寸前。妖女の体が虚こ空くうへと沈しずんだ。


「ち──」


　アルは舌打ちをして周囲に眼を走らせる。


　ファラフナーズの姿はアルたちからだいぶ離れた先、その空中に現れた。


　──戦せん闘とうは新たな局面を迎むかえていた。


　ファラフナーズが仕し掛かける空間の断裂に対しては、ナーシア、サイラスが対応し、アルが妖女自身と対応する形だ。


　ナーシアのスピードをもって召しよう喚かんされかけの魔ま獣じゆうをいち早く倒し、サイラスの防ぼう御ぎよ魔術で水や毒の霧きりなどと言った形のないものを防ぐ。


　それを支えるのはアルの眼だ。先せん陣じんを切ってファラフナーズと戦いながら、ナーシアやサイラスの手が回らない箇か所しよを事前に見切り、フォローする。


　何の打ち合わせもなく戦術がかみ合うのは、数年にわたってチームを組んできたが故ゆえのコンビネーションがなせる技わざだろう。


「…………」


　だがそれでも、アルの表情に余裕はない。


　ファラフナーズに一度として有効な打だ撃げきを与あたえていないからだ。


「どうした、防戦一方じゃねえか」


　遠くに現れたファラフナーズをアルは挑ちよう発はつする。


　妖よう女じよは笑みを変えることなく、こう答えた。


「ええ、今はこれが一番ですから」


　その答えに、アルは内心で舌打ちをする。


〝剣聖の眼〟で見るまでもなく、ファラフナーズの狙ねらいは明らかだった。


　すなわち、時間切れ。


　アルもナーシアもサイラスも、後先を考えずに力を使っている。特にナーシアは脚あしの傷がひどい。動けば動くほど血は流れ、彼女から体力を削けずってゆく。


　活動限界時間は長くはないだろう。


　──もっとも、それはアルも同じだ。


〝剣聖の眼〟を使っている反動は、確実にアルに蓄ちく積せきを続けていた。今も、五感が麻ま痺ひするかと思えるほどの激しい痛みがアルの脳のう髄ずいを切り裂いている。


　このまま戦い続ければ、肉体よりもアルの精神が先に崩ほう壊かいする。


　それをファラフナーズもまた悟さとっているのだろう。


　だからこそ、防御に徹てつしているのだ。


「──アル」


　ナーシアが音もなく隣となりに降り立つ。血の流し過ぎか、その顔色は紙のように白い。


「そろそろ賭かけにでないとダメか？」


　強がっているのが丸わかりの態度で、サイラスが逆側に立った。


　魔ま術じゆつの使いすぎだろう。彼の額には玉のような汗あせが浮かんでいた。


「……そうだな。このままじゃまずい」


　ファラフナーズから目を離さずに、アルは言った。


「なんとかしてヤツに一いち撃げきを浴びせる必要がある」


　妖女はにやにやとこちらの様子をうかがっている。


　唇くちびるを舌で湿しめらせ、アルは言った。


「──手数で攻せめるしかねえ」


　ナーシアとサイラスがふたりでうなずいた。


　ファラフナーズが虚空に身を沈めると、こちら側は手出しできない。


　だが、妖女には連続して空間断裂を使えないという弱点がある。


　複数人で攻こう撃げきを仕掛け、波を途と切ぎれさせない作戦である。


　仲間がいるからこそできる戦法だ。


「ナーシア行けるか？」


「……まだ、大丈夫」


　ナーシアは短く答えてうなずく。


　答えとは裏腹に、アルは彼女の限界が近いことと理解した。


『いつまで動ける』と答えないのがその証しよう拠こだ。


「サイラス、ナーシアに加速の魔術を。後は適時援えん護ごを頼たのむ」


「おう、任せとけ」


　サイラスがナーシアに手をかざすのを確認し、アルはファラフナーズに向き直った。


「相談は終わりましたか？」


　漆しつ黒こくの大剣を構え、ファラフナーズは三人と対たい峙じする。


　こちらの雰ふん囲い気きを読み取ったのだろう。その白い指を動かして、こう言った。


「では、どうぞ。かかってきてはいかがです？」


　あくまでも余よ裕ゆうの笑みを崩くずさずに。


「────行く」


　先に跳とんだのはナーシアだ。


　サイラスの魔術により強化され、白い輝かがやきをまとった密みつ偵ていが地面を蹴ける。


　四方八方へと乱れ飛び、一蹴りごとに反動を増すスピードはやがて残像を生む。


　現れた数十人のナーシアは、一気に妖女へと殺さつ到とうした。


「こっちも！」


　一歩遅おくれてアルも飛び出した。


　ナーシアとは対照的に、矢のように一直線にファラフナーズの元へと。


「ふふ」


　対する妖女は漆黒の大剣を振ふり上げた。


　ナーシアの残像には目もくれず、アルの初撃を大上段から振りかぶった一撃で迎げい撃げきする。


「く──っ！」


　ファラフナーズの、その外見に見合わぬ膂りよ力りよくで押おし戻もどされ、アルはたたらを踏ふむ。


　ナーシアのスピードを嫌きらって、空間断裂をそちらに使うつもりなのだろうか。


　残像を含ふくめた攻撃は、今まさに妖女に届かんばかりだ。


（それなら、出てきたところを狙うまで！）


　瞬しゆん時じに体勢を立て直し、脚に力を溜ため──。


　ギクリ、とアルの心臓が跳はねる。


　アルの右眼は、〝剣聖の眼〟はファラフナーズの意図を見み抜ぬいていた。


　すなわち──。


「よせ、ナーシア！」


　アルが叫さけぶがもう遅おそい。


　死角から滑すべり込んだナーシアが、その短たん剣けんでファラフナーズの肩かた口ぐちを切り裂き。


　その瞬しゆん間かん、妖女の手がぬうと伸のびた。


「っ！」


　ファラフナーズの手が摑つかんだのはナーシアの、血に濡ぬれた脚。


　わずかに反応が遅れていた片足だ。


　周囲の残像が見る間に消えてゆく。


　妖女は棒きれを扱あつかうかのごとくナーシアを振り回し──。


　そのままアルへと投げ飛ばした。


　さらに剣を構えて、妖女本人もアルへと突とつ撃げきする。


「ぐ……っ！」


　アルは歯がみする。


　受け止めなければナーシアが死ぬ。受け止めればファラフナーズの剣がかわせない。


〝剣聖の眼〟は非情な二に択たくをはじき出していた。


　そして──血がしぶく。


「アル！」


　サイラスの声が響ひびく。


　岩場へとしたたるのはアルの血。


　アルの──右眼から流れ出る紅あかい滴しずくだった。


　ナーシアを受け止めた一瞬をねらって繰くり出だされたファラフナーズの一撃は、的確にアルの右眼を切り裂いていた。


　とっさに首をひねり、それ以上のダメージを受けることは避さけたが、もはや右眼には何も映らない。〝数秒先の世界〟も、ファラフナーズの作り出す空間の断裂も、何も。


「狙って、やがったのか……」


　憎にく々にくしげにアルは言う。


　ファラフナーズは大剣を一ひと振ふりし、血をぬぐうとうなずいた。


「ええ、そこの密偵さんが攻撃してくるときには相打ち覚かく悟ごで臨もうと思っていました」


　自分の肩口についた傷に手をやり、その血をなめ取る。


「ワタシにとって怖こわいのは神剣の一撃。それ以外の攻撃ならば、相打ちも考こう慮りよの内です」


「…………」


「そしてあなたが仲間を見捨てられないのは先刻承知の通り。見切っていても回かい避ひできない、そういう状じよう況きようを作り出すにはうってつけです」


　コロコロとファラフナーズは笑う。


「仲間など見捨てればよかったのです。それよりも優先するべきは〝剣聖の眼〟でしょう。やはりあなたはテオドールには及およばない」


　何度も口にしたその言葉を繰り返し、つう、と音もなく妖女は浮うかび上がった。


「では、これで終わりです。……あなたの体だけは、後から有効利用させてもらいます」


　すう、とファラフナーズの剣がゆれた。


　次の瞬間。


　虚空から、無数の岩が鉄てつ砲ぽう水みずのように吹ふき出した。


　ひとつひとつが人間以上もある塊が、バラバラの放物線を描えがいてアルたちへと降り注ぐ。


　ナーシアを抱かかえたまま、アルは呆ぼう然ぜんと落ちてくる死を見つめ──。


　巨きよ大だいな魔ま術じゆつ障しよう壁へきが、それらを受け止めた。


「……サイラス!?」


　振り向けば、必死の形相で両手を突つき出し、魔ま力りよくを放射している神官の姿。


「あんまり、長くは保もたないぞ……！」


　サイラスの言葉通り、魔術障壁は揺ゆらいでいた。


　止めどなく降り注ぐ岩を受け止めているのだ。それも当然だろう。


　歯を食いしばって、神官はうめく。


「今の内に、アイツを──」


　アルは残った左眼でファラフナーズを見る。


　紅くれないの髪かみを振り乱し、妖女は魔の笑みを浮かべながらアルたちを見下していた。


「この状況で何ができるというのです？　テオドールの力を失ったアナタに」


「ぐ……！」


　アルは神しん剣けんを握にぎる。


　ここから銀光を走らせることは可能だ。しかしそれはファラフナーズに回避されるのみ。


　状況を打開することはできない。だが、それ以外に手は──。


（──馬ば鹿か野や郎ろう。混乱してんじゃねえよ）


「っ!?」


　脳裏に、耳に馴な染じんだ叱しつ責せきの声が響いた。


（教えただろうが。こういう時にどうするか）


　アルの胸中に記き憶おくが蘇よみがえる。


　あれはテオドールに斬きられる寸前に課された修しゆ行ぎよう。


　流れる滝たきを駆かけ上がれと言われた思い出。


「あ……」


　思わずアルはうめく。


　ふと、どこかでテオドールが意地の悪い笑みを浮かべた──気がした。


（俺の道を継つぐんだろ？　じゃあ、やってみせろ）


「……わかってるよ、テオ」


　静かに言い放ち、呼吸を整える。


　残った左目で流れる岩を見つめる。


「やるさ。……やってみせる」


　ひとつひとつの岩の軌き道どうはバラバラ。


　さらに岩同士がぶつかって、不規則に変化し続ける。


　かすれば人間の肉体など簡単に引きちぎれるだろう。


　水の流れなどよりよほど難しい。


　──だが。


　アルは落ちる岩を凝ぎよう視しする。


　まだ頭のどこかに〝剣聖の眼〟で見ていた世界が焼き付いていた。


「……集中せず、世界全体を見る。世界全体を……」


　テオドールの教えを口にしつつ、アルは静かに一歩を踏み出した。


　ナーシアを魔術障壁の内側に残し、その外側へ。


　ゆるりと落ち来る岩を見み渡わたし、軽く跳んだ。


「…………っ！」


　その光景に、初めてファラフナーズの笑みが崩れる。


　飛び交う羽のように軽かろやかに、アルは落ちる岩を駆け上がっていた。


　まるでそのまわりだけ時間が止まっているかのごとく、剣けん士しは静かにファラフナーズへと詰つめ寄よってくる。


　琥こ珀はく色いろの眼が、すうと妖よう女じよを捕とらえた。


「──っ！」


　アルの眼に気け圧おされるように、ファラフナーズは剣を振り下ろす。


　空間の断だん裂れつを超こえたそれは百を超えた斬撃となり、アルを狙ねらう。


　だが──当たらない。


　岩と剣の嵐あらしを越え、アルは頂点の岩を蹴った。


　空中で身をよじり、神剣をファラフナーズへと切り上げる──。


「くっ！」


　神剣の輝きが妖女を捕らえる寸前。


　ファラフナーズは虚こ空くうへと身を沈しずめた。銀の残光がむなしく宙を斬る。


「ああっ！」


　無念の声を上げたのはサイラス。


　赤毛の剣士もまた、剣を振り切ったまま奥おく歯ばを嚙かみしめ──。


「アル！」


　響いた自分の名に我を取り戻す。


　透すき通とおるような声の主はナーシアだ。


　もはや脚あしの動かぬ密みつ偵ていの叫びはこう告げていた。


　油断するな、と。


「────」


　アルは見開いていた眼を閉じる。


　闇やみの中、アルが抱いだいたさまざまな思いが、出会った人々が通り過ぎた。


　やがて彼らは消え去り、闇の中にひとり残される。


　さらに自分自身をも消し去り、完全な虚きよ無むを作り出し──アルは待った。


「…………」


　やがて、虚無の中に何かが現れる。冷たく、鋭するどい敵意を秘めた何者かが。


　それが何かと知覚する前に、アルの体は動いていた。


「え……？」


　──とん、と。


　優やさしいとすら言える柔やわらかさで。


　アルの剣は、背後から現れたファラフナーズの胸を貫つらぬいていた。
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　ファラフナーズは片かた膝ひざをつき、ぜいぜいと息を漏もらしていた。


　その目の前に立つのは片目から血を流すアル。


「…………意外でした。ワタシの力が見切られるとは」


　無理矢理に笑みを浮かべてアルを見上げるファラフナーズ。


　その体から、銀の光が漏れ出ている。


　神剣の銀光が、妖女を滅めつし始めているのだ。


「テオドールでもない、アナタに……」


「俺は確かにテオじゃねえ。あいつほど強くないし、経験もねえ」


　静かにアルは告げる。


「だが、いつかテオを超える。そのためにもお前にやられるわけにはいかねえよ」


　それはアルがテオドールと結んだ誓ちかい。


　弟で子しとなったその日に。


　別れを告げたあの時に。


「くく……。できると思いますか？　そんなことが」


「できるさ」


　あざけりを含ふくんだファラフナーズの問いに、アルはきっぱりとそう答えた。


「仲間と一いつ緒しよなら、必ず」


　サイラスとナーシアがアルの向こうから妖女を見る。


「仲間……など」


　妖女の口に浮かぶのは微び笑しよう。


　どこか寂さびしさの混じった、淡あわい笑み。


「八百年の昔に、いなくなりましたよ……」


　それが。


　かつてセインとして魔と戦い、バルムンクへと身を投じた妖女の。


　最後の一言となった──。




　エピローグ







「さて、と」


　ひとつ伸のびをして、アルは振ふり返る。


　視線の先にはサイラスとナーシア。


　ふたりの仲間が疲つかれた笑顔を浮うかべていた。


「やーっと終わったな」


　手をひらひらと振ってサイラスが言う。


「これで一段落ってわけだ」


「……いや、まだ」


　血の足りない、白い顔でナーシアがつぶやく。


「最後の仕事が残ってる」


「ああ、そうだな」


　そう言って、アルが両の神剣を一振りする。


「このデカブツを消しよう滅めつさせなきゃならねえ。このままじゃバーランドに山ができちまう」


「いや、まあ、それは理解するけど。そんなことできるのか？」


「今の俺と、神剣ならできる。……出力が高すぎて、剣が壊こわれるかもしれないけどな」


「おいおい、いいのかよ」


「別に壊れるのなら仕方がないさ。テオだって納得してくれるだろ」


　あっさりとそう言うアルに、サイラスとナーシアは顔を見合わせた。


「なんだよ、その態度」


「いや、なんかこう……」


「…………少し、変わった？」


「別に、何も変わってねえよ」


　それぞれにいぶかしむサイラスとナーシアを、軽く笑って流すアル。


　ふたりも首をひねるが、それ以上の追つい及きゆうはなかった。


「そういえば、アル」


　サイラスが口を開く。


「今の内に聞いておきたいんだけど、これからどうするんだ？」


「どう、って？」


「お前がこれからどうするかってことだよ」


　神官は念を押すように言った。


「敵は倒したし、師し匠しようのこともわかったんだろ？　だいたい旅の目的は達成したんじゃないのか？」


「ああ、そうだな……」


　神官の言葉にアルはうなずく。


　ナーシアもまた、黙だまってアルの言葉を待っていた。


　あの日、ドールセントの港町で誓ったことはすべて果たした。


　だが──。


「もう少し修行だな」


　苦笑いをして、アルは言う。


「テオの領域に行くまでは、まだまだだ」


　彼の後を継つぐには。


　彼を超えるには、まだ足りないものが山ほどある。


「はぁ。欲よく張ばりだな、お前は」


「…………ただの修行好きなだけの気もする」


「ま、でもそのあたりがアルらしいか」


「……そうでないと、役に立たない」


　ため息をつきつつ、納得するサイラスとナーシア。


　うーん、と神官は背を伸ばす。


「ともあれ一区切りだな。後はこの鯨くじらを落として、それぞれの場所に帰ればおしまいだ」


　膝ひざを折り、ファラフナーズに召しよう喚かんされた、気絶したままの男性の頰ほおを叩たたく。


「このおっちゃんも、元の村に帰してやらなきゃならんし」


　意地悪くひひひと笑うサイラス。


　整った顔が台無しである。


「聞きたいことはまだまだあるんだけど、またそのうちだな」


「ああ、そうだな」


　うなずくアルに、じっとサイラスは視線を向けた。


　肩かたをポン、と叩いて神官はつぶやく。


「……お前には、そのうち全部話すよ。オレからの〝約束〟だ」


「は？」


　唐とう突とつな言葉に、アルが目を白黒させる。


「なんだよ、急に」


「いいんだいいんだ、気にするなって」


　サイラスは笑って強引に押し流す。


　いぶかしむアルの注意を引くように、ナーシアがつぶやいた。


「……そろそろ神しん剣けんを使って」


「え？　あ、ああ、そうだな」


「私も、早急に帰き還かんしないと。死亡扱あつかいにされる」


「ああ、そうか。密偵も大変だな」


　思わずそう答えたアルに、ナーシアはかすかな笑みを浮かべる。


「──騎き士しほどじゃない」


　それは彼女なりの皮肉なのだろう。


　アルは軽い苦笑いで肩をすくめた。


　そして、剣けん士しはふたりへと向き直る。


「ふたりとも、ありがとう。……助かった」


「……貸しひとつ」


「恩に着ろよー」


　それぞれに答えるサイラスとナーシア。


　ふたりの顔を目に焼き付け、アルは神剣を構えた。


「じゃあ、行くぜ」


　言葉と共に、アルの剣の輝かがやきが増してゆく。


　大地を、空を、太陽すら塗ぬりつぶし。


　恒こう星せいのごとく輝く光の剣を──、裂れつ帛ぱくの気合いと共に鯨へと突つき立たてる。





　その日、空に一輪の光の華はなが咲さいた。





　　　　＊　　＊　　＊




　ガタゴトと、荷馬車が揺ゆれる。


　心地ここちよい震しん動どうを感じながら、アルは荷台で空を見上げていた。


　グラスウェルズからの帰り道。


　馬車はのろのろと街道を行く。


　道の先には白はく亜あの城。


　アルが守り通した、アルディオンでもっとも新しい王都。


「やっと姫ひめさんとの約束を守れそうだな。ずいぶんと時間がかかったが」


　ふくれるピアニィの顔を思い出し、アルは苦笑いを浮かべる。


　空には太陽がひとつ。


　燦さん々さんと光り輝くその向こうに、ふとアルは師の顔を幻げん視しする。


　拳こぶしを突き出して、アルは不敵な笑みを浮かべた。


「見てろよテオ。……すぐに追いついてみせるからな」


　ガタゴトと、荷馬車が揺れる。


　誓いの言葉を乗せて。






　あとがき







　人間、誰だれしも過あやまちを起こします。


　初めて転んだ子供は痛みや苦しみから〝転ばぬ方法〟を模も索さくし、やがて歩行に至ります。





　肉体的な成長を遂とげた大人だって、基本は変わりません。


　失敗から学習し、成長していきます。





　最も難むずかしいのは、過ちを認めること。


　自分が間ま違ちがっていることを認めなければ、いつまで経たっても同じ場所に留とどまるばかり。





　認めるときは潔いさぎよく認め、次につなげたいものです。


　もちろん、なかなかそううまくはいかないものですが。





　　　　＊　　＊　　＊




　この本を手にとっていただいたみなさん、お久しぶりです。


　著者の矢や野の俊しゆん策さくでございます。


　本書、『ロンサム・ヒーロー』はいかがだったでしょうか。


　ノベル『アリアンロッド・サガ』の最終巻となるこの一巻。楽しんでもらえればうれしい限りです。





　冒ぼう頭とうにも書きましたが、今回のテーマは過ちを認めること、乗のり越こえることでした。


　このシリーズの主人公、アル・イーズデイルという青年は物語の最初から心に傷きずを負っています。


　それは自分が尊敬している師に裏切られたことであり、彼が汚お名めいをかぶって死んでしまったことでもあります。


　アルはその事実を認められず、否定するために旅を繰くり返かえしていました。師し匠しようであるテオドールを尊敬していたために、その過ちを認められなかった──という心の傷です。


　この心の傷はアルに大きな影えい響きようをもたらしました。約束があれば、どこまででも突つっ走ぱしってしまう。師匠の真実をちらつかされれば、罠わなだとわかっていても行ってしまう。心の傷をかばってしまうため、どこか不自然な動きになってしまうわけです。


　さて。


　本書では、そんなアルがとうとう真実と直面します。


　憧あこがれていた師匠の姿はそこにはなく、現れるのはひとりの人間であるテオドール。


　孤こ高こうの英えい雄ゆうであることを選んでしまった彼の人生を知ってしまったアルは、何を思うのか──という部分は本編においておくとしまして。


　ちょっと好みの話をひとつ。





　個人的な趣しゆ向こうになりますが、私は「自覚的な人間」が大好きです。


　自分が今何をしているか、何を目指しているか、なぜそう思うのかを自分自身で理解して歩む。そんな人間に憧れます。大たい抵ていにおいて、そういった人たちは心に太い芯しんを持っており、周囲の雑多な物事に動かされないからです。それを「信念」と呼ぶ人もいるでしょう。


　さらにそれが悪役であれば、一段と私の中で評価が上がります。


　自分が悪いと自覚しつつも、信念のためにその道を突き進む人物。


　どれほどに傷ついても、どれほどに苦しんでも、歩むのを止めない彼（彼女）の意志の強さ、覚かく悟ごの深さに強きよう烈れつに惹ひかれます。


　テオドールもそういった場所を目指して作ったキャラクターです。


　八百年、誰にも求められず、ただひとりで世界を救おうとした英雄。


　その過ちを含ふくめた彼の道の、その重さが少しでも表せていれば幸いです。





　ちなみにノベル『アリアンロッド・サガ』はこれで一段落だと書きましたが、アルたちの物語が終わるわけではありません。


　ご存じの方もいると思いますが、『アリアンロッド・サガ』はノベルの他、ＴＲＰＧリプレイやファンブック、コミックを巻き込んだ一大プロジェクトです。


　富士見書房ドラゴンブックから発売されているリプレイは、すでに本書以後の物語に突とつ入にゆうしています。アルたちフェリタニア勢に訪おとずれる危機、ナーシアの出生に秘められた謎なぞ、拡大する戦火に巻き込まれるピアニィたち。


　是ぜ非ひ、続きが気になる方は『アリアンロッド・サガ』リプレイその他、関連書しよ籍せきに手を伸のばしてみてください。ノベルとはまた少し違ちがうアルディオンが見られますよ。


　なお、ノベルとリプレイは微び妙みように設定というか発言に差異がある場合があります。


　これはまあ、執しつ筆ぴつされた時期の問題とか、リプレイだと収録された時期の問題でして……。基本的には統一されてますが、細かい差分は見み逃のがしてもらえると助かります。


　なにぶんかなりの人数で作っていますので、そのあたりはご勘かん弁べんを……！





　では、そろそろ紙し幅ふくも尽つきてきましたのでまとめを。


　繰り返している通り、物語は終わりません。アルディオンでは今でも戦いくさが起こり、ファラフナーズがいなくなってもバルムンクは活動を続けます。


　しかし、テオドールを巡めぐるアルの話はここで一いつ旦たん終しゆう了りようとなります。過ちを認めた英雄から道を受うけ継ついだ剣けん士しがどうなっていくのかは、リプレイなどで楽しんでくださいませ。


　それからまったく別の話になりますが、私、矢野俊策は同じく富士見書房から『ダブルクロス』というシリーズを刊行させてもらっています。


　こちらはいわゆる現代異能力もの。よければご覧ください。


　それでは最後に、この本に関わったスタッフ全員と、手にとっていただいた皆みな様さまに感謝の言葉を。


　ありがとうございました。またよろしくお願いいたします。







二〇一〇年四月二十日　矢野俊策　　





アリアンロッド・サガ③


ロンサム・ヒーロー





矢や野の俊しゆん策さく／F.E.A.R.
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